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序

本書は、久留米市から筑紫野市へと至る県道久留米・筑紫野線の建設工事に先立って

発掘調査を実施した下高橋馬屋元遺跡の調査記録であります。

今回の調査では弥生時代中期の集落や古代の官術遺跡が発見されるなど貴重な知見を

得ることが出来ました。特に古代の官術遺構につきましては、西に隣接した下高橋上野

遺跡で郡の正倉とみられる遺構が近年明らかになったばかりでありましたが、今回新た

に関連する遺構の広がりが判明いた、しました。これまで「御原郡」の郡役所としては国

史跡「小郡官術跡」が推定されてきたのですが、今回の発見は郡役所の移転ということ

も考えられ、当地の古代史を再構築する必要に迫られてきました。このような問題の解

明は地域の歴史にとって有意義であるだけでなく、我が国古代の地方支配における政治・

経済状況を解明する上でも大変貴重な発見であると認識しております。

こうした観点から県教育委員会は文化庁の指導を得ながら、工事を担当する県道路建

設課・久留米土木事務所などとも協議を重ね、県道部分については現道下部も全て調査

の対象として実施し、その後も遺跡の現状保存について関係機関と協議を進めていると

ころです。なお、地元の大刀洗町教育委員会もこの遺跡の周辺を含めて積極的に保存・

解明をする方向で御努力いただいていることを付けカIIえておきます。

最後に今回の発掘調査では地元下而橋地区をはじめ関係各方而には多大な御協力をい

ただき厚くお礼を申し上げます。また、報告誉作成に至る整理作業に御尽力いただいた

方をはじめ関係者の御苦労に感謝いたします。

平成 9年3月31日

福岡県教育委貝会

教育長光安常喜
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本寄は平成6-8年度に福岡県教育委員会が福岡県土木部道路建設課（久留米土木事務所）から執行委任を受

けて実施した県道久留米・筑紫野線建設に伴う埋蔵文化財の発掘調査記録であり、県道久留米筑紫野線関係迎

蔵文化財調査報告の 7冊目である。

本嘗に掲載した遺跡は福岡県三井郡大刀洗町下高橋字丸石・馬屋元に所在する下高橋馬屋元遺跡である。

本密に掲載した遺構写典は調査担当者が、遺物写真は北岡伸ーが撮影し、空中写真は（有）空中写真企画に委

託し、バルーンとラジコンヘリによる撮影を行った。

本密に掲載した遺構図は調査担当者の他、石橋丸子・飯田澄枝・山口由美子・矢野和昭・手島充明の協力を得

た。
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出土遺物の整理・復元は岩瀬正信の指導のもとで九州歴史資料館で行った。

出土遺物の実測は調査担当者の他、平田春美・久富美智子・藤原さとみ・堀江圭子・山本千鶴美・江口幸子の

協力を得た

遺構・遺物の製図は豊福弥生・原カヨ子が行った。

本書の執姫は、 4・5地点の弥生土器を重藤が、その他を赤司が担当し、重藤の協力を得て赤司が編集した。

凡 例

ー

2
 

3
 

遺構は種類別に通し番号を付け、その頭に分類記号をつけた。巻末に現場で使用した番号と本書の遺構番号の

対照表を掲載している。

発掘区の位置は国土調査法第II座標系によって表示する。調査基準点は土木事務所が設置した道路付近の基準

点を利用。本帯で使用した方位は、座標北 (G.N.)である。

本書で説明した土器等の口径は口縁部外径を計測している。
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第 1章はじめに

第 1節 調査に至る経過

福岡県土木部道路建設課が進める県氾の改良事業に伴うJ_!]!_蔵文化財の発掘調壺については、教育

庁文化課が執行委任を受けて実施してきた。

主要地方追久留米筑紫野線は久留米巾のj:i(j追210りを起、,.'.(とし、筑紫野市の国迎200号線までの延

長28、3kmの主災幹線逍路である。久留米筑紫野線の発捌池li'l:は、11({和51年度から開始し、途中の中

断期間を含めてもすでに20年が経過している。

小郡Tli松崎から人））洗LLLF大字 I"1¥':j杭にポる本lx:1111は、九州横断1・1動 lド逍小郡 I・Cと伯結する追

路であり、また、日逍 3 り線の辻 111 1路 としても 利 Ill さ れ、 近年交通凩：の J•;、(1/JIIが杓：しい I) 特に1hに隣

接する北野町内では）ゞ規校和叩、かの進出がめ ざまし く、視況の Ij(逍1j1;,it15.5mでは非‘常に危険な状

況となってしヽる n こ h ら 1附(- iiりのため ~Iド線近路建設がク濯／米 I ·本 Jjf務所で叩1l1jさ1したのであった。

計画立案から発掘』,¥]11-:に全るま で、久留米,.木 •Jf務所 と 北筑後教Ti''Jf務所(})j・11,'1'1 f;・; がW11I代し、川地

の買収や I:I Jr. の進捗状況に合わせて i:程を調撒 し 、 その都｝虻文化諜の応援を受I)・ なが ら •jf 菜 を ‘必施

してきている。

本にIll)での発批鼎l介が人）J洗IIIJ内で本格的に始よ った(})は平成 5年｝虻からである II まず、1勺戊 4

年 6月2~ 5 IIに I- ~ 地、1,',1・、までの試柑1』,',]介を1i"し‘、 I · 2 地、1,\ につ し‘て は •jl.成4年BJJから＇巣崎

辿跡の節 1次 ・2次池11tを実施している。この他の 5-7地、1.¥については1勺戊 6年2月IB・190)11lij

日に試掘を1i"った。しかし、 5地、しばはビニールハウスが撤去されてしヽなかったことから試拙を断念

し、4地、1,',i:の鼎,]fl:"Iに実施した。なお、7地、点の試掘では確実な辿構が検出できなかったので4這,',!

査については＇必施しない旨を I'.本 ']f務所に伝えていた。ところがT事の入札が終わったII、J°:.'知で1り渡

だめ押 しの試拙をfi・つにところYnltiに関hる溝や拍!i/fl: 建物群が発見できた 。 こ れは -11i 初の試j~1!IIか

には道路沿いの店舗や＇ぶh{O)撤去が進んでいなかっ たため、買収の終 R した布U~l地に限定して北l 介

を実施したからである。後から1帷ったことであるが、ヽ1,初の試拙トレ ンチは見')f.にHI!1/, 杜建物群を

はずしていにわけである。結呆的にいJf.(j)関係名には多人なご述惑をおかけする ことになったが、

同時に試札11,O,',J介の限界性を肌で感じることになった。

本調究につvヽては l'.1Jf-スケジュールと池littタし、北筑後教fi''Jr.務所O)r11.'りを"'心に 1勺成 G年1虻から

今年度ま で休11-.JUJIII!をIiりさながら‘必施した n

第 1表 県道久憎米・筑紫野線 （人））洗lllf内）地，i_'.ijJIJ1: 程表

地点名 遺跡名 鯛査面積 謂査年度 備 考

1地点 来崎辿跡 l次 6,000111' 平成 4年）虻 •11. 1戎； 6 イI '- /虻 1-1~!1;-i斉

2地点 栄崎俎跡 2次 1,500111' 平成 4年｝虻 -11.1戎； 6 11'-J虻fU{1,"・i斉

3地点 馬）ぅ'¥Jじ辿跡 3地.'.'.i: 1,700111' 平成 6年｝虻 平:i戎； 8 年．｝虻 f.1~ り；•

4地点 馬）fi"\)じ辿跡 4 地、•.'.(、 1,750m' 'I,: 成 7年｝虻 •j i. J成 8 介 ：． ｝虻tlH';·

5地点 馬）'1¥)じ辿跡 5J也，i:.,: 2,500m' 'f・ 成 7年｝虻 平:i成 8 年,J虻乎l~{t;-

6地点 馬／斜元辿跡 6地、1.'.( 600m' 平成 6・7年度 f・ 成 8年｝虻冷li{'i-

7地点 馬）§切じ辿跡 7地、(( 2,300mi 平成 7・8年度 平成 8 年度•部報り；・、 9年度報作・

8地点 馬屎元逍跡 8地点 300m2 ,,i. 成 8年度 'Ii. ・）成 9jド ）虻乎Iもが；•
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第 2節調査の経過

馬）哨Jじ辿跡の調介地、1・',,:は -1~初IX:割り で行っていたが、先に実施した栗崎辿跡の調究も含めて第 l

火に線めたように地.'.¥別に表小を切り朴えている。年度師に調杏I廿j¥もから経過を簡単に線めてみる

ことにする。

.,, 成611・. I虻

.,,. 成(iイ,,

· 1 ~J成'/ fJ IQ 

"V成'/11・

IOJJ I 211 

10/J 17 I I 

IOJJ 1811 

IOJJ 2!il I 

11 J J 7 11 

I I! J B II 

11 JJ l(il I 

11 J J 2211 

12 J J 2 11 

!i J J Ir> II 

f) I J ?.:¥II 

;) !) 2511 

(i JJ I 11 

G /J?. 11 

!i /J£i II 

(i JJ 11111 

GJ也，i.'i、IIIメの表 1・.剥ぎIJrl始 (3地，,_',(は稲刈 りが終了してしヽなかったので1ぷ逍、次l虻以降

(/)泄l介 杓じであった6地、,:.,、に切り朴える。）

器材搬人、コンテナハウス設附。辿構検出をIJrJ始。

）訊''・.'・り移動、杭打ち。3地，＇，＇ょの 表 I・.剥ぎ憐l始。

3地.'.'.i:以降検Ii',開始。6地/.(ロ ix:辿構実測を行う 。

:l地.,.'.f胤 例木根鉢：}良 l)Jl!iの発掘を行う 。

: l J應,_'.((!))訊’見＇！移動と杭打ち 。発掘と並行して全体実測をl!fJ始する。

111,I ¥JIJ'I ,: t'£l/1H1~IJfJ ijf1 

こ の 11 から令イ本'lj真に向けての作業を IJfJ始し 、 11~1)J lj追樅の補足，闘,\jjf を実施。

現場での発札1W1業を終 {する。

4地.'.°!:の}<I・ 成ljぎを開始。コンテナIヽ ウスぐが設・i悦。

叩ill)より辿構検出をIJM始。

喝穴イu,,:-SC06の池）介に沿 f-.o

),~ 準．，！．，：移動、 H叶l・らを 'rJ・し、グ

リッドを糸llむ，

il'l l/1/配 li','l'/.. I を ('1成枷 ,'f~I 建

物Sl¥01を検Ii¥,

1闊11の終(した1竹11111から1/?.0

0)令iJllll'/..1作成をIJ,l!;.(; , 

(I ) ,•:· 跡sc・o:i oriの発H1¥Hlli;.f;.

S(・o:iからは多；,,・o), ダ1.11,.I・. 悩が

Ii', I・. する，9 'ln't I SC06甜甘屈壮犬i兄

6 J J l (i II ,O,',I fl: 似北.,,,の発j}.1¥に沿 「・・"

7 月 ~II 大H,iでJ(り水 し、周辺のdi道ま で I砂が流II',、復Ill作業を行う 。

7 J J 12 II イu,り跡 (Jtif1i検叫虚）の全屈罫真撮彩

7月1311 住），叶跡のl!i'il木を除去し柱穴の粘杏を行う。尚、本日から寒冷紗を使）llする。

7月2LI―1 空r/嗚真による追跡全虹撮影。

7月2511 t>.1!)1'. 柱建物SBOlの断ち割り奴汀illJ旦 崎 をIHJ始。

7 J J 28 I I 111,i 1悩時代の辿物泄崎のため小グリッ ドを設定し、掘 りドげ始める。

8 Jl I 11 11:1, 庁跡 （制）I多底1(1i)の全猿り双搬彩。補足，ij,';j布の'"'j(ljを作成。

8月5II ある程度の悩材約片づけ

8月16H この間、担当者は杷加l「［の調:fl'へ赴き現場は休止。個別の補足与兵撮影

8月17日 現場埋め戻し。図而類の最終チェック。4地，点終了。

8月2311 5地点の表土剥ぎを開始。
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8月28日 遺構検出を4地点側の北部から開始。

9月6日 基準点移動。杭打ち。

9月7日 南半に集中する竪穴住居跡、土城、掘立柱建物の発掘を開始。

9月12日 士城等の士層堆積状況写真撮影、図面作成。南部の1/20全測図開始。

9月26日 住居跡（床面検出状況）全景写真撮影

10月11日 北部の遺構検出開始。（調査区の中央部は谷状に落ち込む。雨が降ると 1週間以上水が

引かないため、北・南部の調査が終了して着手することにした。）

10月13日 住居跡SC12の弥生土器取り上げ。

10月17日 1/20全測図を調査区北部について開始し、中央部の発掘にも同時に焙手。

11月9日 6地点 I区の表土剥ぎ開始。

11月13日 補足調査開始。掘立柱建物柱穴断ち割り。 6地点では溝状遺構を発掘。

11月15日 空中写真撮影。各種の補足調壺再rm。

11月21日 住居跡貼床の除去

12月1日 住居跡SC12の貼床を除去したところ下隔からさらに住居跡を検出（建替え）。

12月2日 器材撤収、 4地点と 5地点のIIIJにある農道を調究。撹乱されて逍構なし。個別屈l而チェッ

ク。 6地点全景写其撮影。直ちに埋め戻しIJfJ始。 5・6地点調査終了。

12月27日 7地点の再度試掘。掘立柱建物検出。

平成 8年 1月9日 7地点 I区（県道東側）調査開始。北大溝付近を精査し溝の発掘をIJIJ始

1月11日 基準点移動。グリッド杭設定。

1月12日 掘立柱建物A群の柱穴掘下げを開始。

1月18日 久留米土木事務所・文化課・教育事務所・大刀洗町教育委貝会の 4者の日程や工事と

の1欄整等協議する。

1月26日 遺構全体屈11/20の作成を開始。

1月291:1 I区のr+1側で南大溝を検出。これで官栃域の北限と南限を確定。

2月2日 現場すぐ横の県逍にガードレールが股梱される。精神的に安心できた。

2月HI 掘立柱建物D群検出。

2月16日 7地点 II-A区（県迎西側）でも南大溝の延長を確i認。陸橋部を検出。

2月21日 ラジコンヘリによる全散写典の空撮。櫓による掘立柱建物群の全景写其撮影。

2月22日 文化庁増淵調査官来1防。町当局を含めて今後の取扱を協議。

2月23日 掘立柱建物柱穴半裁等、補足調査に一部入る。

2月27日 久留米土木事務所・文化課・教育事務所・ PIT教脊委貝会と1役計変更等協議。

3月9日 現地説明会。

3月11日 11-C区表土剥ぎ。

3月15日 現場作粟を終了し、器材等撤去。埋め戻しl開始。

平成 8年度

5月15日 7地点II-A区から今年度の調査（第 2次）開始。

5月16日 文化庁視察。久留米土木事務所と調査打ち合せ。基泄点移動。

5月20日 7地点11-B区表土剥ぎ開始。

5月21日 8地点表土剥ぎ開始。

5月23日 7地点II-A区終了。
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5月28日 1I―'c区調査開始。

5月31日 II-C区、基準点移動。写真撮影、図面作成し調査終了。 JI-B区遺構検出。

6月4日 JI-B区基準点移動。 8地点遺構検出開始。 JI-D区表土剥ぎ。

6月7日 JI-E区表土剥ぎ開始。

6月25日 II-D区遺構検出。

7月1日 JI-E区表土剥ぎ開始。

7月2日 1I — F 区表土剥ぎ。 11-E 区掘立柱建物群検出。

7月413 JI-F区写奥撮影、基準点移動し、図面作成。調査終了。

7月8日 JI-E区全景写真撮影。

7月15日 11-G区表土剥ぎ。 8地点住居跡（円形住居）床面検出。

7月17日 11-G区の遺構検出を行い、柱穴列掘下げ。 8地点住居発掘本格化。

7月24日 II-G区図面作成し、調査終了。 8地点住居跡の遺物出土状況等写真撮影。

7月31日 8地点 1/20全測図の作成を開始。併せて土層図の実測開始。

8月7日 8地点住居の貼り床除去等、補足調査開始。

8月22日 8地点11区表土剥ぎ開始。

8月29日 8地点 I区全景・個別写真撮影。個別補足図面作成。 8地点J1区遺構検出。

8月30日 旧石器時代の調査開始。

9月4日 第 2次欄査終了。

10月31日 第3次調査開始。 7地点JI-I・K・L区表土剥ぎ。柱穴発掘llfl始。

11月11日 JI-E・I区基準点移動。 I/20全測屈l作成llfJ始。

11月14日 空中写典及ぴ櫓による全景写爽の撮影爽施。

11月151'1 E・I区掘立柱建物柱穴断ち割りをIIH始。

11月211:I II-M区表土剥ぎ。遺構検出し、柱穴確認。

11月271'1 II -N・0・P区表土剥ぎ及ぴ、甚準点移動。発掘llfJ始。

12月5El 文化庁坂井購査官現地視察。大刀洗町当局と今後に向けての取扱を協議。

12月6日 柱穴埋め戻しIJH始。

12月7日 器材、現場事務所等撤去。

12月12日 雨のため延期していた 8地点の埋め戻し。 3次調査の現地での全作業を終了。

以上、調査日誌から主要な項目のみを抄録した。地点別の調査期間は先に示した通りである。調

査経過に見られるように、調査の工程が複雑になったのは 7地点で、小地区名のアルファベット

(II-A-P)はグリッド設定による区割ではなく、調査の順番に便宜的に付けたものである。こ

のように調査工程が細切れになったのは、県道西側拡張部分と県道下部については工事の進捗状況

と、隣接地権者との協議結果に合わせて進めざるを得なかったからである。その大きな原因は 7地

点の調査が工事の入札終了後に緊急に着手せざるを得なかったことに拠る。南洋建設及び南組には

大変ご迷惑をおかけした。

尚、調査は本年度の12月に終了したため、 7地点の一部と 8地点についてはまだ未整理であるた

め、今回の報告は整理が終了した 3-7地点II-H区までを対象としている。さらに 7地点で検出

した掘立柱建物群と柵については、今回全体配置園に収録するが、個別の説明は次年度に土器の検

討を終えて行うことにする。
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第3節調査の関係者

県事業に伴う事前協議・試掘• 本調査は原則的に教育事務所の文化財担当がこれにあたっている。

今回は、担当者が所用や他の市町村事業で現場を離れることがあったため、その間は文化課調査班

から応援に来ていただいた。

下高橋馬屋元遺跡の調査に関して平成 6年度から 8年度までの関係者は以下の通りである。

福岡県土木部久留米土木事務所

所長

建設課長

建設課第 1係長

担当

福岡県教育委貝会

総括

教育長

指導第二部長

文化課長

参事兼文化財保談室長

課長技術補佐

参事補佐兼保護室長補佐

参事補佐兼調査班総括

参事補佐

北筑後教育事務所

生涯学習課長

庶務

管理係長

主任主事

調査・整理報告

文化課

主任技師

技師

整理指導貝

北筑後教育事務所

技術主査兼文化班主任

（担当）

平成 6年度

小山峻

尾石正忠

亀崎武人

川 辺勲

光安常喜

丸林茂夫

松尾正俊

柳田康雄

井上裕弘

橋口達也

馬田弘稔

深江久嗣

杉光誠

久保正志

岩瀬正信

赤司善彦

平成 7年度

木村重幸

尾石正忠

伊藤昭男

川辺勲

光安常喜

丸林茂夫

松尾正俊

柳田康雄

井上裕弘

橋口達也

中間研志

深江久嗣

柴田恭郎

高田裕康

吉村靖徳

田上稔

重藤輝行

岩瀬正信

赤司善彦
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平成 8年度

木村重幸

伊藤昭男

加藤紀光

本田顕子

光安常喜

丸林茂夫

松尾正俊

石松好雄 (9月1日付）

柳田康雄

井上裕弘

橋口達也

中間研志

松村栄治

黒田一治

東健二

重藤輝行

岩瀬正信（整理）

平田春美（実測）

豊福弥生（製図）

北岡伸一（写真）

赤司善彦



現場作業には地元大刀洗町を始め甘木市、杷木町、三輪町、小郡市から多数の方々に御参加いた

だいた。 7地点の調査現場はダンプや大形トレーラー、大型トラックが朝夕ともなればひっきりな

しに行交う現道に隣接していたため、冬の寒さに加えてそれらの巻上げる粉鹿や排気ガスを否応な

＜浴ぴながらの仕事となった。加えて現場は緩やかなカーブにさしかかった地点であり、いつそれ

らの車両が飛込んでこないかと、皆気をもみながら移植ゴテを動かして頂いた。小さな事故すら起

きずに調査が終了したことを作業にあたられた皆さんに感謝します。御安全に

調査の期間中には多くの方から御指導・御教示を賜った。深甚の謝意を表します。

平野邦雄（横浜市立博物館長） ・笹山晴生（学習院大学） ・木下良（古代交通研究会会長） • 石

野博信（徳島文理大学） • 渡辺正気（県審議委員） ・横山浩一（福岡市博物館長） ・小田富士雄

（福岡大学） • 西谷正（九州大学） ・高倉洋彰（西南学院大学） • 田中正日子（第一経済大学） ． 
佐田茂（佐賀大学） ・小林茂（九州大学） •坂上康俊（九州大学）下山正一（九州大学） ・亀田修

-(岡山理科大） ・木本雅康（長崎外語短大）

松村恵司（前文化庁主任調査官）柳雄太郎（文化庁主任調査官）増淵徹（文化庁調査官）西田健

彦（文化庁調査官）坂井秀弥（文化庁調査官）

この他、井上和人氏（文化財保護指導委員）を始め、県文化課・北筑後教育事務所・九州歴史資

料館・甘木歴史資料館の先輩諸氏、管内市町村文化財担当者等の多くの方が来訪され御教示・御支

援を頂いた。

大刀洗町教育委員会の赤川正秀氏、西村智道氏には作業員さんの手配から、基準点移動・遺構の

実測等数多くの援助を頂いた。お礼申上げます。

最後に、県逍路建股課や土木事務所と予算や、遺跡の取扱について橋口達也文化課調査班総括に

は直接の交渉に臨むなど様々な配慮をいただいたことも記しておきたい。
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第 2章位置と環境

第 1節地理的環境

下高橋馬屋元遺跡は三井郡大刀洗町大

字下高橋字丸石と字馬屋元にかけて所在

する。

極座標北緯33度23分10秒、東経135

度35分35秒

国土調査法第II座標系 X=+42,580 

~43,190m、Y= -37,818~37,845m 

地形図 (25,000分の 1)では図幅名

「鳥栖」に含まれる。

大刀洗町は福岡県のほぽ中央部に位骰

し、現在の行政区分では北西部は小郡市、

北東部は朝倉郡三輪町、さらに東部は甘

木市、南部は同じ三井郡の北野町、そし

て南東部は筑後川を挟んで浮羽郡田主丸
第 1圏大刀洗町位骰図

町と接している。人口約14,500人、近年農業基盤整備も全町域で終り、野菜や水稲耕作を主体と

する農業が町の産業の基盤となっている。

古代には御原郡に属し、現在の小郡市と当町が含まれていた。この御原郡の所在する範囲の地勢

は大きくは北から南の筑後川に注ぎ込む宝満川によって東西に二分されている。まず、宝満川の東

側を概観すると、東北部には独立して起伏する花立山丘陵（標高130m)がある。御原郡内で最も

高所の地点であるばかりでなく、筑紫平野の中でも地理的な指標となる目立った存在で、そのため

筑前と筑後の国境に充てられている。この花立山の南側一帯には宝満川の各支流や小石原川等によっ

て形成された広大な複合扇状台地（河岸段丘）が広がっている。

一方、宝満川の西は、背振山から束へ派生した丘陵地と、宝満川やその支流の流域に見られる扇

状台地（河岸段丘）がある。こちらの台地は東側に比べてIJfl析が進み複雑な地形をなしている。

宝満川流城には沖穂作用による低地が広がり、下流域には島状に残る自然堤防が散在しており、

宝満川の流れが幾度も変化したことを物語っている。

当遺跡は、この宝満川左岸に展開された扇状台地（低位段丘）の東南縁辺部を大きく占地し、す

ぐ東は花立山山麓に源を発する大刀洗川が南流し、明瞭な段丘崖が形成されている。大刀洗川周辺

の沖積地は標窃12m前後、遺跡の周辺の台地とは 4mの比高差がある。今回、遺構検出面を見ると、

周辺は大刀洗側に向かって流路により細かく開析され、小規模な谷部が入り込んだ複雑な地形をな

している。遺跡はこの台地部と谷状の凹部にも認められる。

近世には長崎街道の松崎の宿であった松崎地区は集落密度が高いものの、遺跡周辺は水田もしく

は畑地、樹園地など耕地が広がっている。集落は県道沿いを中心に営まれている。特に遺跡周辺は

大正時代の小規模な圃場整備が行われたのみであることから、かつての地割りを大きく変更せずに

現在も活かされている。遺跡の立地条件から見た場合、大きく開けた南の筑後平野を望むことが出
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来、東には大刀洗川が流れるなど眺望、水利では格好の立地条件を有しているといえよう。

第 2節 周辺の歴史的環境

旧石器時代

宝満川流域の扇状台地や丘陵はこれまでに弥生時代以降の遺跡の宝庫として良く知られていたが、

近年の調査でナイフ型石器文化期の遺跡が分布することが知られてきた。これらは西側の三沢丘陵

や花立山付近の台地等、沖積平野と接した傾斜の緩やかな高地に立地している。このうち今回同様、

県道久留米筑紫野線の建股に先立って実施した宗原遺跡の調査では、尖頭器と思われる角錐状石器

が焼礫群と同時に出土している。石器組成が単純でしかも製品の状態で出土している点が注目され

た。形態的バリエーションが一括して認められることも、今後への問題提起となっている。同様の

例は向福島遺跡にも認められるが、概観すると遺跡の規模は小さく、散在する傾向にあることから

狩猟のキャンプサイトとしての一時的な居住地と考えられている。細石器も散在して発見されてい

るが、まとまっての出土は認められない。今回、当遺跡でも細石刃が出土したので、その周囲を掘

り下げたが遺物は出土していない。

縄文時代

縄文時代の遺跡も旧石器時代と同様規模のまとまった集落逍跡は見つかっていない。ただし、各

地で出土する縄文土器は全期間に及ぶ。最も古い縄文時代の逍物は、花立山山麓の向畦ケ浦遣跡で

出土した続円孔文土器が知られ、草創期に遡る可能性がある。この向畦ケ浦遺跡は草創期から晩期

までの遺物が認められ、特に早期の押型文土器はまとまって出土し、集石遺構も併せて検出できて

いる。関心を集めたのは早期の層に切り込まれた無数の陥し穴状遺構である。詳細は現在作成中の

報告密にゆずりたい。

宝滴川右岸では横隈山逍跡の谷部でも早期から晩期までのまとまった土器が出土している。津古

土取遺跡では晩期の土器が数多く出土している。こうした縄文時代遺跡は旧石器時代と同じ北部の

丘陵・台地に分布しており、今後良好な集落進跡が土器出土地の周辺で見つかる可能性が高い。

弥生時代

この地域の弥生時代の遺跡数は膨大で枚挙にいとまがないほどである。特に、宝満川右岸の丘陵

地帯から微高地にかけて集落の密集度は非常に高く、「弥生銀座」の様相を呈している。玄界灘沿

岸から入った内陸部ではあるが、遺跡は前期初頭から開始されている。このうち津古土取遺跡は晩

期前半から連続して営まれた遺跡で、 26軒の竪穴住居跡や、 200基を越える貯蔵穴、さらには甕棺

墓、土城墓が見つかっている。特に円形住居の初源的な形態として朝鮮半島の松菊里タイプの住居

も見つかっており、朝鮮半島との関係が注目されている。三国丘陵においては、複雑に谷筋が入り

込む微地形が認められ、それらを生産手段として周辺でも三国の鼻遺跡等が知られている。

爆発的に遺跡が増加するのは前期後半頃から中期初頭にかけてである。この時期の特徴として丘

陵の奥まった地域にも大規模な遺跡が営まれている点が挙げられる。一の口遺跡は119軒の竪穴住

居が丘陵頂部から斜面にかけて営まれている。特記されるのは集落を取り囲む柵列や、集落への登

り道、物見の建物等が同時に確認されたことで、集落構造を知る重要な手がかりとなっている。第

2の特徴として、三国の鼻遺跡・横隈北田・横隈鍋倉遺跡などで、朝鮮半島系無文土器が無視でき

ないほどの量出土していることである。我が国へ幾度も押し寄せた渡来文化の波がどのように波及
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していくのか、その受容と展開を考えさせてくれる遺跡である。この他代表的な遺跡は数多いが、

これら三国丘陵から南に離れた大板井遺跡も小郡遺跡と同時に、この時期の拠点的な集落として展

開されている。近年、この一郭に位置する若山遺跡では集落内の小土城から 2枚の多紐細文鏡が出

土するなど注目を集めている。

こうした宝濶川右岸の状況に対して、花立山山麓から大刀洗町内に目を転じてみると、前期の良

好な遺跡は夜須町束小田峯遺跡が知られている程度である。中期になってもこの束小田峯遺跡や七

板遺跡等、夜須町域にこの地域の中核的な集落が認められている。これ以外では南の乙隈天道町遺

跡が拠点的集落と考えられる。この遺跡も県道久留米筑紫野線に先だって調査を実施している。遺

跡の密集度は100%に近く、路線内は激しい遺構の切り合いを見せている。弥生終末～古墳初頭に

かけての住居が主体をなし、中期の遺構は祭祀土城が主であることから、居住域は周辺に広がって

いると予想される。この遺跡より南側一帯ではこれまでのところこの規模を上回る逍跡は見つかっ

ておらず、井上北内原遺跡、吹上北畠遺跡等、宝瀾川沿いの河岸段丘に位骰した遺跡が知られてい

るが規換は小さい。

大刀洗町内では朝倉扇状台地の南端沿いの微高地で、本郷畑第地遺跡が調査されている。前期末

頃の貯蔵穴約300基、弥生終末～古墳初頭の竪穴住居約140軒が密集している。前期から中期のにか

けての居住城は検出していないが、遺構の状況から見て甲条地区から本郷地区にかけての拠点的な

集落と見られる。このほか、甲条北松木遺跡、甲条神社遺跡、高樋塚添遺跡で墓地遺構が調査され

ている。

当遺跡の南には沖積平野が広がっている。近年、北野町でこの沖積平野の標高llm前後の微病地

で、前期から中批まで連綿として営まれた大規模な遺跡が発見された。この良積遺跡からは、終末

期の甕棺難から方格規矩鏡、イカ製内行花文鏡、銅釧、我が国最大級の碧玉製管玉が出土しており、

周辺地域の中核的集落であったことはまちがいない。

旧御/)}(郡域を弥生時代以来築かれてきたまとまりある地域と見た場合、弥生時代の遺跡密度や、

規模の点では宝満川の西側に優位性が認められ、これはそのまま古墳時代にも受け継がれている。

古墳時代

前期以来の首長墳の系譜は、三国丘陵の津古古墳群で追うことが可能である。これまでのところ

3枇紀後半の津古生掛古瑣に始まり、津古2号墳、津古1号墳、三国の鼻 1号墳が造営されている。

このうち津古 2号墳の段階まではこの前方後円墳の周辺で、円墳、方墳や周溝墓、さらには土城墓・

木棺墓といった各種の墳墓あるいは埋葬施設が検出されており、首長墳の系譜のみならず、有力者

層の中での階層性をも把握が可能となっている。近年、三国の鼻 1号の後は空白とされていたが、

後花従古墳群でこれに続く前方後円墳が確認あるいは推定されている。宝満川左岸の地域内での首

長墳の移動が確認されている。後期は横隈山古墳（全長32mlが造営されており、首長墳の系譜が

連綿と続いていることになる。

これに対して宝満川左岸では、 4世紀後半に花立山山麓に焼ノ峠前方後方墳が築造され、これま

でのところそれ以前の首長墳は明らかではない。その後、小隈古墳が空白を置いて築造され、 6世

紀後半には穴観音古墳が群集墳の中に造営されている。現在、花立山古墳群の詳細分布調査が小郡

市教育委員会で開始されており、総数200基近い古墳群の実態が明らかになると思われる。

大刀洗町域では甲条松木遺跡で、前期の方形周溝墓が確認されている。また、 5世紀代になると
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本郷鴬塚古墳群の初期群集墳が形成され、このうち 1号墳は長靴形の特異な平面プランをなす横口

式石室が調査されている。この本郷地域では地表で古墳を確認することは出来ないが、後期の群集

墳も形成されているのは間違いない。

御原郡内では弥生時代同様に宝満川西側の優位性は動かないが、後期になって花立山山麓では前

述したように群集墳が形成され、 20m以上の円墳も数基存在している。 6世紀後半～末頃に花立山

の西麓では干潟遺跡での集落形成と符合しており、郡内でのこうした集落や古墳群の消長はその後

の政治的動向と繋がっているのは間違いない。

古代

今回の下高橋上野・馬屋元遺跡の調査を契機に、御原郡での遺跡動向の再検討が活発化している。

ひとつには下高橋遺跡群の発見が小郡官術遺跡の再評価を含めて、郡内の遺跡動向の総合的な検討

が必要であること。さらには近年、小郡市域で井上廃寺、上岩田遺跡、干潟遺跡、そして小郡官術

逍跡周辺の調査が精力的に進められ、新たな知見が次々に得られていることも大きな要因である。

ここでは下高橋馬屋元逍跡の理解に欠かせない主要な遺跡について簡単に触れておくことにする。

小郡官術遺跡と周辺遣跡 小郡官術遺跡は宝満 . . 

川左岸の問状台地に立地し、現在の西鉄小郡駅北

側に位置する。昭和42年に発見され、直ちに調査

が実施された。昭和46年には御原郡術跡に比定さ

れ国指定史跡となっている。確認調査の結果、 I

期 (-7世紀後半）、 11期 (7枇紀末-8世紀中頃）、

皿期 (8世紀中頃～後半）の大きく 3期にわたっ

て掘立柱建物、溝、架地等の遺構が確認されてい
図1 小郡官術第 11期復元想定図

る。このうち 11期はコの字形配性をなした「郡庁」建物を中心に、その北側には「正倉」に比定さ

れる総柱建物群、西側に「館」と椎測される側柱建物群が整然と配骰されている。これらの建物群

は、塀や築地を伴っており、その計画的な配骰は初期郡術のモデルとされている。 III期は建物配樅

や建物規模の上で大きな変更がなされる。最も大きな迩いは計画方位が奥北に改められたことは象

徴的である。図のようにコの字形建物のあった場所には廂付建物が2棟並列して造営され、これを

主要な建物として周辺の離れた位骰に数棟の建物を配している。北側には築地で囲まれた一郭が認

められる。ただし内側からは現在のところ建物は検出されていない。このように 11期から I11期への

変遷は同一地点での建替えにしてはあまりにも建物配骰や構造に巡いがある。郡栃の指標となる正

倉域も見あたらないなど、 11期とは異なった諸機能も予想されている。

この他近年、小郡官術周辺で行われた各種の調査は小郡官術11期に関辿したいくつかの成果を上

げている。前伏逍跡では官術に向う 6m幅の道路状逍構が検出され、官栃から200m以上離れた束

側の大板井遺跡からは広範囲な地点で、掘立柱建物群が検出されている。官術を中心拠点にして関

連施設が広域に配慨されていることが判明し、 11期郡術域が予想以上に広い街区を形成していたこ

とになる。

井上廃寺 小郡官術遺跡から東へ2km離れた宝満川左岸の台地縁辺に立地する。現在の井上公

民館周辺から各種の瓦が多数出土することから井上廃寺と命名されている。方 2町の寺域が想定さ

れている。現在実態把握に向けた確認調査が進められている。区画溝や建物地業等の重要な手がか
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りは得られているが、調査面積に制約があり未だ隔靴掻

痒といったところである。畿内山田寺系桂先瓦を始め百

済系・新羅系・大宰府系等の各種の瓦が出土している。

筑後国の最も古い初期寺院と見られ、造営の契機や官術

との関連は興味がもたれるところである。

井上薬師堂遺跡とその周辺 九州横断自動車道の建

股に先だって井上薬師堂逍跡と隣接する井上薬師堂東

遺跡で調査を実施しだ。先述の井上廃寺からは僅か300

m程束に位骰する。解析谷を挟んだ東西の台地から弥生

～中枇の各期の遺構が検出できている。 7世紀後半-8

世紀前半を主体とする集落が主に東台地に展開され、総
図2 井上薬師堂逍跡出土の梧先瓦

数70棟近い竪穴住居跡と掘立柱建物が確認できている。ここでも山田寺系椎先瓦が住居跡や土城か

ら出土し、大抵の瓦も見つかっている。中央の解析谷からは「三原」・「佐原神」・ 「寺」・ 「殿

刀（殿部）」銘のヘラ害土器・墨書土器が見つかり、併せて「加太旦（御井郡賀駄郷か）」銘の木簡i

も出土している。集落内では井上廃寺へ向かう道路状逍構も検出しており、両者に密接な関係があ

るのは11ll巡いない。ただし、官術的な様相を帯びた文字資料の存在は検討の余地を残している。

上岩田逍跡 井上薬師堂遺跡の北側一帯で、現在小郡市教育委貝会が精力を傾けて調査している。

工業団地造成に伴い10万面を越える大規模な調査となっている。井上薬師堂遺跡と同様に 7-8世

紀にかけての集落であるが、掘立柱建物の棟数が多く、計画配骰された規模の大きな建物も存在す

る。また、南側では平塚と称される基培が残されており、昨今周囲から蓮華文鬼板瓦や井上廃寺と

同種の椎先瓦など大抵の瓦がその周囲から出土し注目を集めている。推定井上廃寺とは700mの至

近距離に位骰しており両者の関係は周辺の集落と併せて問題を複雑にしている。

干潟遺跡群 井上廃寺周辺逍跡から2.5km北束に位置する。花立山西麓にある 7泄紀中頃-8仇

紀中頃の竪穴住居群と掘立柱建物群からなる規模の大きな集落である。御原郡 4郷の 1つ「日方郷」

に比定されている。ここでも竪穴住居から方形椎先瓦が出土している。干潟城山遺跡では住居群内

から製鉄関係の逝物がかなり見られることから、

小鍛冶工房の存在が指摘されている。

下高橋上野遺跡 当遺跡の四に隣接する。下高

橋遺跡群の一連の契機となったのは平成 4年度か

らで、民間開発計画に伴って初めて調査されたそ

れ以降、平成 7年度まで継続して遺跡の範囲や構

造を探る目的で確認調査が行われている。遺跡は

東西150m、南北170m以上の濠を長方形に囲み、

内部に 6棟の総柱建物と、大規模の側柱建物を整
図3 下高橋上野遺跡復元図

然と配置している。数回の建て替えが認められるが、全て計画方位は真北に近い。区画された官術

域の出入口も併せて検出されている。建物の構造から郡街正倉と見られている。遺物量が圧倒的に

少なく、創建時期が7世紀後半以降であり、少なくとも 8世紀前半に存続していたことは確実であ

る。下限は今のところ不確かである。
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この他、関連した遺跡として当遺跡の南で北野町古賀ノ上遺跡が調査された。方半町の範囲にロ

の字形に配置された掘立柱建物群が検出されている。 8世紀後半-9世紀前半の存続が考えられ、

その性格も有力者（郷長クラス）の居宅にあたる可能性も推測されている。この遺跡は「延喜式」

では御井郡に属している。

御原郡の中で、宝満川左岸の扇状台地に当遺跡を含めた白鳳期～奈良期の関連遺跡が密集して展

In! されている。郡内の官術・ 寺院・集落等の実態がある程度把握できていて、しかも相互の関連が

大いに意味を持ち、地域論的な検討が今後可能という点で今後注目されよう。
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第 3章調査の内容

第 1節調査の概要

平成 6-8年度の工事は総延長約700m、3-6地点までは新設、 7地点以降は現道の拡幅が予

定されていた。そのため調査対象面梢は約17,000m'となり、用地買収が終了し明け渡しが終了した

地点から調査を実施した。改良工事は北側の小郡市から進められていたので、基本的には前年度に

試掘Iii防査を行い、この結果に基づいて本調査を実施した。平成 6-8年度に終了した調査面積は約

9,200m'、延べ14ヶ月弱を要したことになる。最も手間が掛かったのは官術遺構を確認した 7地点

で、細かい調査区となったことから約 5ヶ月を費やした。

調査llの股定 今liil、工事区間を横切る農道を区切りにして調査個所を 8地点に分割した。この

地点名に当てはめると、 1・2地点は栗崎遺跡 1・2次調査地点にあたり、 3-8地点までが今阿

の馬屋元遺跡となる。地点呼称の混乱を避けるため、この地点名をそのまま調査に使用したので、

馬屋元遺跡の調査区は 1・2地点を省略し 3地点から始めている。尚、遺構の存在しなかった場所

は地点名から除外している。

検出遺構の概要

遺跡は宝満）II左岸に広がる扇状台地（低位段丘）のうち、大刀洗川で1m析された東寄りの縁辺部

に位置し、調査区域はこれを南北に縦断している。

検出できた主な遺構は縄文時代の陥し穴状遺構。弥生時代の竪穴住居・掘立柱建・、柵• 土城・

土城墓・ 貯蔵穴・溝状逍構等集落の居住域。古墳時代の土城、奈良時代の竪穴住居跡・掘立柱建物・

溝状逍構• 土城・道路状逍構といった集落遺構そして官術施股となる掘立柱建物群・濠・ 溝状遺構・

等である。出土遺物には旧石器の細石刃、弥生土器、石器、土師器、須恵器等で、弥生土器には丹

漁りが相当:lil:出土している。

遺構の発掘手順

主な逍構の発掘手）llf(について簡単に記す。

竪穴住居跡 住居跡中軸に観察用の畦を股定して掘り下げる。土層図は柩力図化したが、写典だ

けに留めた場合もある。逍物は一括廃菜のようにまとまって出土した場合と、床面に密瘤して出土

した場合に図化した。したがって床面検出の時点で、出土状況と床面の状況の 2回の全景写呉を撮

影する。この後に補足調査として床面をはずし、柱穴掘形や床面養生のための掘り窪みを検出した。

この段階で最後の全景写真を撮影。なお、床面下部の掘り窪みは朱線で表している。

掘立柱建物 弥生・古代の掘立柱建物ともまず 1段掘り下げて (10cm程度）、切り合い関係や柱

痕跡を精査し、新規の柱穴と柱痕跡を 1段下げた。この段階で実測・全景写真の撮影を行った。断

ち割補足調査は、原則的に桁方向を優先して半裁。尚、柱間寸法は基本的にスチールテープで計測。

今回、官術に関した掘立柱建物群については全ての柱穴を半裁していない。そのため切り合いが複

雑なもののうち古期柱穴については確認できないものもある。

この他、無数のビットについてもまず一段掘り下げてみた。埋土が埋め土であれば掘立柱建物柱

穴の可能性を考慮して半裁し、単一の堆積土であればそのまま完掘した。

陥し穴状遺構 底面まで掘り下げ、杭痕跡と掘形ピットを精査する。補足調査でピットを半裁し

た。尚、埋積土層の状況はいくつかを選んで図化した。
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迫構番号 視楊では辿構の種類に関わらず、 j:_災なもの令てに辿しのS番りを付している。これ

は辿物の収り I・.げがJ!!l11叶うようにしたものである 。w:i;-,i::作成の段階では 1り投迅i・h'lf.の種知別に番

J,J・ を付[J-、その冠に .,,:城-,,:,;,加l介に準拠した辿構の‘性格節の，iじりをふってVヽる ll 今j1,11史）IJした，iじりは

以ドの辿り 。 S八＝柵、 SB=枷 11.H建物あるし,,よ.,,:地式1u,,;、SC-凩灼'(11:),,;-、s1)-i{, やI)嫌詞LJ・・

桜、sI( 1-.JJ乳、 spーピッ ト、 SX = ~:、i殊辿構 • その他の辿構

尚、 .i且物には S番りが注，記さ1してVヽ るので、新・111番りの対応火を巻木に掲載してしヽる。

遠跡の基本）l'l位

地則的環境で述べにように、''1辿跡は・i;:rr:,:;JII流域の,,,,i状介地（低位段丘）に立地している ため、

ベ—- ;;, となっている(/)は砂礫 /\'•'i である 。 この I ·部に u ー ムを —k休とする安定士嬢がJH:梢 している 。

もちろんj~'i跡は IYi北に J-J:いにめ、 11:1析 された小谷状地形のところや、表土の下部ですでに砂（劇1'01が

如 I',Iている i-...::. /)がある ...::. ...::. では 5地.,.'ょの谷状凹部で作成した土陪模式図で辿跡のプライマ リ●→

なJH:梢状況を，，51,明する ＞

耕竹：LU) I、・ 部は ~}i'el I・. が盛 I・.されている。この培中には土器片が混入してし、た。さらに ,.-;'-:IIには

}. 且色 I・.が谷部ではJi/<Jjjオi'lが見られた。一部の逍梢は上部の野．色 IJ,、<・に切り込んでしヽ るも(/)があ ,)

たので 11文~))は こ の 1 f1i を 追朴lj検出面とした。 ところが追梢上端の施れが併 しく 、よ に令ての.ii'濯／ を 確

実に検出すること が困難であった。弥生時代の辿椛は確‘必に、＇且色!・.中にはなかつに，そU)I-.:¥)第 4

図に図がしているように逍梢検出『Iiiはこれを除火 した第 (i11'・'1の茶褐色!・.あるし、は 711・'1のII/¥・貨掲色!・.

とした (; /1•'1 には i!'i物が枇人 し て し、 る こと もあ ヽ）にか
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写真 2 5地点土層椎桔状況
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変化してゆく。下部には黄灰色粘質土層が堆積している。遺構面からは約0.7m前後の深さである。

典味深いのは陥し穴状遺構の大半がこの面まで掘り込まれ、この粘質土にピットを穿ち、粘質土を

杭固定に利用していることである。そのため杭固定のピットと底面の識別が困難なものが見られた。

下部は砂層あるいはシルト・砂礫層が堆積している。尚、遺構検出面の暗茶褐色土層の中から旧石

器が出土している。

第2節 3地点の遺構と遺物 t 馬屋元遺跡では最も北側に位
： 

櫃する。路線内を調査対象に南

北約80m、束西23mを調査した。

当所は南側の 4地点とした調査

ピ可〗i 
区も 3地点として調壺する予定

3 
地
点

であったが、地権者の申出によ ＂ 査
り調査を次年度に送ることにし

区

「 ,;0 _ • _j 
た。調査終了而積は1,700m'o I 

標高が18m前後の台地上に位置 ~ 土~．

する。調査区北側は幅 5mの緩

やかな凹部が東西方向に認めら
~y II ’’ , , ,, 

れる。この世1部にはピット群も

1NJ !11. "' 

希薄である。検出した主な逍構
V 

は溝状逍構、風倒木根鉢土腋、 ； ； 陥し穴状遺構、土城、ピット群

である。
• ,゚ •• > IOm 

• 一ー ・

検 出遺構 第51労I 3地点胤輝区位11'tl必I(1/2,000) 

溝状遺構

SD01 発掘区の北端を略束両方向に走る索掘りの溝。計画）j位は北に対して 9゚ 東に振れる。

長さ22.8mを検出し、東西はそれぞれ発掘区外に延びている。幅l.lmil1J後、深さ0.1mの断而がU

字形をなす。溝内は締まりのない茶褐色土の単一陥であった。出土遺物はない。以前の川水路。

SD02 発掘区の北寄りにあって8D01と同じく略東西方向走る索掘りの小溝。計画方位は北に対

して 6゚ 束に振れる。幅0.6m前後。深さ0.2m前後と浅い。両端ともさらい発掘区外に延ぴる。微

地形ではこの溝付近が最も低くなり束から西へと備かに底面が傾斜している。出土遺物はない。

SD03 発掘区の中央付近で検出した素掘りの小溝。僅かに弧を描きながら東から西へ走る。は

B0.3m前後、深さはO.lmと非常に浅い。束から約 6mの長さがあり、西は発掘区外に延びる。埋

土は暗茶褐色単一暦。出土造物はない。

風倒木根鉢土壌（第 8図）

今回風倒木根鉢土城を17基検出した。一般に風倒木土城と呼ばれるものは台風等の強風で巨木が
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倒れる際、樹木根と ・糸行に根j111りの!・.も持卜.がり 、その部分に卯地ができたものである。この窪地

の形状は鉢形に伸びた根の痕跡によるものであるからこれを根鉢根 I'.脳と呼んでいる。この卯地に

は後に J-./i少が流人し尤令にJ'll没するが、 その場合まず、本米の/1•1序では 1く）1'•'i にあるものが I·.;\·!\に根

と共にf.'i卜がり、今度はできに'fr地に）腐湘(土）悦が形成 されることになる。 しにがって）.'iJ I川のプライ

マリーなl1ヽ,1庁がここでは逆転することにもなる。もちろんその時の風））や風向さ、根の/.',:Jl川の I・.'i'i、

あるいは樹本の種類によ ってそのあり 力は当然迩って くる。埋蔵文化財として 収＇災なのは、 その卯

地がJlj!_るま でに何らかの利川がなされること があるという点である。（例えばそ のrt地で焚さ 火を

した り、 ごみ穴 として利）IJすることがある。）

今111¥は）.'iJ I川が茶褐色 I・.であるのに下部の禎褐色土が露出しているのでその見分けは容易であっ/..:()

（第 8l'J.I中の網l訃け部分がこの黄褐色粘質土である。）調査はこのうち数）.~ をM木）j向に 'l"-1成してJ'll

梢状況を観察 した ，》 周辺の~.冒本）悦序は第8図に示

したとお りである。風倒木根鉢土城はSK01~17

である が、このうちSKOi~06についてのみ半裁

による 1-.11、・'I確認を行った。

SKOl 発掘区の北側、両寄りで検出した。束西

径1.9m、南北径1.6mのオ1'il'J形に近い形状をなす，9

深 さ O.~m前後、 窪みの Jlf:.fi'i状況は南側に (-j /1'•'10) 

黄褐色対i質!・.が認、めら1し、 その I噌JSに1,;Jじ紺褐色

粘質 J・.ではあるが、締よりのな\.,、 (i'/\'•1 がJII:梢 し

て1..,,る，， (i/1'•'1 は /.';J I川の /1'•'1)( では 1勺01,I\ にある こと か

ら根 と共に持ち I・.し），らiLて火1/1iにNI各,'I',したも(})で

あろう ，この (ilv1の北jJIIJには本来 l・.;mにJlf:梢 して

いるはず(})11 . 5 11'・1が逆にJlj!_ft'tしてし1る。このこと

から樹木は北fJlljO)A)i向に廿11木したと杓えられる"

SK02 りも札1!1人:o).化1Jり‘がりにあ ってSI<0 IO) IY-i 1JIIJ I 

5mの位ii11'で検出 した。末叫径1.7!)111、南北径1.9

5 m を測る小吼冬な H-l l1J JI~に近し、平:1/1j形状をなす 。

隣接 したSl-<03と竹・,:かに，「叶及している 。深 さ0.65

m前後。SK03と併せて1析1/1j観察を行 っている 。

61罹は北側へ堆梢 し、 ド部に 6'/悦もJjf;fi'tしてい

る 。 この南側に~ ・5 11'・1が逆転してJjt秘 している。

SK03 SK02の南に飢籾 して位1i'i:する。束西径2.9

m、南北径2.2mの不整な艮円形に近い斗勺iii形状

をなす。SK03と同じ く北側 に 6/1'•~ が堆秘 し、そ

の南に 5J苦がある。 5・6層は漸移的な変化をホ

している。下部には6'層が紺＜堆積する 。南側

に倒木か。

SK04 SK02の東側に約 4m離れて位樅する。

-20-
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SK08と • 部爪複する 。 束西径1.8m、南北径1.9m

の4消各な円形に近い半而形状をなす。深さは中央

部で0.7m1i1i後の1リ錐形を呈す。 北束側に 6'・6

!\'•1が逆転 して Jltfl'( し 、南束側には 4 · 5 界がJU,秘

する。南西側に例本か。

SK05 発掘1メ．北脊 りのq,央付近に位Viし、SK03

の IY•i 束 に約 3 m 岡!U している 。 東北か ら IY·i11り）j向に

」も胤lを持つイ湘冬なJ.f:Iリ形の平J(li形状をなす。lとlJ!1h

J{:l.7m、j;,.か1,111」{2.5m。深さ0.6mをiJIIJる。南西寄

りに (i/\'•1 がJH:梢、!I,〖際に 6' /i•'I が人り込む 。北東側

に~ . ;))\'•1 が逆転 してJjt fi'iする 。 4 J,: 和の下部にも

G'Mが薄<JH:fi'iしている。例木方向は北東側か。

SK06 ・/:f U)中では最も南側に位樅する 。径2.6

m1ii/後の不東各な 円形に近い形状をなす。深さはI.

05mと深く 、円錐状に窪んでいる。埋土の堆梢；1人

況はSK04と同じあり方を示しているが、例木）j

向は北束と逆である 。

SK07 発掘1.x:の北束‘がり に位:ii'i'. する ，， 束11り」-<:i. 2 

m、南北j乏2.2m1irf後の小附冬形をなす。 (i /¥、・1は束

憎がりにJHA1'1する。料},11.,

写哀6 SK05 

、I/.真7 SIく()(j

SK08 1輝1:1/U)北束‘がりに位ii'i'.し 、 Sl<O~ と収複する。束西J.f:2.'Im 、南北削l ~l.Orn 0)小柩な t・1f1iJI彦

状をな・<)" (i /1¥'Iはq,央にJ!H1'L. ~~ 」},11 .,

SK09 発掘1/0)北jJりがりに位ii11'.する 。 束 1Jり l~2 .5 rn 、南北朝2.0m O)小吼冬な f· 1f1iJI多；1人をなす。 G Ii、・1は

中央にJfU1'L、木:1>.1!0 

SK10 発拙1人．．の北側q1央よりに位ii'i'.する。IY-i側をSD02に切らiしてし、る。末1Jljj支2.6rn、南北約2.5

m ぃ 長 1 リ形に近V ヽ -1~ ,fli形状 を なす 。 6 Mは南末‘がり にJff'梢する 。 木拙。

SK11 発掘1メの北1Jり部にあって、 ・/作のq1ではMも北側に位ii'i:する。束西長1.9m、南北鼓1.95111。

南北に長い不賂な長1り|:知近い・1勺(1i形状をなす。 6I苦は中央やや北西窃りに露出する。木拙。

SK12 発掘区の北脊 りにあってSK05の東側に位骰する。北北束から南南束に長11哺がある 。Lも1111!J支

3.95m、知:,1咄長2.8m前後。 6I習は中央やや南寄りに露出する。未掘。

SK13 SKl2の北に位附し、後述するSKI~ と正複する。新旧関係ははっきりしない。束1J1-i1乏1.95m、

悴j北長2.35m。 611'・1は束側に露出する。未掘。

SK14 SK13と重複して東側に位附する。平而形状 もはっきりしない。さらにもう 1つ切り ってい

るのかも知れない。現状で北西から悴j束に長刺Iがある。長1軋1長4.7m、短軸・長 2m前後。 61屑は中

央に露出する。未掘。

SK15 SK14と重複して北東側に延びる。北束から南西に長軸がある。長庫111長3m以上、知軸長2.65

m。 6層は長庫11!方向に長く露出している。未掘。

SK16 発掘区の北寄り束墜近くに位附する。束西長1.75m、南北長2.15mの不将な長円形に近い平
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面形状をなす。 6層は北側によって露出する。未掘。

SK17 SK16から約2m南に離れて位置する。東西長2.05m、南北長2.65mの不整な長円形に近い平

1葡形状をなす。 6層は西半分に露出する。未掘。

土塘（第 9図，図版 2)

SK18 発掘区の北東隅で検出した土城。東半分は発掘区外に出ており全体の形状は不明。上端

は現状で南北長2.55m、東西はlm以上。底面までの深さは0.6m前後。壁面は緩く下降し底面との

境はなだらかである。底而は当初の掘形は凹凸が僅かに認められ、ピットが数ケ所穿たれている。

J皿積土を観察すると、下部に20cmほどブロック土を互層に置いて整える。これが使用時の床面にな

ろう。その上部を覆う埋土もブロック土を主体としており埋め戻されていることが解る。尚、最上

層の黒色土には焼土粒子が混入する。土師器片がビニール中袋で 1袋ほど出土した。 8世紀前後か。

SK19 発掘区の南側中央よりで検出した土城。上端は長軸長1.15m、短軸長0.7m前後の隅丸長

方形に近い平面形状をなす。長軸は略束西を向き、西側が更に一段深く掘られている。束側の深さ

0.5m、西側は0.85mを測る。本来別遺構の可能性も考えられる。埋土は西側で下部に約30cmほど茶

褐色ブロック土で埋めている。この上面と東側のテラスはほぼ同じ深さとなっている。上部は黒色

土が埋積している。埋土から土師器がビニール大袋 1が出土した。 8批紀前半。

SK20 発掘区の南側西寄りの位置で検出した土城。陥し穴状遺構SK21に接している。上端は長

軸長1.14m、短11111長0.51mの南北に長い長円形に近い形状をなす。壁而は緩やかに下降し底面は凹

凸が著しい。中央の最深部で0.6mを測る。埋土は黒色土を主体に黄褐色ブロック土が混入。出土

遺物は皆無であった。

陥し穴状遺構（第 9図、 I図版 2・3)

SK21 発掘区の南側西寄りで検出した。 SK20に西側上端の一部を切られる。上端は長軸1.3m、

短軸0.78mの不整形をなし、長軸は北に対し西に75゚ 振れる。長11111方向の掘形を見ると東側に浅い

テラスを設けさらに底而まで階段掘りとなっている。底而はほぼフラットで中央部分に杭固定のた

めのピットを穿つ。このピットの底面までは0.7mを測る。埋土は黒色土系の余り締まりのない土

が底面まで堆梢し、ピット内は黄褐色土系の粘炭プロック土充填されていた。出土遺物は無い。

SK22 発掘区の南西部で検出した。上端は長軸長1.16m、短軸長0.77mの隅丸長方形をなす。長

軸は北に対して 5゚ 西へ振れる。掘形は底面まで直線的に強い傾斜で掘り込まれ、底面はほぽフラッ

トに整えられている。中央に杭固定のためのピットが 1つ穿たれる。底面までの深さは0.7m、ピッ

トは更に0.3m掘り込まれる。埋土は底面まで黒色土が堆租し、底面の周囲に茶褐色土が三角堆根

している。自然堆積で埋積したものであろう。ピット内は暗茶褐色土が充填される。出土遺物は皆

無である。

SK23 発掘区の東南部で検出した。上面は土圧のためか崩壊し、円形に広がっている。一段下

がったところを上端面とすると、長軸長1.lm、短軸長0.73mの隅丸長方形をなす。長軸は北に対

して 5゚ 西に振れており前述のSK22と同じ方向に掘り込まれている。壁面の傾斜はほぼ直線的に

下降し、底面はほぽフラットである。底面の中央に杭固定のためのピットが 1つ穿たれている。底

面までの深さは0.8m、ピットは径0.3mの隅丸長方形に近く、深さはO.lmである。埋土は上部から

中程まで光沢のある黒色土が埋積し下部は茶褐色系統の粘質土が漸移的に埋積する。杭ビットの部

分は下部では最後に埋まったようでその部分には暗茶褐色土が認められた。形状法景ともSK22と
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; U.t等 しい。郡土中から出土追物は皆無であった。

ピッ ト （第 91区I)

]:_に発掘悩の南半に無数のピットが穿たれてい

'. 形態 ・法屈にかなりのばらつきがある。 柵な

I, (/)柱穴となるかも知れないが、現場でそれらを

I'・j成し、土層を観察したが柱痕跡は検出できなかっ

I・`， 径0.3m前後、深さ0.5m以!・.のものは南側ほ

レ多く認め られた。このうちSPOIは I・.f:11i 6怜甕が

Ill I・. したので1叉l化 し説明を加える。

SP01 発札RI区の南側にあって8K22の1.5m束側

c検出した。 I・. 針/H冷0~117 ,iii(炎O)l1J JI多ピット 。深

~ li 0 . 9m と 非常に深 し ' 0 ii I f'i'・-c1.r:11i 閲怜 ダも 1}ゞ ',Iii]~l

I・ 状態でま とよってII',I・. した。JIJ!_I・. は.'.且色 I・.,, 曾
・k
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出土遺物

土塘

SK18出土土器（第10図，図版43)

土師器

皿 (1~ 3) 1は口径13.7cm、器高2.8cm。2は復元口径15.0cm。いずれも体部下半から底部を

手持ちヘラケズリしたもので僅かに丸味を帯びている。口縁部から体部はヨコナデ。 3は口端部が

内側に｝／叫厚し段を有す。畿内系の影響が認められる。色調はすべて赤橙褐色系統である。 1は口縁

部外面に煤が付湘する。

甕 (4~ 7) 4は復元口径26.0cm。他は口縁部の破片である。 4・6は口縁部が短く肥厚し、

) ll•J部が窄まるタイプで小形甕に多い器形である。 5 は口縁部が短く反転したもので 7 世紀代の特徴

を有す。調整はいずれも口縁部内外面はヨコナデ。 4は胴部外面に細かな縦のハケメを施し、内面

に横位のヘラケズリを施す。 7は甕か甑の胴部に貼付された把手。短く牛角状をなし、ナデて整え

る。内而は縦のヘラケズリ。

SK19出土土器（第10図，図版43)

土師器

皿 (8・9) 8は口径15.0cm。共に体部下半から外底部にかけて手持のヘラケズリを施す。体

部と底部の境が丸味を帯びる。 9の口端部内面は倣かに段を巡らす。 SK18のllllに比べて新しい様

相がある。

高台付皿 (18) 底部外緑の内側に高台を貼付。両台部分は欠根する。外底部は回転ヘラケズリ。

洲台周辺はヨコナデ。内底部はナデる。 8批紀中頃の調整手法。

高杯 (10・11) 10は杯部のみの残存。底部は厚めに造られ、体部は丸味を持って立上がる。脚

部はjiff入して接合。 1欄腋は磨滅し不明。胎土は赤褐色と白色粘土が統状に混じる。 11は杯部と裾端

部を欠損する。低脚タイプで、内外而ヨコナデを施す。赤橙色を呈す。須恵器と同一器形である。

あるいは酸化焔による須恵器か？。

甕 (12・13) 口径が胴部径より窄まったもので、 lコ縁部は短く反転する。口縁部ヨコナデ、胴

部は外面に細かいハケメ、内而はヘラケズリ。 13は復元口径25.0cm。

甑 (14) 底部が全て開けられたもの。）j[iij部外面に細かなハケメ、内面に縦ヘラケズリ。底部付

近は横に削って仕上げる。底径13.6cm。

須恵器

蓋 (15) 口径19.6cm、器高2.8cm。体部と口縁部の境には明瞭な屈曲を有す。口端部は長めに折

返す。摘みは低いが擬宝珠形のままである。外天井部に回転ヘラケズリ、体部口縁部をヨコナデし、

内天井部はナデる。一部に墨痕らしき付着があるが、転用硯ではない。

杯 (16・17) 16は復元口径16cm、薄手のつくりで口縁部が緩く反転する。 7世紀代に見られる

器形の特徴を残す。調整は内外面ヨコナデ。 17は復元口径14.0cm。調整は磨滅し不明。

移動式竃 (19) 付庇系統の饉。本体は出土していないが、庇部分のみが剥離して出土した。調

整は指押えとナデ。

ピット群

SP01出土土器（第11図，図版43)
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第11図 3地点ピット出土土器実測図 (1/3,1/ 4) 

土師器

甕 (8) 口径19.2cm、器高14.9cm。ほぼ完形に接合した。小形の甕で口縁部が短く肥厚する。
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胴部外面に粗いタテハケ、内面にも粗いヘラケズリを施す。頸部内面は強い削りのために鋭い稜線

を造る。口縁部外面に煤が付藩する。

その他のピット出土土器（第11図，図版43)

弥生土器

甕 (1・2) 1は発達した L字状口縁をなす。磨滅し調整不明。 2は平底底部。ナデによる調

整。外底部に 2次的火熟を受けた痕跡がある。

土師器

杯 (3・4) 3は復元口径13.0cm、深めの底部を有す椀に近いもの。外底部は手持ヘラケズリ。

7・I仕紀後半。 4は完形。口径13.1cm、器高3.6cm。外底部はヘラ切り未調整。 9・I止紀前半。

甕 (5-7・9-19) 5-7は小形の甕。胴部に張りがなく口縁部は短く反転し、 5・6は胴

部に比べて肥厚する。調整は全て口縁部をヨコナデ、胴部外而はハケメ、内而は縦方向のヘラケズ

リ。 9-19は大形の甕である。 9・10は胴部に張りがないもので口縁部は短く屈llllし、備かに肥淳

する。 11-17は口縁部が胴部から窄まり、短く反11伝する。 18は牛角状の把手。やや扁平る。ナデに

よりt.l:上げ、内面はヘラケズリする。 19は口端部を欠捐する。胴部は 9のように張りがない。 5. 

7は復元口径16.0cm、6は15.6cm、9は32.0cm、10は31.0cm。

須恵器

蓋 (20-26) 20は摘み裔が窃く、 21は低い摘みを有す。口端部の特徴を観察すると22・24は長

めに折返し内面に稜を巡らす。 23は備かに突出し、内面に沈線状の段を有す。 26は口端部の折返し

が退化し、内而の稜もi認められない。 22・23の外天井部は回転ヘラケズリする。全て1こ1縁部はヨコ

ナデ、内天井部はナデを施す。 24の内面は煤状のものが付湘する。転用硯の可能性もある。

高台付杯 (27・28) 外底部に低い窃台を貼付する。口縁部体部はヨコナデ、内底部はナデを施

す。外底部は丁寧にナデイ：I: 上げを施しており、その前の1欄整は不明。ヘラ切りのみかもしれない。

27は1-1径12.8cm、翻,4.0cm。28は砂粒が少ない胎土を用いる。

椀 (29) 底部付近の資料。 29はイ本部をヨコナデ、底部との境にミガキ風の調整を加える。外底

部もミガキ状の沈線がある。

鉢 (30) 底部下位から外底部を回転ヘラケズリする。体部はヨコナデ、内底部はナデを施す。

復元底径は12.2cm。施の可能性もある。

高杯 (31) 低脚タイプのもの。杯部と裾端部を欠損する。脚部は内外面ヨコナデ、杯部内面は

ナデ。

甕 (32) 復元口径24.0cm。口端部が僅かに肥厚する。肩部にカキメを施す。胴部内面に青海波

当て具の痕跡がある。口縁部はヨコナデ。

表土・包含層出土土器（第12図，図版43)

弥生土器

壺 (1) 口端部上面が平坦な鋤先口縁の壺。磨滅し調整不明。

甕 (2-5) 2は口端部が内面にも突出する発達した L字口縁をなす。ョコナデを施す。 3は

口縁部が短く反転し、端部を肥厚する。胴部に 1条の三角凸帯を貼付する。調整はヨコナデ、内面

はナデ。 4・5は器肉の薄い平底の底部をなす。胴部外面に縦のハケメ、内面はナデを施す。
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第12図 3地点表土・剋含層出土土器実iJII)岡 (1/3,1/4) 

土師器

蓋 (6・7) 口端部が倣かに突出したもの。外天井部に回転ヘラケズリを施す。口緑部はヨコ

ナデ、内底部はナデ。 6の外面に磨きに近い仕上げが見られる。 6は復元口径18.0cm。

杯 (8-15) 8-10・13・15は直口縁のもの。外底部はヘラ切り未調整。復元口径は12.8-13.0

cm。8世紀末-9世紀初頭。 11・12・14は体部から口縁部に丸味を帯びる。体部下半から外底部は

手持ヘラケズリか。

皿 (16-18) 体部から底部にかけて手持ヘラケズリで丸くする。口縁部はヨコナデ、内底はナ

デ。 16は復元口径17.8cm。
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甕 (19~30) 19~22・24・25・28・30は口縁部が肥厚し胴部に張りがないもの。 23・26・27・

29は口緑部が胴部から窄まって短く反転する。調整は全て口緑部にヨコナデ、内面に削り、胴部外

面は30のようにハケメを施す。このうち22は口縁部に煤が付瘤する。

須恵器

蓋(31~34) 33は天井部と体部の境が明瞭なっくりで31と同じく口端部が長めに垂下する。外

天井部は回転ヘラケズリ。 8批紀前半。 32は端部が僅かに突出し、内面に弱い稜を巡らす。 34は端

部の折返しが弱い。

杯 (35) 深めの器形で、口径13.8cm、器高4.4cm。体部下半から外底部は回転ヘラケズリする。

器形と閻整から 8批紀初頭と考えられる。

高台付杯 (36~38) 高台を外底部の外縁から内側に貼付。内底にナデを施す他はすべてヨコナ

デ調幣。底部の切離しは不明。 36は口径13.6cm、器高4.3cm。

皿 (39) に1縁部を僅かに外反させる。ョコナデ調整。底部外縁にナデを施す。

3・5は表土から、それ以外は暗茶褐色土から出土した。

暗黄褐色土出土石器（第13図，図版43)

1は縦長剥片を素材とし、上下に対向する小さな階段状剥離が見られるので、楔として用いたと

思われる。長さ7.1cm、幅3.5cmを測り、サヌカイト製である。

2は半円形を呈し、長さ2.3cm、幅2.1cmを測る。図示した方向の側縁に階段状の小さい剥離、折

損による大きな剥離が見られ、やはり楔ではないかと考えられる。漆黒の黒曜石を用いている。

3は細石刃の可能性があ

る。表褒とも同一方向から

縦長の石刃を剥離しており、

先端部に微細な剥離痕が観

察される。長さ2.5cm、幅0.6

cmを測り、漆黒の黒曜石を

三

夏6~
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-

＿

-

g
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3
 用いている。

第13図 3地点出土石器実測図 (2/3)

小結

3地点では旧石器時代、弥生時代中期後半、 7世紀末頃から 8世紀中頃の極めて限定された時期

の遺物が出土した。これに対し、検出した主な遺構は縄文時代とおもわれる陥し穴状遺構 3基と 7

世紀後半、 8世紀前半の各土城 1基、その他時期不明の風倒木根鉢土城群のみである。調査区内で

の遺構の分布を見ると、北側からは風倒木根鉢土城と 7世紀末頃の土城 1基を検出したのみで、他

の遺構は各種のピットとあわせて、南半に集中している。遺構総体を見たときには今回の馬屋元遺

跡の中では最も遺構の稀薄な地点であった。住居跡等の居住施設は南側の 4地点で営まれているが、

この調査区内では皆無である。包含層出土土器を見ても弥生土器は少なく、 7・8世紀の土器が相
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対的に多いことからもこの地が居住域として開発されるのは 7世紀末頃以降と考えられる。遺構の

分布からすれば居住域の周縁部に位置づけられよう。

出土遺物の中に移動式鼈の破片が確認できた。これまで九州地方ではこの移動式寵の出土例は非

幣に少なく、一般集落から出土するのは希である。官術の祭祀に関連したものかも知れない。

第3節 4地点の遺構と遺物

当地点は 3地点に隣接する南

側部分で、標高18m前後、ほぼ

フラットな台地上に位置する。

鯛査区の南側は東西方向の農道

までを対象とし、調査終了面積

は1,750m'。南束隅部の三角地

帯は買収が終了していなかった

ため調査を断念した。表土の下

部に茶褐色土が薄く堆積。これ

を除去するとII音黄褐色粘質土に

至り、この而を遺構検出面とし

た。遺構は主に南半に集中する

傾向が見られる。掘立柱建物、

竪穴住居跡、溝、 I脩し穴状遺構、

土横、無数のピットを検出した。
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4地点調査区位置図 (1/2,000)

検出遺構

掘立柱建物（第17・18図， l迅1版 5・6)

発掘区の南半にあって中央付近で検出した掘立柱建物。梁Ill]2 Ill]、梁行 611¥Jの南北棟で

ある。計画方位は北に対して 2.5゚ 西へ振れ、ほぽ真北方向となる。柱IIJJ寸法は梁11¥Jが東から 6

尺 (180cm) ・10尺 (300cm)と変則的で等間になっていない。これに対し桁行は 6尺等11¥J(192cm) 

で計画されている。上屋は切痰屋根と考えられるがこれを支える柱は変則的である。柱穴は0.5m

前後の不整な方形あるいは円形をなす。柱穴埋土の観察は桁行方向を誼視して半裁した。これによ

れば柱穴の深さは0.3-0.6mとばらつきが認められた。柱痕跡は径15cm前後と小さいもので、締り

のない黄茶色粘質土が埋積していた。尚、西側柱列は竪穴住居跡SCOlが完全に埋没した廃棄後に

掘り込まれている。特に北から第 3・4柱穴は布掘り状に柱穴下面を埋立てた後に掘り込んでいる。

この部分には住居に伴う土城等の施股があり、掘立柱建物施工時に地盤が11次弱であったことからこ

うした方法を採ったのであろうか。柱穴の壁iiiiは住居の束壁面と接しており発掘段階の観察では竪

穴住居の壁面を再度利用したような印象を受けた。おそらく、竪穴住居の建替えによりその段階で

掘立柱建物に変更されたものと思われる。尚、溝SD05はこの掘立柱建物の周囲を巡り、その北端は

掘立柱建物の北側柱列と合わせて収束している。両者に計画的な配慮がなされたことは間違いない。

SB01 
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第15図 4地点遺構配置図(1)(1/200) 
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第16図 4地点遺構配置図(2)(1/200) 
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第17図 掘立柱建物8B01実測図 (1/80)

柱穴掘形から僅かの遺物が出土している。 8世紀後半。

発掘区の南側で検出した 1間X 1間の小規模な建物。柱穴は溝SD06に上部を切込まれる。

柱間寸法は梁間、桁行とも 6尺 (180cm)の方形建物となる。柱穴は0.4m前後の不整な平面形状を

S802 
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示す。深さは0.4-0.5mを測る。計

圃方位は北に対して27.5゚ 西へ振れ

る。出土遺物は弥生土器の細片が

出土。

S803 発掘区北端の東壁近くで

検出した 2間X3間の南北棟。柱

LLLL寸法は梁間が 6尺(180cm)等間

に計画される。ただし北側柱列は

1間しか検出していない。すぐ北

側は連続して 3地点の調査終了地

点であるが、該当する柱穴は検出

していない。梁行方向は等l!IJでは

なく北側から 5尺 (155cm) ・7尺

(220cm) ・5)史(155cm) と復元で

きる。柱穴は0.4m前後の不整形を

なし、深さも0.2-0.5mとばらつく。

柱穴内は駄褐色土が充填される。

柱痕跡は確認していない。計画方

位は北に対して10゚ 束へ振る。柱

穴から出土逍物はない。

S804 発掘区の北半にあって東

壁際で検出した。梁IIIJの北側がSBO

3同様 1J!ll、南側が 2Ill]、桁行は 3

間の小規模な建物。 1¥tlJ柱構造の南

北棟で、lit圃方位は北に対して2.5°

西へ振れる。柱f/fj寸法は 6尺 (180

cm) 等間、桁行も 6/史 (180cm)~

間である。柱穴は0.3m前後の不幣

な円形に近い形状をなし、深さは0.

3m前後と浅い。柱穴内は締りのな

い黄褐色粒子混じりの黒灰土が充

填される。柱痕跡は検出していな

い。また、埋土中からは遺物は出

土していない。

S805 発掘区の北西部で検出し

た 1間X2間の略南北棟。この建

物については現場では確認してお

らず、整理段階でまとまった。し

ら
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第18図堀立柱建物SBOZ-05実測図 (1/80)
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たがって断面図は後に図化したものである。計画方位は北に対して23.5゚ 西へ振れる。柱間寸法は

梁間 9 尺 (285cm) 、桁行は北から 8 尺 (245cm)• 9尺 (275cm)となり等間ではない。柱穴は径0.

3m前後の不整形で、深さは0.3-0.Scmとばらつきがある。埋土は黒褐色土の単一層であった。

竪穴住居跡 （第19-20図，図版 7-12) 

SC01 発掘区の南半西寄りで検出。東西6.0m、南北6.6mの規模を有し、コーナーが僅かに丸味

を帯びた長方形プランの竪穴住居。北側壁に寵を付設する。寵の中心を通る中軸線は北に対して5•

西へ傾く。検出時に住居の埋土には多数のピットが穿たれていた。束寄りには8B01の側柱柱穴が

掘り込まれていた。調査は十字に土層観察用の畦を残して床而（貼床）まで掘り下げた。その段階

での精査が終了した後に、さらに床面養生の掘形を検出し補足調査を実施した。

住居の埋土は黒茶色士の単一層が床面まで埋積していた。人為的に埋め戻されたものである。床

面は上面より 0.15mの深さで検出した。床面は黄褐色プロック土が厚さ3cmの厚さで敷かれ、表面

は光沢がでるほど固く締しまっていた。住居を掘り下げて行くと、この土IHJ状の部分は容易に識別

可能であった。士間状のたたきが認められた範囲は 4本の主柱穴を結んだ範囲よりやや広い範囲に

渡っていた。床面上には北壁に接した寵の右側に径 lm前後、深さ0.4mの不整形な土城 (1号土

城）が掘り込まれる。内部には焼土が充満していた。また、南壁際の中央には長さ lm、幅0.35m、

深さ0.65mの長円形土壊 (3号土城）を壁面に沿うようにして股けている。住居が埋没した後に埋

まっており、その時点まで構築物が世かれていたことになる。これは入り口施股に関係するものか。

造り付けの寵は北壁の中央部に股ける。寵本体は住居廃菜時に破壊されたのか袖部分も残存して

いなかった。燃焼部は床而を一段掘り込む。上部に焼土陥と壁際に炭隔が検出できた。支脚はすで

になかった。土圃状の床而の下にも焼土の混じった燃焼部ピットが見つかっており、一度改修がな

されたことが解る。焚l二1部には広く焼土が散っていたのみで、構築物等は見あたらなかった。完全

に寵は破梨されている。燃焼部の上而を覆う埋土中には土師器甕 2個体分（第251図ー10・15)が焼

土の塊の中に破片の状態で破燕されていた。煙逍は住居の外に延ぴ、内部に焼土の混じった土が黒

灰土が堆積していた。

住居の主柱穴は 4個 (P-1-4)を検出した。掘形は床面を除去した時点で確認できた。柱間

寸法は束西 9尺 (270cm)、南北11尺 (330cm)であり、住居平面形と同じく南北に桁方向がある。

柱穴は0.5m前後の円形で、深さは床面から0.7m前後。柱痕跡からすると径15cm程の材が用いられ

ていたようである。この柱の大きさはこれを建て替えたと見られる掘立柱建物8B01の柱と同様で

あり、抜き取って再度同じ材を使用したのかも知れない。

次に床面を除去すると下部は凹凸のある掘形が現れる。貼床との間には黒色土と黄褐色ブロック

土が10cmほど堆積し、これも堅く締っていた。掘形は住居全体について一様ではなく、 lm前後の

幅で壁際の周囲を巡っていた。通常こうした掘形は床面養生のためといわれているが、床面の設け

られた場所とは関係なく掘り込まれており、別の目的があったものと思われる。また、中央東側に

は床面したから浅い掘り込み (2号土壊）が検出できた。

遺物は掘形埋土からも出土し、床面上でも土師器壺や甕など数点が出土している。全体に遺物量

は少ない。入り口西側の床面から転用硯が出土している。住居は 8世紀中頃に埋没。

SC02 発掘区の南半西壁際にあってSCOlの0.5m西に位置する竪穴住居跡。西側の大部分は発掘

区外にあたるため、その東側の一部分を調査したに過ぎない。壁面で陥し穴状遺構SK29の上に重
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複する。平面形は南北5.7m、東西2.5m以上の長方形もしくは方形プランをなし、コーナ一部は僅

かに丸味を帯びる。寵については付設されているはずだが、現状では確認していない。ただし、住

居北辺では鼈の粘土や焼土・炭等寵の痕跡を検出していないので、西壁に設けられてた可能性が高

ぃ。住居の埋土は図に示したように黒茶色土が単純堆積していた。壁際には暗茶色土や黄褐色土の

三角堆租も認められた。床面は深さ0.2mのところで検出。これもSCOl同様に黄褐色粘質土を敷い

て土間状のたたきを作る。

床面上で主柱穴P-1・2を検出。本来は 4本柱となろう。柱間寸法は南北 7尺 (210cm)、壁而

からは南北の壁面から1.8m、束壁から1.3m以上内側に設けられており、住居内空間がこの柱穴に

立てられた柱によっていくつかに仕切られていた可能性が考えられる。柱穴そのものは径0.3m前

後の不整形をなし、深さ約0.65mを測る。柱穴内は暗褐色士で人為的に埋め戻されていた。

土間状の貼床を除去し、下部の掘形の調査を行った。その結果、東北隅と東壁際で掘り込みを確

認した。 (1号土城・ 2号土城） 1号土城は長軸1.6m、短軸0.95mの楕円形に近い形状で、深さは0.

lm程の浅い掘り込みである。 2号士壊は幅0.6m、長さ2.6mにわたって南東隅から東壁に沿って

掘り込まれた溝状の落ち込みである。締まりのないブロック土が埋積していた。

出土逍物は埋土中からビニール袋にわずかの量の弥生土器と土師器があるのみ。 8世紀中頃。

SC03 発掘区北半の東寄りで検出した竪穴住居。溝状の撹乱でかなり荒らされており残存状況

は良くない。平面形は南北4.15m、東西3.3m程のやや歪んだ長方形をなす。コーナ一部は丸味を

帯びる。鼈は西壁の中央付近に設けられており、寵を通る中軸線は北に対して83゚ 西へ傾く。埋土

は黒茶色土の単純堆積で、床面まで僅かにO.lmの深さしか残存していなかった。床面は黄褐色粘

質土を 6cmの厚さで全面に張る。光沢を有すほど固く締まっていた。

主柱穴は 4本を検出。一部は貼床を除去した後に確認した。通常の配置と異なり束側の柱穴P-

1・2は束壁に接して設けられていた。柱岡寸法は東西 7尺 (210cm)、南北 6尺 (180cm) と住居

平而形に合わせて南北が桁方向となる。柱穴は径0.35m前後の円形プランで、深さは床面から0.5

mを測る。柱痕跡は全ての柱穴で確認できた。これによると径が14-18cmの柱を使用している。

西壁に設けられた寵は撹乱の溝で破壊され、かろうじてその痕跡をとどめている。特に袖部は撹

乱の溝によって何も留めておらず、構造に不明な点が多い。燃焼部のピットが壁際に掘り込まれ内

部に炭層が充満していた。上部に焼土や灰層が確認でき、この中から土師器甕（第26図ー21)が破

砕された状態で出土した。煙道も検出できていない。

床面下部からは北西隅部と東壁よりの中央から掘り込みを検出した。北西部の 1号土城は長さ 1.

lm、幅0.85mの長方形プランで、深さ0.3m程の緩やかな断面形をなしている。茶褐色土の単純堆

積。 2号土城は長さ1.4m、幅0.8m程の不定形な土城で掘り込みはO.lmと非常に浅い。位置関係か

ら見て出入口に関係するものか。

埋土中から僅かの量の土師器が出土しただけである。 8世紀前半には埋没している。

SC04 発掘区の北辺東壁際にあってSC03のすぐ東側で検出した。西壁は撹乱され欠失し、東壁

は発掘区の外にあたる。そのため南北の壁の一部が確認できただけである。平面形状は南北4.lm、

東西3.2m以上の方形もしくは長方形を呈す。東北部を発掘区外に拡張したが、コーナ一部分は検

出できなかった。埋土は黒茶色土の単純堆積層。床面までは0.15mと浅く、はっきりした硬化面は

なく、黄褐色土の広がりが確認できただけである。掘形面は凹凸が著しい。
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j:_柱穴は ~il.'i[ (P-1 ~ ~ ) 検出している 。 束側は床面を除去した掘形面から確認できた。 柱 11\j

、国は束JIり）jj1リがP I・2 I/IJ 5 )'((150cm) 、 P- 3 · 4 間が 6 尺 (180cm) 、 f.y,J 北間 は 5)~( 1 50

('ill)である。いびつな四角形に復Jじでき 、方形プラ ンか長方形プランか判断できな い。柱穴は0.3

m前後の1リ形で、深さはO<l~0.7rnとばらつきがある。柱痕跡は検出していない。

Jilli・. 中からの辿物も少なく 弥Ij:_ I・. 器や土師器 ・須恵器が少批出土 しただけである。8・jll:紀半ばにJ'll

没しているようである，J

SC05 発拙1人．．の 中れ！束隈際で検出した弥生時

代の瞭穴iU,叶跡 ，， 如l[lj は発掘1~:外に延びており全

屈を知り得ない，， 如Jillは地権者の了解を得て 1rn 

程・lJJ、:•JJ~ させていただいた。平面形は南北4.2m、

如り G111以 I・.の規校をイiす隅丸長方形をなす。 埋

I'. は茶掲色系統の I・.にブロック土が混じったもの

で、廃染後人朽的に埋め戻 されているようである。

応(iiよでは約0.3mの深さと 比較的壁而の残 りも

良し'.,

恥(1i上で出土 した造物 と狸没 1 ·./\'•', について出 し
'lj'. 真13 SC05辿物出・!・.状況

ておこう 。床面上には前述JI!!.め）べ し 卜の ,_.l\'•'i に焼 j-_や炭化材 、 炭化物が多孤に枇じ っ た明茶褐色 I ·.

が広がっていた。 こ の }1'11 や卜部の/1'1'/ からは Iぐンケース 8 舒iの弥~"-土器約が広範訓で i'I', I・. してしヽ る●）

凶に示しにように中央付近は｝和f1i11'(I・. に染中 し、i:,輝祭では）オs:Hiiから呼いに状態で,'I',I・. している。1祈

面で兄る とレンズ；I)しに分布 していることになる。かなりの11,';Iイ本数が復）じできた。 1沿怜／作は)'j旅りさ

~L に 祭 ,1氾 JIJO) ]"'*なj也りの I・.閲怜や、器f,をl-J&:したような異形 I・.悩も ,'I',I・. してしヽる。特にこの沢）I多

I・. 悩は :i11,i,11~ 対l'iI・. したが、 /,l¥1(1iの"I央付近でまと まって出 I・.してしヽ る,,II', I・. 状態を 1-.11'•'1観察すると 、

少なく とも）A、：1(1iがある籾妙j!_没しに段1府で 枯 投 菓されにもの と解釈できる。,1,火付近はその後の

1·.J 1~ で）As:1f1i付近 まで ドがったと 見た力が妥.,,であろう 。 さらに 、併せて4奴材やイuけの部材と息~ ) ~ し

る炭化材 も多J,しの焼 I・.・炭化物 と出 I・.して Vヽる。凪的に見て火災イu,叶と名えるのではなく 、1Uり廃

菓II、『に次に1り利）IJさiしなし,11国を ここで燃やしたと名えた）jが良いように息われる （， 尚、 I・. 器も・.

次的火熱を受けた）I多跡が認め られる。

次に）未而は黄褐色と茶褐色のプリッ ク I・.が約10cmの）厚さで敷かれ、固く締め られている。この）木

面上では中央部で炉跡、その南側の壁に接して

恥）、1-t脳 (1号土城）と柱穴と考えられるピッ

ト (P-1・2)を検出した。柱穴は径0.3m

前後の1サ形で、深さは0.2・0.4mである 。 尚、

P-2の上面には裔杯が辿存していた。 1サ

土檄は径0.9m前後の円形プラ ンで、床面より0.

9m程掘り込まれている。最 卜.部に底面を整え

るために淡褐色粘質土 を附いて いる。埋土中

から作業用の30cm程の砥石が出土している 。

土城の上面からも丹務りの広口壺が出土して
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いるが、これは他の土器群同様に住屈廃絶後に）発凍されたものである。

床面の下部は凹凸があるが古代のSCOlに見られるような特別の掘り込みは見あたらなか った。

出土辿物には弥生：I・. 器の他石包丁が床而から出土している。

SC06 発掘Ii.の東南i!/Jl部で検出 した竪穴住屈跡。イtJ,りの束梓i部は近年まで使用されていた溝に

よって掘り込まれている。平1(1i形は酎北 1rn前

後、束西3.65mの規校の恥力形プランをイiす。

コーナーは）し味を幣びる。北敗には造り 付けの

砲を1iiiiえる。

住屈内のJillI・. は瑚付近を除し‘て，'.1.':J火色のlj'i.純

堆籾であった。 約 I 0~ 20cm掘りドげると 床 1 (1ii ..:.

達する。北収の束1Jりの隅部には約 Imの範I川で

それぞオし焼 ,._・炭化物のJi/しヽJH:梢が認めらiした。

この中から鎌と不明な欽襲＇山が II',I・. している。

床1(1iは貨褐色プI/ソク ,-_が枇じ っ1:..:1111.リリ火色

土を敷し,-c叫 II,に賂える 0 ,-. 1(1iは堺く締ってし、

る。この1,t;面では各種の1Uけに伴 うi1JHI/を検出

した。 よず、術，IJl/1(1jO)/,・： 祉1部分からは」.J:•!11110. 9 

m、仇がli1110.8rnO)隈丸）j JI'~ プランの l・.JJ廣が検II¥

でき た。この掘形内には貨褐色 ・茶．＇且色のプロッ

ク土を張って ・1111り小さな箱状の布Ill]をfrって

いる。内部は，',I,¥)火色と貨褐色のプ¥Iック I・.が隙

し消塙；IXに水'11-JII:梢 してし、た，'..l:た、西札°t0)やや

南寄り にも~,•• ~ に桜し て」{さ0.75111、ljl/,¥0.(j Illの

長力.JIク1-.JJ乳を穿ち 、外から fll'(斜して降る村11':IXの

掘り 込みを付成していに さらにこの 1-.JJ[I/0) I ji/ 

面には焼 1-.・炭 .I火 O),, ,' i よ っ に）~I跡がある

'lj'. 真15 S('06北束隅部検出状況

'1/良,I (i SC'O(i~ 粒及びI) I I・. /1•1 

tuりに伴う i=.Hグくは :i111,1検,'I¥しに、 (Jl I :l) 1t1f1i I ・．では 明瞭でなか ヽ）たので /4~ を除）：• した段

階でHM,認できた"~のうち J> :iはIY.ill,'(の1界に‘，がってしヽる。HIIIJ、J・、i)、：は P I ・2 11¥Jが 8)'((2110

cm)、r I・3 11¥Jが 6/'((I 8(k111)に復｝じでさ 、fa)iiiリがイ1=1,,;-プランと wなり束,,り）jJi,J に求めら ~L

る。

術は本体が北敗から外に出る突出Jf;リと呼ぶものである。術は11:/,り廃絶の段階で戚壊 されてし、に

掘り 込みは1111,¥0.8111、奥11"さ0.5mのnJiJIクに近し、プランをなし 、深さ().;Im、Iぷ1(1jから IOcmf'i'ドがっ

ている。この拙り込みに辿続して妍道が知く立ち 卜がる。拙り込みの）［イiは小 さな段を設↓rている

この部分にぱ焼 I・.を含む貨）火色粘卜が1,l,jjl!I)に，認められる。これはi廊本体の祉1部と）く）j: 部の 部 かも

知れない。 この J-' 悴IIには燃焼部のピソトが浅く 掘 り込まれ、])と/1'•'1 が似< J!f: 梢している()"'央部に支

脚の残粋と息われる行）火色の粘 I・.が棒状に立ってし、た。術崩壊 1-.の中から 1潅11ii怜杯や甕が出 I・.した。

尚、突,'I',別の術は筑後地）jでは 7Ill: 紀後半には削l介 ・浮羽地域で知例がJ-(1})¥¥してくる。

固い貼床を除去してイu,,;-の4削形を飯終的に調杏した。底而は1111凸が杓：しくまた、中央部が翡＜樅
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1. :111火色プU ソク I. 10. 成脳 ：祝：：：寮：忍：羽：名：名：高：名：：嵌：祠：翠：翠：防：裟：翠：•:•:翠：祠：岱：袷婆裟：翁：荼：忍：忍：裟裟淡：匹••
5. '1.¥/火色 t-.(,h, 色粒r多い） 11. ~. 褐色粘 I・/11, ク ：裟裟裟裟：翠婆翁翁翁裟翁翠裟：婆：蕊：苓・忍蒋裔：翠翠婆翁裔：祠恕婆唸苓：淡：終：落裟
":'1.¥/火色 I・.(焼 I./It灰色杓 (I比） 12. 仇色粘 L/U /ク
6. 焼粘 I(収体）に煤灰 Li比人 13. :w:1<色 1と，yl芥色/Uソクが給状にJ1tfti
7. :1¥/fi. 色 L(焼ti,I.+貨褐色粘」 1ヽ＼．茶:,),¥色 1プr,Iクj,Vi褐色 l・.・/u1ク

プロ・1ク多くI托） 15. 賠.'All火色」． （貨褐色 !・.-tu,ク混）l~I く しよる
16. ,-q1火色 l.i'.';L 

住店跡SC05~07実測i:XI(l/60) 第21図
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I切!が低 く掘り 込ま れていた。掘形の住屈壁T(1iは底部と の椛が弧を描いている。また 、2サ・I)談の南

1111)に位置する西壁は途中にー段テラスを設けている。

辿物は埋土q,からも少祉の I器 がII',I・. している。8Ill: 紀q,頃に埋没か。

SC07 

杉灸出した弥!.J:_11、y,代の竪穴辿梢:0

規模が小さく辿イiの:l'.Ji跡をイiし

てしヽなしヽため、11:/,I:• 跡ではなく

別の性格を4守った建物辿構．か0

・ド面形は艮刺IJ乏3.05m、クリ;1l11h J乏

2.2m前後のfりのl1'£ ~L /..: J{) j形

プランをなし、J{1li1hは西に対 し

て~ 15°rHへ傾 < .. l・.1(1iにはIYi北

溝：SD07や各種のピソトが後 Ill:

に穿たれてし、る。Jlj!_1-.{J. /1~ 糾色

プロック I・.を含む.'.I_!,茶色 I・.(/)lj'i. 

•層で 、 廃染 11.\· ( ..:. Jlj !_ め）及 さ ALI..:

ブロック I".をJ!/;:::>n11n令1(1iに

敷く。1t1f1iI・. には」乏小川）j向(})'i'

'I;'. t'l 18 S('07 

刺l彩i」•．に 2 11,',I O) +I: 穴 (P I ・2) を(i{(,忍しに 、， 共に収 1 f1ili~H こ穿 /-.: iしてし＼る，，H・グ((/)径は0.25・().ii

mの 1 リ 形に近く、深さは0. 5m と lfiij つて し ＇る 。 H IIH•J · i) 、：は 8)'(. (210cm)に復｝じできる。この他、南

壁際で I・ 2り(}),, 怜J)、1I))悔を検出 した。 I ¥J・ 1)/fliは1H辺の,,,央付近にイ立iiりし、径0.75m、深さ 0.2:i

mと浅く 、r,¥ J・1-.JJ/lcは径が0.75111、深さo.:-ismの浅鉢状の掘り 込みである。

1末1f1iI・．や)lj!_I. I I Iから /'j-派り翡杯や＇，他、甕が /1',,-. し た 、． こ ~ l らの内 、 甕/ ', · (J. J> l<J>l・.1(11(・ 位ii'iし

ている ' jfから、建物廃氣 11,\-( こ•括廃染さ ALI· も(})と思、 ~>hi.'.、)

溝状遥構 （筍訟lt<I)

SD04 (A ・B) 1輝1!j ,< (})巾 fllllt.,Iり ）て i,k1H1)」Ji,J,・,LI..>. 々翡！り(})叶lj ~~l>.1! I~<J > 1 I'1k部分で 11. 

途切hてし、る｝め叫汁'i{,: (¥、末ii'li{,・I lと呼称，） I..> (¥は111!H,•r <J) 1J↓ (.. 114 !1111 t. りif.J・とさ AL、kさ(i.7Jll{,・ 

検/111。llはJ乏さ IO.2111、発拙l人内で収束すんか、）、全,,,で ・11_j危lJJAl Cし、I., i 1','11 1111,\ は 0, • I Ill Iiり後,,.'-{,少

の出人りが，忍められる，深さはO.l:>111と没い 底1(11<J)レペルは I¥・Il ii'li'とも詞レペル Cあl.i.)'11 I . 

は黙色,-.であっI..:, i,','i <J))/Jiりは,1りに対して IS 1 ❖i( .:-I/」dL ん ,i J· 11hj)j 位．は北か ら 111~へ1/dL /.,'J U・ なI..,

S005 発拙j,<・・ <J)1y,j'J'--t.:ある l/11llii1'li、，発掘Iズ・,,,火・付近から (i111 IY-i tこ延(fて1Hd.1Ji Alる 、I.・I Ill _i1Lん

でさらに南ヘ11'(fりに!Jihて延びてゆく ，， 171111W―→ 延びたところで撹，f;L/i'li'(:拙り込，Ul、J見/;{JIJj:;m 

に延びてし,t..:.. 1v-i!l!I)を追求するため補）U,',!1tでこの農迫(})ドを，J,'崎 したがii'り'(})延艮は(i'(I°11.忍でさなか ）ヽ

た。尚、 1N側の5地，1,',,:ではこ0)/1'.'i'と1関連する新にな溝を検出してし、る ，＇

溝の規校は1J11,Hl.5m1前後、深さ0.11 Ill I前後で汁'i:Ji(1(1jはかなりのJi'I,'りが忍めらhる，Jlj!_j・_は ,_.,'¥Iiに、'.I,!,褐

色土、その I・.部に茶褐色 ,-.が堆梢し、 l位1・.1(1jの中央付近に貨褐色 I・.が落ち込んでいる。

この溝の特徴を表しているのは、 1>.1!ヽ，1・.杜建物Sl301の北側柱に合わせるようにり界の北端が収束し
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第22図 溝SD04-07配置図 (1/200)

ていることであろう。溝の計画方位は北に対して 3゚ 前後西に振れており、建物の計画方位と合致

する。尚、建物に並行する部分の溝にはSK28とした土城が溝内にあった。これは溜舛的な性格を

考えているが、これから北側は溝幅が小さくなり、方位も僅かではあるが違いを見せることから、

掘立柱建物建設に合わせて掘り直された可能性もある。いずれにせよこの溝が掘立柱建物の周囲を

区画する溝であることは間違いない。

発掘区の南側で検出した南北方向の溝状遺構。北側は東西溝SD04付近から始まり、南へ

16mの長さを確認したが、この南側は撹乱や農道で確認できなかった。 5地点でも延長は確認して

S006 
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プランを確認した。平面形は長軸長1.5m、短軸長1.15mの隅丸長方形をなす。底面は深さ0.75mを

はかり僅かに凹凸が認められる。横断面は逆台形に近い形状をなし、壁面の立ち上がりも直線的で

ある。土城内の埋土は最下部から黄褐色土・暗黄褐色土が薄く堆積、これより上部は全て黄褐色土

の大きめのプロックが混じった黒色土が堆積していた。土城廃棄時に一度に埋め戻されたものと見

られる。土城の性格については出土遺物がないので判断に苦しむが井戸の可能性もある。長軸の方

位は北に対して50゚ 西へ振れる。

SK26 発掘区の北束部で検出した。平面形は長軸長2.3m、短軸長0.55m前後の不整な長方形土

城。深さは0.2mと浅く底面はほぼ平坦に整えられる。埋土は黒色土の単純堆積。出土遣物はない。

SK27 発掘区の北側で検出し他不整形な落ち込み。一辺が2m前後の方形に近い平面形状をな

す。深さは0.2mと浅く、底面は凹凸が認められた。埋土は黒色粘質土が堆積。出土遺物はない。

SK28 発掘区の南半にあって溝SD05の底面で検出した。長軸は溝の方向と合致し、平面形状は

長さ1.05m、幅0.65mの不整な楕円形をなす。深さは0.7mと比較的深く内部に黒色土が堆積してい

た。弥生土器の破片が出土しているが、溝との関係から見て溝に伴う溜舛的な性格のものと考えら

れる。

SK31 発掘区南側の東壁際で検出した。東側は撹乱溝で削られ消失する。平而形状は東西1.2m

以上、南北0.9mの不整形をなす。底而までは0.25mと浅く断而が皿状となる。埋土は茶褐色土の

単純層で、この埋土中から弥生土器が出土している。

陥し穴状遺構（第23図，図版13)

SK29 竪穴住居跡SC02の床面から検出した。西側は発掘区外に広がり全形を知り得ない。長軸

は略東西方向に向き、長軸長0.8m以上、短軸長0.7mの規模で、平面形は隅丸長方形をなす。底面

は0.7m程の深さで平坦である。中央部に杭固定のためのピットを穿っているが、非常に浅い。ピッ

トは径2mの円形で深さはO.lmである。茶褐色土が充填されていたが杭痕は検出していない。また、

北側壁際で径 5cmの小孔が検出できた。掘形の埋土は上部に黒色土が堆梢。その下部は馬褐色土や

茶褐色土が縞状に埋積している。中央に向かって凹状に落ち込んでおりその部分は周囲に比べて締

まりがないのが特徴である。

SK30 発掘区の南西部で検出した。上面は土圧のため落ち込み10cm程上端が皿状に広がってい

た。土城本体の規模は長軸長l.Om、短軸長0.6mの規模を有し、平面形状は隅丸長方形を呈してい

る。長軸の方位はSK29と同じく略東西に向いている。底面までは深さ0.9mを測り、壁面は垂直近

く掘り込まれる。底面は平坦に整えられ中央付近で杭固定のためと思われる浅いピットを検出した。

ピットは不整形で内部から杭痕は検出していない。

ピット群

発掘区内には主要な遺構の他に多数の小穴が穿たれていた。規模にはかなりのばらつきがあり建

物の柱穴としてまとまるものは少ない。こうしたピット群の性格は良く解らず、多くは埋土の状況

からして人工のものではなく、自然に出来たもの、例えば樹木の根穴などの可能性も大いに考えら

れる。事実多くのピットの壁面や底面は歪みあるいは凹凸が著しい。ところで、このピット群の分

布状況を見ると中央に広い空閑地が存在することが指摘できる。竪穴住居SC03-05付近の南北27

m、東西は東側が不明だが東壁から13m程の方形状の範囲はピット群が希薄となっている。

-46-



出土遺物

掘立柱建物

S801出士土器（第24図）

土師器

皿 (1) 体部と底部が丸味を帯びた

もの。器面が磨滅著しく調整不明。

甕 (2) 復元口径19.6cm。小型の甕

で、胴部に張りがなく口縁部が短く肥厚

して外反するもの。口縁部ヨコナデ、胴

部内面は縦位のヘラケズリ。

住居跡

SC01出土土器（第25図， I図版44)

土師器

T7二―[
"・"' 

三
0'"  I " , , I 

第24図 SBOl出土土器実測図 (1/3,1/ 4) 

蓋 (1) 復元口径24,4cm。比較的天井部が窃＜、摘も上面が広がる窃いものを備える。口縁部

は長めに折れる。外而に手持ちのヘラ研磨を加える。内底部はナデを施す。床而下部から出土。 u
径が大きいことから鉢か広口壺の強であろうか。

皿 (2・3) にl径17.0・17.2cm、器商2.8・2.5cm。底部を手持ちヘラケズリし丸味を持たせた

もの。口縁部は底部から屈曲して直立する。調整は口縁部・体部はヨコナデ、内地部はナデを施す。

共に埋土から出土した。

甕 (4-16) 4・5・7-9は口径14.8-18.4cm。胴部に張りがなく口縁部が短く反転するもの

で、 4・5・9は肥厚し、他はさほど器肉を変えない。調整は口縁部をヨコナデ、胴部外面にハケ

メ、内面に縦方向のヘラケズリを施す。 6・10は胴部に張りを僅かに持たせる。器形の良く解る10

は口縁部が強く反転して肥厚させ、底部は平底に近いものである。胴部内面の調整が下半は縦方向、

上半は横方向にヘラケズリする。その他閻腋は口縁部ヨコナデ、胴部外面はハケメである。 11-15

は口径24.0cm以上の大型のもので、胴部が張り、口頸部が窄まる。口縁部の器肉は胴部とくらべて

特に肥厚はさせていない。 15は全形が良く解る資料に復元できた。短いに1縁部に倒卵形の胴部を備

える。外面に煤が付滸する。調整は他の甕と同様である。 16は把手付で牛角状の把手が貼付される。

底部は平底風である。甕は10・15が鼈から、 4・8・16は1号土城、 7はP-5、13は床面上から

出土し、その他は埋土中から出土している。

須恵器

転用硯 (17) 両台を備えた杯の体部下半を利用し、周縁を打ち欠いて幣えたもの。内而は良く

摺れている。

SC02出土土器（第26図）

弥生土器

壺 (1) 広口壺の口縁部。鋤先状口縁をなし上端は僅かに外方へ傾斜する。器面は磨滅し調整

不明。

甕 (2) 発達したL字状口緑をなす。胴部外面にハケメが残る。その他はヨコナデ。
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第26図 SC02-04出土土器実測図 (1/4)

土師器

皿 (3) 底部が丸味を幣ぴるもの。調整は1こ1縁部・イ本部をヨコナデ、内底部はナデ。外底部に

:f持ヘラケズリ。

甕 (4) 口縁部は胴部から窄まって短く反転し、器肉が肥原する。口縁部はヨコナデ、内面の

削りは屈曲部より上まで施される。外面はハケメ。

SC03出土土器（第26図，図版44)

土師器

甕 (5・6) 5は復元口径27.0cm、6は20.3cm、器高20.0cm。5は口縁部が強く屈曲し、内面

に稜をつくる。 6は口縁部が緩やかに反転し肥厚する。共に調整は口縁部ヨコナデ、胴部外面にハ

ケメ、内面にヘラケズリを施す。 6の口縁部にば煤が付着する。 5は埋土から、 6は寵内から出土

した。

SC04出土土器（第261忍I,図版44)

全て住居の埋土から出土した。

弥生土器

壺 (7) 短頸壺の底部付近。復元底径4.6cm。体部外面は横位にヘラ研磨し、赤色顔料を旅布

する。

土師器

甕 (8・9) 小型の甕。 8は復元口径11.8cm、9は15.0cm。胴部に張りが無く口縁部は短く反

転して肥厚する。口縁部ヨコナデ、内面ヘラケズリを施す。

須恵器

杯 (10-12) 10は口径10.8cm。口縁部・体部にヨコナデを施す。 11・12は高台を貼付する。外

底部はナデ仕上げを行う。底部切り離し後の調整は不明。回転ヘラケズリか。

SC05出土土器（図版27-29,図版45・46)
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第271図 SC05出土土器実測圏(1)(1/6) 

覆土からほぼ一括で多数の土器が出土した。出土状態は逍構の各節で記したがあらためて説明し

ておくと、竪穴住居SC05の床而上には炭化材や炭化物・焼土に混じってこれら多抵の土器が出土

した。住居廃絶後に一括廃棄され同時に火を付けての灰儘処理が行われたようである

壺 (1・2) いずれも大形の壺形土器である。 1は口縁部から胴部中位までの破片と底部の破

片に分かれ接合しないものの、出土状況から同一個体と考えられ、図上でおおよその形を復元でき

る。口径36.4cm、胴部最大径45.3cmを測り、器高は70cm前後になろう。胴部最大径が高く肩の張る

胴部に大きく外反する鋤先口縁がつく。胴部上半に 2条、頸部に 1条の頂部がやや丸みをおびた断

面三角形突帯を貼付する。屑部から口頸部にかけてヨコミガキを施し、底部にはタテハケが観察さ

れる。外面から口縁部内面、頸部内面まで丹旅りの痕跡が残る。胎土に含まれる砂粒は少なく、明

黄褐色から茶褐色を呈する、胴部突帯のあたりに 2ケ所の大きな黒斑があり、その直上の口縁部外

面にも焼けむらが残る。 2は3片に分かれ、図上で復元したため不正確であるが、胴部径38.4cmを

測り、 1とほぼ同様の形態を呈するものと考えられる。突帯の貼付位置、形状においても両者は共

通している。しかし 2は外面にミガキの痕跡は見られず、おそらくナデで仕上げたものと思われ、

口縁端部に密に縦方向の刻み目を施す点も 1と異なる。外面から口縁部内面にかけて丹塗りを施し

ている。多量に砂礫を含む粗い粘土を用い、暗灰褐色から暗茶褐色を呈する。内面は器表面の剥落

が顕著である。

鉢 (3-7) 3・4は素口縁で胴部中位に突帯を貼付した小形の鉢である。 3が口径9.0cm、

4が口径12.8cm、器高5.1cmを測る。 3は口縁部がやや外傾し、外器表にタテハケを施し、灰褐色を

呈する。 4の底部は小さく、端部の角張った口縁がわずかに内傾する。内外を丁寧なナデで仕上げ、

突帯部の内面には指頭圧痕がめぐる。精良な粘土を用い、内面暗灰黄色、外面明黄褐色を呈する。

器表の 1/3程に黒斑があり、底部まで及んでいる。須玖式土器では胴部に突帯を貼付する小形の
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第281凶ISC05出土土器実測I凶1(2)(1/ 3, 1/ /4) 

鉢は少ないが、九州大学筑紫地区遺跡群BB区SK!Olに例がある（両健一郎1993「九州大学埋蔵文化

財調査報告」第二冊 九州大学春日）¥l(地区埋蔵文化財調査室）。 5は鋤先に1縁をなし、復元lこ1径15.5

cmを測る。外端が大きく下方に垂れた鋤先口縁、若干の張りをもつ胴部から樽状の形態が推測され

る。外面から口緑部内面にかけて丹塗りを施している。外而は二次加熱により器表が剥落し、黄褐

-51-



色から肌色を呈す。 6は底径が大きく、肩の張る胴部、内傾する素口縁をなす。口径18.1cm、器高

11.5cmを測る。外面胴部下位にタテハケが観察される以外は、大半の器表をナデで仕上げる。丹塗

りを施すが、底部外面には煤が付藩し、二次加熱を受け外面の器表の剥落も著しいので、煮炊きに

使用したと考えられる。 1-2mm程の砂粒を多く含み、灰黄色を呈する。胴部下半に大きな黒斑が見

られる。 7は逆L字状口縁の大形品であり、口径31.5cm、器高19.0cm前後である。外面にはタテハ

ケが全面に見られ、底部近くに接合痕が残る。外面下位に14X20cm程の大きな黒斑、外面から内面

上半にかけて二次加熱の痕跡、底部近くの胴部外面に煤、胴部内面中位にコゲが観察される。

高杯 (8) 丹塗り高杯脚部破片で、脚裾径18.0cmを測る。杯部との接合部は筒上部に粘土を充

棋した痕跡が見られる。脚柱は外面にかすかにタテミガキが観察され、内面に絞り痕が残る。脚裾

は端部が強いヨコナデのため面をなし、内而にヨコハケを残す。黄白褐色を呈する。

甕 (9-18) 9・10は外面タテハケを残すくの字口縁の甕である。 9は口径26.2cmを測り、頸

部から 1こI縁端部になるにつれて厚さが大きくなる。外面はタテハケを残し、口縁部下面にハケメ静

止痕が観察できる。一般の甕に比べると胎土に含まれる砂粒が少ない。 10はほぼ完形品で口径27.3

cm、器高25.2cmである。口縁部は強く屈曲して、水平に外反し、胴部の張りが小さい。比較的、底

部の大きいことが注意され、径8.9cmを測る。口縁部下而、 /j屑部上半にわたって広い範囲で二次加

熱の痕跡がみられ、胴部中央と底部近くにそれぞれ 1ケ所ずつかなり大きな黒斑がある。砂粒を多

く含み、暗黄褐色を呈する。

11-16は断面T字形の鋤先口縁をもつ甕である。 11・14-16は粗製のもので外面に粗いタテハケ

を残す。いずれも胴部上半がやや膨らむ胴部形態をもつが、口縁部の細部には微妙な述いがみられ

る。 11は1-1縁部上而が水平で内側への突出部の粘土を接合する際に、強く上面を押さえている。 14

はIJ縁部断面が厚いのに対して、 15は口縁端部になるにつれて厚さが減じる。 16は口縁端部が垂下

し、内而に内側突出部の粘土接合痕が観察できる。 11が灰黄褐色、 14は灰黄色、 15は橙褐色、 16は

白黄褐色を呈する。 16の1こl縁部下而には煤が付藩する。

12・13は丹旅りのものである。ともに口縁端部がやや下に垂れ、断面が角張る。 12は胴部上半が

やや内傾している。外面は基本的にヨコミガキで仕上げている。いずれもハケメ板の小lコ部を用い

て口縁端面に密な刻み目を施し、口縁部よりやや下がったところに断面M字状突帯を貼付し、口縁

部との間を密な波状のヘラ描き暗文で飾っている。丹塗りは外器表から内面の口縁部直下まで及ぶ。

12は口縁部上面に幅 3cm、20本前後を 1単位とする放射状のヘラ描き暗文を20ケ所近く繰り返した

ものと復元される。 13は胴部中位にもM字状突帯が巡り、口縁部上面に幅0.8cm前後、 4本ほどを 1

単位とする放射状の暗文を0.7-1.0cmの間隔で施している。 12・13のいずれも砂粒をほとんど含ま

ない精良な粘土を用い、橙色ないし明黄褐色を呈する。

17・18は上半が強く内傾し、張りの強い胴部に鋤先口縁がつく甕である。 17は口径26.0cmの通有

の大きさのもので、角張った口縁端面にハケメ板小口部による密な刻み目を施す。口縁部内面には

強いヨコナデにより段が生じている。 18は口縁部 1/2周、胴部 2/3程残存し、口径40.5cm、器

高78.5cm前後に復元される大形品である。口縁部は上面が水平で、大きく内に突出し、強いナデに

より外端が角張る。胴部は中央よりやや上に最大径が位置し、不安定な感じを与える。口縁部近く

に1条、胴部中央に 2条の断面三角形突帯がある。内外とも丁寧なナデで仕上げられる。顕著なニ

次加熱、煤の付着は認められないが、内面の口縁より下、 15cm程のところおよび底部から高さ25cm
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第29図 SC05出土土器実測図(3)(1/4, 1/6) 
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付近までのところに黒色の付着物が残り、口縁上面にもふきこぼれの痕跡が観察できるので、希に

火にかけられることがあったようである。砂粒の少ない精良な胎土を用い、白黄褐色を呈する。器

表はよく焼けているが、器壁が厚いため内部の焼成は良くない。

底部破片 (19-30) 19以降に特に器種を区別せずに、底部の破片を一括して示した。いずれも

しっかりした平底である。内面はいずれも丁寧なナデで仕上げるが、外面は19はナデ、 20はヨコミ

ガキ、 21はタテミガキ、 23・28は板状のエ具によるナデ、 22・24-28・29・30はタテハケが観察さ

れる。 23は外面に丹證りを施している。 22は接合痕から粘土円盤の外側に胴部下位の粘土を接合し

たと推測され、焼成後に底部穿孔した27も外底部に輪状のくぽみが残っているので同様の製作技法

が用いられたと思われる。 29・30は大形の甕の底部であろう。外面の二次力II熱の痕跡は27、30に見

られ、さらに30では二次加熱のためか内面の器表剥落が顕著である。煤は28に観察され、 22・26の

内面底部にはコゲが残っている。

SC05出土土製品 （第30図，図版46)

器台形半裁土製品 (1-3) 管見では類例を知らない特異な器形である。 1・2は同規模 ・I司

形態であるが別個のつくりである。 1は口縁部の半裁部長さ19.8cm、器高19.5cm、裾端部の半裁部

長さ ~l.Bcm。 2 は同様に21.5cm 、 19.3cm 、 41.0cm。裾部が大きく開く器台を半裁した形状をなし、

1は端部を凹状に窪ませ、 2は丸く納める。一度器台状に作り上げたものをヘラ状工具で縦方向に

半裁する。成形にあたって粘土板を張合わせるようにして梢上げており、型造に近い。そのため税

状で粘土の張り合せた下面が露出している個所が見受けられる。後に述べるようにこれは二次的火

熱を受けたためであろう。調整は端部付近をヨコナデ、他はハケメを施した後にナデて平滑にする。

内而下部に指頭圧痕が確認できた。半故した側面の上端と下端にそれぞれ径 1cm前後の円孔を 4つ

穿つ。焼成JllJの作業である。これ以外に 2のくぴれ部外而に焼成前に密滸した径 2mmの紐の痕跡が

横）i向に走る。また、この内面に 3本単位の引っかいたような傷が認められる。なお、接合した破

片には二次的火熱を受けて黒色化したものも見受けられる。 3はこれらとは別形態をなすもので、

下端にかけてを失う。同様の成形を行い、調撒は全てナデを施す。復元される上端の直径は21.8cm。

上端部に 1孔焼成前の穿孔が残される。基本的な器形は 1・2と同様であるが、上端部が緩く反転

せずまた、端部の上而は水平に整えられている点に違いがあり、器肉も薄い。

これらの用途については全く解決していない。一緒に出土した他の器台のように赤色顔料が盤布

されておらず、実用性が向いものかも知れない。また、これらは単体で使用するのか 2つを一対に

して組合わせて使うのかもわからない。円孔には紐ずれの痕跡は認められないため確実に組合わせ

とは判断できないからである。ただし、出土状態を見ると他の土器群の中では住居の中央部にまと

まって世かれていたものであり、それなりに重要性を認識されていたと見ることができる。次年度

の報告の中であらためてふれるので、御教示をお待ちする。

SC06出土土器（第31図，図版47)

1・2・4・6は寵内から出土、 7は張り床内から、 9は東北隅部の焼土の中から、その他は埋

土中から出土した。

土師器

杯 (1) 口径14.0cm、器高3.7cm、底径10.3cm。外底部はヘラ切り後ナデを施す。板状圧痕を有

す。口縁部・体部はヨコナデ、内底部はナデである。 8世紀中頃。
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第31図 SC06・07出土土器実測図 (1/3,1/4, 1/6) 

甕 (2-7) 2-4は小型の甕で胴部に張りが無く、口縁部は肥厚し僅かに屈曲する。調整は

口縁部ヨコナデ、胴部の外面にハケメ、内面にヘラケズリを施す。 2は外面に煤が付着し、 3は二

次的火熱を受け赤変する。 2は口径13.0cm、3は15.0cm、4は17.0cmに復元できる。 5-7は中形

の甕せある。胴部は小型の甕に比べて張りがあり、口縁部は明瞭な屈曲部をつくって反転する。 5. 

6は胴部外面がハケメ後ナデを施す。 7は調整不明。全て口縁部にヨコナデ、内面にヘラケズリを

施す。 5は29.6cm、6は36.0cmに復元できる。 5の外面には煤が付着する。

須恵器

蓋 (8) 復元口径13.0cm。摘みを欠損する。低平な器形で天井部と体部の境が不明瞭。口端部
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は備かに突出するのみ。外天井部は回転ヘラケズリ後にナデ。 8世紀中頃～後半の特徴。

転用硯 (9) 須恵器高台付杯を転用したもの。外底部は磨滅しているが線刻状の傷が入ってい

る。口縁部・体部はヨコナデする。内底部はナデ、その後擦られて平滑となっている。口縁部に一

部屈痕が付着する。

SC07出土土器（第31図10-18、図版47)

弥生土器

高杯 (10・11) 11は丹塗り高杯脚部破片である。脚裾から杯部との接合部までほぽ完存してい

る。杯部と脚部の変換点までの高さ19.5cm、脚裾径16.9cmを測る。脚上半は柱状に長く延び、脚裾

は強く外反して強いナデにより面をなす端部にいたる。外面は縦方向のヘラミガキ、内而下半はナ

デにより仕上げられている。内面上半はナデが及ばず、絞り痕が残っている。また、脚裾内而まで

丹途りの及ぶ点が注意される。砂粒をほとんど含まない精良な胎土を用い、黄白色を呈する。 10は

内外丹塗りで鋤先口縁をなす口縁部破片で、口径24.0cmと小さいことから高杯口縁部ではないかと

息われる。口縁部上面は水平で、内側に強く突出している。 11と同一個体である可能性も否定でき

ないが、生地の色は橙色で11とは異なる。

甕 (12-16) 16はくの字LI縁の破片である。やや内傾する胴部上半に強く外反したに1緑部がつ

き、口縁端部は丸みをもつ。 1こ1縁部内而の屈1lu部肛下は而をなし、ヨコハケを施す。外而はタテハ

ケが残る。胎土に径 1-2 mmの畏石、石英を多く含み、灰褐色～灰黄褐色を呈する。

12-15は鋤先にl緑の破片である。 12は径25.6cmとやや小さいもので、鋤先口縁の内外への突出も

弱い。外而にタテハケが残り、砂粒も多く、白黄色を呈する。 13は口径30.6cmで黄褐色を呈す。全

体的に磨滅が労しいが、口縁部上面には仕上げのヨコナデに先行するヨコハケが観察され、口縁部

の成形に関連するものと推測される。 14は口径34.6cm、明黄褐色を呈する。口縁部は薄く、外端が

やや垂れ気味である。 1:1縁部肛下の胴部器隈が厚くなり、その下の内而にはナデによる微かな段が

残る。口縁部下而の一部に二次/JII熱による赤変が見られる。 15は1=1径34.6cm、内而／火黄色、外而暗

黄褐色を呈する。胴部上半はやや内傾し、 1-1緑部平坦而は水平にのぴる。 14と比べると 1こl縁部が厚

く、内面には1こ1縁部平坦而を作出した粘土の接合痕が観察される。外而にはタテハケを残す。胎土

は砂粒を多く含み、粗製の印象を与えるものである。なお、 13は1こ1緑部下面に、 15は1こ1縁部下而と

外面の一部に煤の付滸が見られる。

底部破片 (17・18) いずれも甕のものと推測される底部破片である。 17は底径7.9cmを測り、

灰黄褐色を呈する。底部外面には輪状のくぽみがみられ、円盤の外側に胴部の粘土を貼付して成形

したものと推測される。外面は高さ2.5cm程のところまで二次加熱により赤変している。 18は大形

の甕の底部であり、底径11.2cm、底部厚さ1.8cmを測る。磨滅、剥離している部分が多いが、ハケメ

などは観察されないので、ナデで仕上げたものと思われる。灰黄褐色を呈する。

溝状遺構

SD04出土土器（第32図）

士師器

甕 (1) 復元口径30.0cm。口縁部のみを残す。短く反転し僅かに肥厚する。調整は口縁部ヨコ

ナデ、胴部内面にヘラケズリ。 8世紀中頃。

S005出土土器（第32図）
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弥生土器

甕 (2) L字状の口縁部は内傾する。口縁

部と胴部外面はヨコナデ、内面はナデ。

土師器

甕 (3・4) 3は復元口径19.0cm。ともに

小型の甕で胴部が張らず口縁部が短く反転し

て肥厚する。口緑部ヨコナデ、胴部内面にヘラ

ケズリ。 8・批紀前半。

$D07出土土器（第321図）

須恵器

杯 (5) 高台径10.4cm。短い高台を外底部

に貼付する。外底部はヘラ切り後ナデ。 8批紀

第32図 SD04・05・07出土土器実測図 (1/3,1/4)中頃。

SK28 SK31 

壺 (1) 図化できたのは壺口縁破片

1点のみである。胴部は強く張り、口縁

は外反し、端部は強いナデにより而をな

す。無頸壺口縁部であろう。胎土中の砂

粒は少なく、白黄褐色を呈する。

SK31出土土器（第33図、図版47)

弥生土器

壺 (2) 丹塗りの壺口縁破片である。

強く張る胴部に外反するくの字口縁がつ

き、無頸壺口縁であろう。胴部外面と内

面屈曲部下にヨコミガキが観察される。

鉢 (3・4) 3は淡橙褐色を呈す。

小片口径復元に難がある。 4はジョッキ

形の鉢で、口縁部と底部破片に分かれて

いたものを固上で復元した。口径9.6cm、

器高12.3cm。胴部下半に最大径が位置し、

胴部上半から口縁端部にかけて内傾する器形をなす。珍しい器形であるが、福岡市比恵遺跡19次S

L¥‘ 
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二＼
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20om 

第33図 SK28・31出土土器実測図 (1/4)

土壌

SK28出土土器（第33図）

弥生土器

EOlに類例がある。外面は大部分をタテミガキで、底部近くにはヨコミガキとタテハケが観察され

る。外面は丁寧に丹塗りし、口縁内面にも及ぶ。精良な胎土で黄褐色。

甕 (5-7) いずれも口縁部の破片である。 6は鋤先口縁をなし、口径30.0cmを測る。胴上部

が内傾し、口縁部はわずかに外傾する。外面には粗いタテハケが残り、胎土には砂粒が多い。灰黄
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褐色、暗灰褐色を呈する。 5は鋤先口縁の小片で、口縁部上面が外傾している。胴部外面には煤が

厚く付着している。 7は胴上部が強い張りをもち、口縁端部は欠失するものの口縁部上面が内傾す

ると考えられる。胴上部には断面M字状突帯が貼付される。また、口縁下の胴内面に粘土板接合の

痕跡が見られる。内外ともナデで仕上げ、胎土に砂粒を含まず、精製品といえる。

ピット群

ピット出土弥生土器（第34図，図版48)

上述した遺構以外から出土した弥生土器のうち主要なものを第34図に示した。このうち 2・3・

7・15はSC05に隣接する撹乱坑から出土したもので、本来SC05に帰属するものであった可能性も

考えられる。

壺 (1・2) 無頸壺口縁部破片の小破片である。 1は口径10.0cmで淡橙褐色、 2は丹塗りが残

り、口径16.0cm、灰黄褐色を呈する。いずれも張りのある胴部にくの字口縁がつき、 2の口縁端部

はヨコナデにより面をなす。

高杯 (3) 丹塗り高杯杯部破片である。鉢状の杯部に外似する鋤先に1縁がつき、口縁下に断而

三角形の突幣が貼付される。口縁部は内への突出が強く、外端は而をなす。内外全而に'l'J・旅りを施

し、ヨコミガキで仕上げている。口縁部上面に幅 1.Ocm余り、 9本前後を 1単位とする放射状のヘ

ラ描き暗文を1.5cm程の間隔でめぐらしている。口径34.0cm前後に復元され、黄灰褐色を呈する。

器台 (4・5) いずれも丹塗り筒形器台の破片である。 4は鍔部の破片である。 5は脚裾部の

破片で、端而は強いヨコナデで下方に拡張したようになっている。裾外面は縦方向のヘラミガキが

残る。両者は近接したピットから出土しており、同一個体の可能性が高い。

甕 (6-15) 7-9はくの字口縁のものである。 7は胴部が上半がやや張り、口縁部は屈曲し

て開き、端部を丸く収めている。内外ともタテハケを残す。 8は胴部の張りが強く、口縁部が直線
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第34図 ピット出土土器実測屈(1)(1/4) 
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的に開く。口縁端部はヨコナデにより [/tiをなし、外!hfにタテハケが観察される。 9は胴部の張りが

小さく、口緑部は短い。内外ともナデイI:l・.1-Yである。 10-15は鋤先口縁をなすものである。 11・13

は口縁部が水平方向にのびるのに対して12、MはIJ緑端部がやや下方に垂れている。 15は丹途りの

甕の口緑部で、 1こl縁部上面に幅0.5cm前後、 2-3本を 1単位とする放射状暗文を0.7cm前後の間隔

で施文し、 IJ縁部外面を密な刻みIIで飾っている。以上の甕口縁部破片のうち、 7、8、11、14は

外面に煤が観察される。

底部破片 (16) 大形の甕の底部破片ではないかと推測される。内外ともナデで仕上げるが、底

部は厚く大振りな感じを与える。

ビット出土土師器（第36図）

杯 (1-6) lは復元口径15.0cm。底部が丸味を有すもの。外底部は手持ヘラケズリし、 1二1緑

部・ 1本部はヨコナデ。 2~5は平底の底部から体部・ 1-l縁部が直線的にIJfJくタイプ。 2の外底部は

!iii転ヘラケズリ 3はナデ、その他はヘラ切り未調腋。 2・4は赤橙色に発色するスリップを施す。

3は復元口径13.0cm、器高3.3cm。4は13.0cm、3.0cm。5は14.0cm。6は古墳時代のもの。丸底の杯

で外底部に手持ヘラケズリを施しに1縁部とイ本部の外而はヨコナデ、内而はナデ。内底部に凹みあり。

口径15.0cm、器高5.2cm。6はSD07内のビットから出土した。

皿 (7) 復元IJ径19.0cm、器莉2.5cm。底部は手持ヘラケズリで丸味を帯びる。体部・ロ縁部は

ョコナデ、内底部はナデにより平滑にする。

甕 (8-17・19-30) に1径で分けると小形の 8~11と中形の12-17に分けられる。器形の上で

はII月部に張りが無く、 1こ1緑部が肥厚する 8・11・12・14・17・24-30と、 II岡部に張りがなく 1こl縁部

は短く屈1111するだけの 9・10・13・15・19・22・23、胴部に張りを持ち lこ1縁部が原1.< 1x11伝する16・

20・21に分けられる。このうち口緑部が肥原し、 II圃部に張りのないものは小形の甕によく見受けら

れる器形の特徴である。調腋は基本的に1こ1緑部ヨコナデ、 Jllttl部外而ハケメ、内面ヘラケズリである

が、 16·21のように凧!1111 部近くを横位にヘラケズリするものもある。 22には l~I縁部に煤が付滸する。

このうち16はSD07と切り合ったピットから出土。

鉢 (18) 復元1-'径29.0cm。札砂］が原＜丁寧なつくりのもので、推定される胴部がそのまま窄まっ

てゆく傾向にあるため、ここでは鉢とした。口端部は水平に整えられ、上端は1/Jiかに凹む。調整は

口端部ヨコナデ、屈illl部の内而は横位のヘラケズリ、外面はハケメ。

ピット出土須恵器（第36図，図版48)

蓋 (1・2) 1は復元口径15.0cm。天井が低く口端部が僅かに突出したもので、摘み部は欠損

する。 2は復元口径16.0cm。天井部と体部の境は明瞭で口縁部は屈曲して端部を突出させる。共に

外天井部は回転ヘラケズリ、体部・ロ縁部をヨコナデし、内底部をナデる。

杯 (3-9) 3・4は平底をなすもので口緑部を欠損する。 3の外底部はヘラ切り後ナデ、 4 

は磨滅し不明。ともに体部はヨコナデし、内底部にナデを施す。 5-9は高台を貼付したもの。高

台は全て低いものであるが、貼付される位置を見ると、高台が外縁より内側に貼付されるものに 5. 

6・7があり、その他は外縁部に接して貼付される。調整は外底部に回転ヘラケズリを加えるもの

に5-8があり、 9はヘラ切り後にナデを施す。全てその他の調整は口縁部ヨコナデ、内底部はナ

デる。

6は復元口径13.4cm、器高3.5cm、7は口径14.8cm、器高3.8cm、その他は口縁部を欠損する。 3. 
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I・9は橙褐色に発色し 、このうち 4は砂粒を含まない精良な胎上を川いる。

椀 (10・11) 杯に比べて砂めの邸台を貼付 し、底も深いものである。通‘常硲の 2がこのタイプ

とセッ トになる。調整は1本部下半から外底部を同転ヘラケズリするのを特徴とする 。II縁部 ・イ本部

はヨ コナデ、内底部はナデを施す。Ilは復元II径19.1cm、器砂7.1cm。

皿 (12・13) 平底のもの。12は復元II径18.0cm、}料：i2.2cm。13は復元II径19.0cm、器此i2.3cmo

13は体部と底部の檄が丸味を僻び、イ本部のll}.Jきも）＜きい。あるいは短頸壺の盗となるものかも知れ

ない。調将はII緑部 ・イ本部にヨコナデ内底部にナデを施す。13は1本部 1ヽ・半から底部をj111似ヘラケズ

リし、12は外底,'illにナデを施す。

高杯 (I'1) 椅部を欠担しH魯IIのみが残{(《,I I縁部が底；・),:11から）ゞ さ<iJりいただけのものである。

外底部の 1j1 央に 1リ筒状の筒；·111接合：J良跡が，認めら ~Lる ，， I I緑部 ・1本部はヨコナデ、それ以外はナデを

施す。復｝じ11径21.1km《9

壺 (15-21) 各種の・,:':i:が11l1,I・. している ，， 15は

1)ヽ 冊クの平底細JI',他、底;・'illド位からタト底；・'ii¥i:. 「'・1、ドへ

ラケズリ を加える。その他はこJこIナデ、1本部中位

まで灰を被る ，， 底径Ci.2rn1,IG! よJ-1:)lj,,jとなる水）fl( 

であろ うか《） JJl11J ;"ill外1(1iに斜{、,:o)11ilさを施し 、後（こ

ナデる 。 Ji(i11\0) ド）j にはヘラケ；；、~ リを加えて閉冬え

る。内には 1'i'海跛紋(}),J,Iて！し．板をイiし、外底部（こ

も同心11j (}) ,1, てlし：Ji-£ が，認めら ~l る ， 底を 1111 さ そ (/)

移翡屑爵11を梢 l・.i「てし、ったことがhかる，底径 I0.0 

cm。杓褐色に発色する。17・18はJ-[別＇討：¥0)外J'i;111付

近。内外1fliをヨ コナデする 。18は1J、J1f1iのuクロII

が顕労で絞り：Iiiも残される。19はクV類珈の底部付

近で,',':j台をJlili付する ，， 外底部になで、それ以外を

ョコ ナデする 、， tO も Ii~ I I短頸・，:':i.,I I端部の l.Hiiは

平坦につくり 、外1(1iに・!Jい消とを巡らせる。1本部外

面に111111伝ヘラケズリ後令wにヨ こI・)・デを施す。II 

1至1~.Ocm , 21は大形のもので、1本部1J、J1(1j(こ1'Uf1i:破

の当て具.:}iiをイf・<Jn ,J,',j約 J.jf~ 滅し ,i~ I リ J.. 白色軟質

に残イfする。復几II径22.1lrn1.,

甕 (22) 大さく）又転する II緑惰11で、11端部を

凸荀状に）]~/以 させる ，） ,V判夜（よヨ こJナデ。内1(1iに1火

を被る。

'lj'. !°£t0 、,:':!I 511', 1-Aki!il 

''/1'£21 、,:':(16/1¥l・_;Jti兄

転用硯 (2:3・211) 2~lは沿の内）く JI・部を硯 1(1i としたもの ，l J:{o)外）くJI部は1111似へ・)ケズ リ 2~(J. 

Jlliの内底部を硯1(1iとしたも(})。IIIL<J)復｝じII径はIG.3C'm。外底部はヘラ切り木:,J,',j腋、 II緑(11¥-イ本部に

ョ コナデを施す。 共に似 lfli はよく擦られ、 2~には鳩痕が付沿する。

4地点出土土製品 ・石器・石製品 （第37lil. I叉II阪~ 8)

小形土製容器 (I) SC07からII',I・. した鉢状の小形 I・.製容悩である 。破片とな っているが、f-
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第37図 4地点出土土製品・石器実測図 (1/2)

而形は中央が膨らんだ長方形を呈している。口縁部は波状になるものと推測され、短辺側の口縁は

直に立ち上がり、長辺側はやや外傾する。底部は船底状をなし、 4隅に短い脚がつくものと思われ

る。外面は不定方向のナデで仕上げ、ナデの境界の稜を残している。内面はハケメ状のエ具で粘土

を掻きとった痕跡が残る。暗黄褐色を呈するが、外底部は焼成不良のため黒変している。口縁部5.8

X7.0cm、深さ3.5cm前後に復元される。

投弾 (2・3) いずれもSC05から出土した。 2は長さ4.0cm、径2.5cm、重さ23.8gを測り、明

褐色を呈する。表面には丹塗りを施した可能性がある。 3は長さ5.1cm、径2.5cm、重さ24.5gを測

り、暗褐灰色を呈する。

石包丁 (4-6) 4・5はピットから、 6はSC05から出土した。 4は両側縁を欠失し、 2ケ

所にある穿孔部もひとつは半分が失われている。刃部は横方向の密な研摩痕、他は不定方向の粗い

研摩痕が残る。最大幅4.4cm、厚さ0.7cm、孔径0.4cm、0.6cm、孔間隔2.7cmを測る。立岩石製である。

5は刃部の破片で、残存部分に穿孔が見られないことからかなり大形の石包丁になるものと思われ

る。刃部はわりに丁寧に研磨して擦痕が残るが、他は粗い研磨のため細かな凹凸が目立つ。粘板岩
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製である。 6は完形品で長さ11.5cm、幅3.7cm、厚さ0.5cmを測る。刃部は丁寧に磨いているが、他

の部分は細かな凹凸を残している。孔径0.3cm前後、孔間隔2.3cm前後を測り、孔の周辺には一部に

紐ずれが観察される。安山岩製か。

砥石 (7) SCOlから出土した仕上げ砥石である。図示した 4面を使用し、長軸方向に細かな

擦痕、深さ 1mm程の条痕が残る。使用のため中央部はかなり細身になっている。

小結

4地点は北側の 3地点に比べて遺構の密度が高くなってきている。簡単に時代別の調査結果を継

めてみる。

旧石器時代 発掘区の束南部でグリッドを股定し暗黄褐色土・黄褐色土を掘り下げていったが、

石器は出土しなかった。

縄文時代 発掘区の南半に集中した陥し穴状遺構 2基を検出。出土逍物はない。 5地点に配骰さ

れた陥し穴状逍構の延長にあたる一連のものと考えられる。

弥生時代 主な逍構として掘立柱建物 2、竪穴住居 1、竪穴逍構 1、土#/Ii.2がある。掘立柱建物

SB02・05は規模と形態から見て高床倉廊と考えられる。時期を限定し得ないが、竪穴住居SC05・

竪穴遺構SC07が中期後半の所産であることから、これに伴うものと見られる。土り廣も SK31はIH)II寺

期であるが、井戸の可能性があるSK25も主軸を同じくすることからこの時期に考えている。した

がって、集落は消j床倉廊と竪穴逍構を伴った竪穴住居 1棟から構成されていることになる。もちろ

ん居住地域はさらに周辺に広がっているものと予想され、今回の発掘地点は集落内でも広場空ll!Jと

して占められていた地域と考えられる。追構相互も充分な空閑を保っており、集落の規模としては

1つの世帯が居住していたのであろうか。唯一の竪穴住居SC05からは多量の弥生土器が出土し、

丹塗り土器や異形の器台形土器も数多く認められた。祭祀に用いられた土器は通常集落内の土城に

一括廃棄されることが多いが、今回のように竪穴住居の廃絶に伴って埋められているのは、これが

集落そのものの廃絶と関係するためかも知れない。

古代 主な遺構として掘立柱建物SBOl・03・04、竪穴住居SCOl~04·06、溝状遺構SD0~~07が

ある。竪穴住居や掘立柱建物の出土土器は 8枇紀前半から半ばのもので、相互の配慨や主軸の削補i

方位を考慮すると、 3時期の変遷が考えられる。

1期はSC02・03(8枇紀前半～中頃）、 11期はSCOl・04・06(8枇紀中頃）、 m期はSBOl・03・

04 (8世紀中頃～後半）の存続が大きく考えられる。溝状遺構はm期に伴うものである。注意して

置かねばならないのはすべて真北近い振れを計圃方位としていること。 SCOlが建て替えられて掘

立柱建物SBOlに転換されており、当地域における居住施股の掘立柱建物への転換がこの時期に求

められることで、しかもSBOlの造営に合わせて周囲に溝による区画施股も出現している。 SCOlは

床面積が40m'と規模が大きく周辺遺跡で比較しても最も規模の大きな部類に入るものであることは

間違いない。 SBOlも50面を越えており、一般の掘立柱建物に比べて優位性が認められる。 SC05が

有力者の居住施設であり、そのため、掘立柱建物が採用されたと考えられる。 7批紀に入る先行集

落は検出しておらず、当該地に真北方位に近く計画された区画施股や、居住施股が8批紀前半に出

現している様相は、南側の官術との深い関連が示唆される。
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第42凶 掘立柱建物SB06・07実測図 (1/80)

る。

S806 発掘区の北西部で検出 した

1 X 2 J/¥jの建物。SD2I に H グ（の•部

を切られる。桁）jj11Jは以北に対して~60

東へ振れる。村11¥J、h)、：は梁1/IJ9 )~ (27 

0cm) 、 1fr11・ rま 8)~ ・ 1 2 )~ (2~0cm · 360

('111)に復 jじできるが、オI:、人の柱艇跡か

ら外れるものがある。1-1ゥ'(は0.6m1i1J 

後のイ湘冬形をなし、深さは0.6m1iH後

を測 る。柱グ（内 は，'.I.¥色 I・.と茶 色 I・.が
、い

! J1l!.f1'1し、このうら北西部の柱グくは版
,t 

ぷ 11:叶 築状に糸1::j状のJii!.fi'i状況が観察でさに。

き1j: JJ足跡か ら径20cmf'i!の杜材が）llしヽら

｀ れている こと が判明。flゥ'(内か らは
'浴勺

弥;ti:_I・ ・盟怜力{;jヽピニー）レ袋 III', I・." 

SB07 発掘区の北西部にあ ってSl3

06の利：:'./(に・；\JI を切ら ~L に I X I 11¥J 

の建物（） 建物は北に対 して36゚ 束へ振

iしる。柱間、i・v、：は未/!り）iiiリが知く 13)~

(390cm)、 ,N 、IUiliリカゞ I~ J~ (~20cm) Iこ

復 Jじできるが、 1如じ'Ji.1(1iと実際の生l.

列には芹干のずれが認め られる 。 柱

穴の規模は径0.7m前後の不賂な円形

に近い形状をなし、深さは0.3~0.5m。

柱穴内には黒色士や黄褐色土の水平

Ji!: 秘が認められたが柱：)Ji跡はな ¥,,'o

S808 発掘I><屑1部の中央窃りで検

出した弥生時代の大型建物。建物の

周囲には楕SAOlを伴う 。建物規模は

梁間 2間、桁行4間の身舎に、1X 2 

間の庇状張出しを一方の側に備える 。

計画方位が北 に対して25゚ 西へ振れ

た東西方向の側柱建物である。した
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第43屈I柵SAOl・掘立柱建物8B08実測図 (1/80)

がって張出し部分は建物の略北側に位骰する。柱間寸法は 1尺=30cmとした場合、身舎部分が梁IIJJ

8.5尺 (255cm)等l川、桁行は 6尺 (180cm)等圃の企画が復元できる。張出しは身舎の側柱に筋を

そろえた 4尺 (110cm)の出となり、側柱寸法は身舎と同じく 6尺等間となる。では実際に現場で

得られたデータではどうであろうか。スチールテープによる柱痕跡・柱座圃の計測を行っているが、

身舎の梁間は総長514cm(平均）、桁行総長709cm(平均）を測り、共に両側柱の実長は 5cm以内の

誤差であった。ところがそれぞれの柱間寸法にはかなりのばらつきが認められることも事実であり、

施工時に収束できる許容範囲をこの誤差が示しているのかも知れない。

次に 1尺の長さについて触れてみたい。最近まで 1尺30.3cmの曲尺を用いていたが、当時どのよ
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うな度批衡を使用していたのかは不明である。今回これまでにも記してきたのはこの曲尺（明治の

法定尺）の 1尺に近い数値 (30cm前後）を想定しながら説明してきた。今回柱痕跡から得られた実

長をもとに計算すると、梁間総長は 1尺30cm換算で17.13尺、 1間は曲尺8.48尺となる。これを逆に

関数尺で算出すると 9尺等1l1lの場合は 1尺が28.4cmとなり、 8尺の場合には 1尺が32.1cmと1尺が

30cmを大きく越える。一方桁行方向では 6尺等間の場合には 1間が曲尺の5.91尺となり、関数尺の

場合には 1尺が29.5cmとなる。どのような尺度を用いていたのか結論は出ないが、ここでは 1尺が

29cm前後と考えておき、梁r,JJ9尺等間、桁行 6尺等閻の企画を考えておくことにする。次年度に改

めて人体尺度との関係も含めて再度考察することにしたい。

柱掘形は身舎が径0.6m前後の不整形をなし、深さは0.4m前後と浅い。張出し部は約0.3m径の円

形を呈し、深さは0.2m前後と浅い。柱穴内には黄褐色土や淡茶色土、黒色土等で柱材の周囲を固

定する。柱痕跡は20cm前後の径を測り、淡黒色土が堆桁していた。柱穴掘形の埋土内や柱痕跡から

弥生土器が出土した。

SA01A• B 8B08の略東西に配骰された南北方向の塀であり、 8B08と一体をなす。 A・Bともに

4 IIり規校で、 8B08の梁1l1l柱列から 2m前後離れて並行する。柱列の長さは西側のAがスチールテー

プによる総長709cm、1間の柱問寸法は 6尺等間（平均173.5cm)。東側のBは総長694cm、 1 [HJの柱

llll寸法は 6尺等間（平均177.3cm)の企画が考えられる。北端のP17・21は8B08の張出し部側柱と

筋を揃えているのでこれと合わせた 3面庇とも考えられるが、現状ではPl7・18、p20-21nuが他

に比べて広いことや、南端の柱穴が8B08の南側柱列とは柱筋が一致していないことなどから一応

別構造と考えておく。柱掘形は径0.5m前後の不整形であるが、 A・Bの北端P17・21は他に比べ

て規模が大きく長方形に近い形状をなす。深さもこの柱穴が0.65m前後に最も深く掘り込まれてお

り、 Aではその他は0.25m前後と浅い。 Bは図に断而図を示したように第 2・4柱穴が0.3m前後

と浅く、第 1・3・5柱穴は0.6m前後と交互に深く掘り込まれている。柱穴内の埋土は身舎部分と

同じく数層の埋積が確認できた。柱痕跡は径0.2-0.3mをiJIIJり、 P15の下面には黄褐色粘土が敷か

れていた。柱穴内から弥生土器が出土しているが、特にA列の P21からはまとまった抵の弥生土器

が出土している。

SB09 発掘区の南側で検出した 1X 1 llllの建物。計画方位は13.5゚ 西へ振れる。柱間寸法は南

北方向が12尺 (360cm)、束西方向が柱痕跡の心心で11尺(315cm)となり、南北方向に桁が掛けられ

ているようである。柱穴掘形は P1・2・4が径0.5m前後の不整な円形または方形を呈し、 p3 

のみは長さ1.lm、幅0.6mの長円形を呈している。深さは0.4m前後である。柱穴内には径20cm程の

柱痕跡が認められ、この周囲には黒色土・茶褐色土が堆積していた。柱穴内からは弥生土器が少量

出土している。

SB10 発掘区の南側で検出した小規模な建物。規模は 1X 1間。計画方位は北に対して25゚ 西

へ振れる。柱間寸法は東西列 6尺、南北列も 6尺の等間 (180cm)に復元できるがであるが、柱穴

心心の実長は東西182cmで、南北は190cmと僅かに長い。柱穴は径0.3m前後の円形に近く、深さは0.

4mである。内部には黒褐色土の単純埋土が多く、柱痕跡は確認できていない。柱穴内から遺物は

出土していない。

SB11 発掘区の南西端で検出した小規模な建物。規模は 1X 1間。計画方位は北に対して28°

西へ振れる。北西の柱穴は8B12の柱穴によって失われている。柱間寸法は東西列が8尺 (225cm)、

-72-



17.00m 
3,--._ 4 

f函

.l /4,, 
1 

17,00m 

！
 

S811 

worn 

◎ 

13 ISB 

＠
 

◎ 

16,70m 16.70m 

。
4m 

・ぶれ...,, 森1苓象II蒋

第44図掘立柱建物SB09-13実測図 (1/80)

-73-



南北列も 8)ぐであるが実長は230cmと1崩かに辰い。杜掘形は0.4m1lり後の1リ形で深さは0.35mと浅い。

H穴のI祈面には PI・ 3で径10~20cmの柱痕跡が忽め られた。村・グ（内から1他かの批の弥'J:.I・. 悩がII',

I・. した。

SB12 発す>.1:区の南1Jり端にあって、Sl3I Iの柱穴と重板しておりその建杵え と名えら れる。，/I・pl1j)j

位はSl31Iに合わせ、規校は IX 11/ljであるが、l,,+;1(1i和は拡張されている 。,t]:1/¥J寸法は束西列が11

尺 (312cm)、南北列が13)((38fon)と辰 く桁方向を採る。柱掘形は径0.8m、深 さは0.7ml前後と深

く規模の人さなものである 。 H穴断1f1 i には径20cmの柱痕跡が認められ、周囲には数11'•1 のJ'l!.fi'i I・. でli',I

められて1.,,る。+1ゥ'01HI・. から少；んの弥生土器が出土した。

SB13 

J/Jl壊斜1fliで検出し、 L部を失われている。

f l:IIIJ、nxは梁間が I1 Jsc (320cm)、桁行

が12)¥'.(350cm)等間に復元でき る。杜

拙形の'I勺r,i形は上而径が Irn前後のI'JJI'多

に近いものやp6のよ うにJ{円）［クをなす

ものもある 。 深 さは0 .6 ~ I ni1il/後よで
'lj'. 真2~ S l 3 1 :l P

残り、底 1fli まではほぱ怜ししヽ深さに掘り込まれているが、 Pl のみ柱 1、部が•段深くな っている 。

杜は令てにお V ヽて抜Ji~ られてお り、 この抜収り後の且![-卜には焼 !・.やp2のよう に炭化材が辿イ(して

いることもある。残さ れた柱穴JIJlI・. を観察すると幾INにも黄糾色 I'.や、黒色 I・.;、窄が堆梢しており 、版

栖；1犬に），'ill川をl,1ilめたよう である。H穴Jij!_1・ からは少拭のり[J、,1,_I・. 悩がIi',!・.した。

SB14 発枷1/0);、が1対端で検出した"fl: 穴 lつを確認 したのみであり 、米 して1・k1!if_柱建物 となる

のか確定は して Vヽ ない。ただし 、Jil!.1・.の状況が他の利：穴とj,ij様であったこと から応すhr!if. 札建物 と

して JI~扱った。札1!,1・ 札：．建物としては他とj,ij様に，n・111ijJiイ立が北1Jり）jj1リに向くものと 息わオLる。-tl・・グくは

発捌1メの応(1iにかかって検出 している 。径が1.4ml前後、深さはI.Imと規校が）ゞ きい。オl:艇跡は検

II', してVヽ なし'o1 j: 穴J1llI・. から）1旅りを含む弥lj:_I・・悩が8J',・,111, I・. した。

竪穴住居 （第:45~47l'J.I,l'J.ll版18~22)

SC08 発掘Ix:の北1Jり端で•部を検出した。 住屈の南束隅部付近が確認できただけで仝形を知り

得ない。 南北長2.4m以 I::. 、東西長J.3m 以上の方形も し くは長力形の -1~1f1 i JI:~ 状をなし、コ ーナ一 部

は僅かに丸味を幣びる。計画力位は北に対して 3゚ 前後西に振れる。床1fliまで0.35mの深さで、1:,t

而沿いに一段深く溝状に掘り込んで壁溝．と なす。l米而 I・か ら確実に.j:_,t_+穴となるピッ トは確認、して

いない。埋土中から弥生」：器や土帥器の破片がビニー ル小袋 I/!¥!・.している。

SC09 発掘にの中央部束墜際で検出した。住｝国の両墜際を確認したのみでそれ以外は調介1メ外

に広がっている。北西部のコーナーは土堀SK42を切っている。南北長2.55m、平而形は方形もし

くは長方形となり 、コーナ一部は僅かに丸味を帯びる。南北長からすれば規模の小さな仕屈となる。

計画方位は北に対して 5゚ 前後西に傾く。床面までは深さ約0.3m前後を測る 。住居の坦ビ1-.は黒色

土を主体とする堆和が認められ、自然に埋没したようである。壁面の立上がりは下部で丸味を帯び
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るなどSC08と共通する構．造である。l和f1iI・. か らは限られた範Ill!であったため，渚施設や、 j:_村・グくは

確認できなかった。J!j!_1・.t11から弥tj:_I時代の小J',.が I.'.'ヽ＇：出 I・.してしヽ るが、古代のSl<12を切っている

ので 8Ill: 紀代の構築と息われる。

SC10 SCIOは殷紐替えられているため新期をSCIO/¥とし 、lいf1iI噌11で確認 しに111イu,:をSCIO

nとする。

SC10A 発拙lメIY-i'I'"-の西樅際で検出した。北西部のコーナーは''1初，船）11:Iべ外に人 って し＇にが 、

その後、地権行の (ff)!(.を得て拡張し、全形を知る ことができた。，l[・11hj}j位は北に対 して:l7゚ 西へ傾

く0 Jもli1l1はIll約束iJり）j向にあり 、 日mの長さは8.4m、短庫1111{6.1mの規校の大さなJ-I:hn多イu,,;-である 。

: I ー ナ 一 部はイ1,•,: かに 丸味を俯びている。調査は十字に 日1'•1 観察川の1111; を残して）和(1iまで札1!ドげJ木1(1i

を梢11:、さらに応 (iiを除去して住居の掘形を検II',し袖足，加l介を‘必施した。

イ u,,;-o) J,l~1(1i よでは約0 .15 m を i)[IJ る 。埋土は最上 ,ruに薄く ，［い色 I ·.が被り、 IA~1f1i よ では茶色 I ·. ・貨褐

色 I・..,'.I.¥色プIIック 1-.を主体にした埋梢土が｝豆く認め られた。1U,り廃染後に人l.~ 的にJ'llめ）べされて

いるよう である。J,t:1f1iは黄｝火色粘質土を全面に張り枢面際には浅い小溝が巡らされていに。この増

枯','から I・.には，'.I.¥褐色土が壁に沿って認められた。典味深いのは北壁際でこの、！じ褐色卜の I・.;111 (1A、:1(1i 

l-.:lGrn1)に敗と；並行して走る炭化した繊維状の塊が検出で きた。この塊は径 7cm利で筒状にイq,びて

いた()1:,, 釘(1i構築材がそのまま残さ れていた可能性が高 く、黒掲色士も壁体の名残かも知れない，， 先

述のJ,t:1知：．の粘質土は東北部の コーナーでは15cmと高く盛られテラスを形成 している"HJ,りに伴 う

テラ スとしてはこの時期には珍しいものである。床 I・./111はli'il<締り、 1-.1:11状になってし、た，＇

この1米1r1iI・. では｝冦内 1-.JJfliや・)1i跡 ・H切 '(な どを

杉tII IしI..:.,J,,{ 11、)I))廣 (I) I)はIYiり1憶の"'火部に

拙り込 よiLてV、1.-i0 束111J1l11,ll .Hn1、南北1.:lmの 1-.

面規校をfかち、深さはJぷ1(1iからO.:l51llの浅vヽ 鉢状

をなす ，>__: の I噌11にはさらに 1段 ドがっているが

以Iiりの11:1,,;-に伴 うものか。 1-.JJ[, 靭')J,';J Ullは/,t:1f1iより

1 l没翡く Ji',:]堤がつくら ~ L る 。 さらに 、隈 1fli には略

束jlり）j向にピッ トが穿にJしており、このピットを

鈷んだ11i1h線は1u,,;-の樅lfliに'Hi'・する。11ii!I線l-l:はI.

5m、ピッ トの径は0.2m、深 さは約0.11Tl前後を

測る。この）至内土城 と直接関係するピッ トと息わ

'I/真25 SCIOD- I 

れる。 l)J廣内部からは術西部で炭府の）ムがりが；認めれ、 11,Y;1(1j際に炭化材が残{{してVヽた。また、fl=

｝けの"'央部には南北0.8111、東西0.9mの長）j形状に l卑 に幣えたれ）跡があった。内部は炭悩が允悩i

していた 。 この周 UH も•段閻く周提状に盛 I·.げられていた。これら炉跡と！斜1J、j-1・. 堀'iは住｝けの,11iJ!1h線

上に位附するが、炉跡の北側にも浅い土狐'i(D-2)が穿たれていた。

住屈に伴う柱穴は床而の壁際に沿って窃たれており 、余り例のない配附をなしている。削北壁際

にはそれぞれ 6つの柱穴 (P-1~12)がU ~l.6mの寸法で1/IJ隔をl,Mけて配附される 。 南壁の 中

央部分のP-9・10は屋内土城を跨ぐように1.8m前後の柱間寸法を有する 。東両の壁際では東壁

際のみでP-13・14を検出した。このうちP-14は柱穴ではなく浅い落込みの可能性もある。P-12・

13の間隔は0.9mであった。この柱穴の配列は後述するSDlOBで も同様に追認できたので、本来梁
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間3間、桁行5間の規模に復元できる。ところで北壁際の柱穴列の間にはテラス状の張り出だしが

認められ、特に中軸線上に位置する P-3・4間が最も広く、張出していた。住居出入口と関わる

ものかも知れないが、そうなると北口となり、通常とは異なることになる。柱配列から見ても非常

に特異な構造をなしている住居であり、興味がもたれるところである。

次に遺物の出土状況を記すと、埋土中からはパンケース 4箱ほどの弥生土器が出土している。床

面上でも 8個所から弥生土器の破片が散乱した状態で出土。炉内からも甕片が 1点出土している。

さらに、北墜のP3・4 Jlllに位置する個所から完形の壺が出土した。これは床而から約15cmほど上

部である。出土土器は全て弥生時代中期後半のものであった。

SC10B SC!OAの床面を除去した段階で確認した住居。 SClOAの建て替え前のものであるため、

実測I忍1はSC!OAと重複して図示した（朱線）。計画方位はAと同様に37゚ 前後西に振れる。規模は

SClOAに比べて一Julり小さく、現状で長軸長7.35m、短軸長5.6mの規模の略東西に長い長方形を

なす平而形態となる。 SClOBを再度掘り直してSC!OAの床而登生を行っているので盤面は部分的

にしか残存していない。おそらく床面を含めて上部は失われたようで、検出できた盛面は床而下部

の掘1riと息われる。床面上からはまず、中央付近で炉跡を検/11した。北半は上部の炉跡で切り込ま

れているため全形は不明。東西幅0.6mll『後の略方形状を呈し、深さは 4cm前後が残されていた。

南檄際にはSClOAの屋内土城の下部から長さ0.6m前後の小土城が検出できた。この他炉跡に接し

た位性で長軸1.9m、短軸1.lmの浅い裕ち込みを確認しているが、住居の床面から掘り込まれたも

のかどうかは不明である。

住居に伴う柱穴はSC!OAとMじく床面周囲の壁面に沿った位置で検出できた。 P-15-31がこ

の柱穴群で、両北コーナ一部分が不明であるが、ここにも 1つ想定できる。その結果柱穴の規模は

梁IIIJ3 IHJ、桁行 6Jillとなる。柱冊寸法は梁間 (P-20-23及びP-29-32?)のうち端1川が3また

は4)<!(90-120cm)で中央の柱側が9あるいは10尺 (270-300cm)に復元でき、桁行 (P-32 , 15 

-20及びP-23-29)は3尺または 4)もの企画が復元できる。それぞれの柱11IJ寸法にはかなりのば

らつきが認められるためこれはあくまでも想定であることを断っておく。この他床而上には小ビッ

トが確認できている。これらのうちには P-22・30との柱筋に合致するものもあるが、ここでは伴

うものか判断は保留しておく。さて、掘形の下而はかなりの凹凸が認められる。とくに壁際に顕著

に認められる。逍物は南西部の壁際で弥生土器の細片がまとまって出土した。

SC11 発掘区の南西隅部で検出した竪穴住居跡。東南隅部付近を検出したのみである。特に南

側は土取りの斜面にあたり、残存状況が悪い。平面規模は一辺が 2m以上の方形もしくは長方形を

なすものと思われる。計画方位は北に対して30゚ 前後西へ振れる。床面は上端からO.lm前後しか

残存していない。柱穴等の遺構は確認していない。遺物は埋土中から弥生土器の破片が 1点出土し

たのみである。

SC12 発掘区の南端東寄りで検出した竪穴住居跡。住居の南西部分は土取りによる崩落部分に

かかるため、壁面の残存状況は徐々に悪くなり、ついには南壁と南西隅部は失われてしまっている。

また、残りの良い北壁側は中央付近で上端の荒れが認められる。平面形は長軸6.25m、短軸 5.3m 

程の規模を有し、略東西に長い隅丸長方形に近い形状で、壁面の中央が僅かに弧状に膨らんでいる。

コーナ一部分はかなり丸味を持っており、円形住居から方形住居への変化過程の上では古い様相を

残しているといえるかも知れない。住居の中軸線は北に対して18゚ 西へ傾いており、他の同時期の
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仕居と同様の傾きを見せている。調介は十J罰観察）llの畦を十字に残してJ-!i!.トを掘下げていった。l木

而までは残りの艮い北壁側で0.6m近い深さがあ り、竪穴住屈としては墜而が深く 残 っている ）jで

あろう。床而までの且IビI・.は厳」：．而に_I・.部からの洛込み士である黒色土が薄く堆梢 している。 1汀(1jは

かなりインボリ ュー ションが消 しい。この下部には、'.I.':}火色 I・.系統が2陪水平近 くJff'.梢 し、史にJt1f1i

までは炭化物や焼 I・.が多斌に混人 した比較的締りのない、',l_!J凶色 I・と思色十が中央部に薄く 、周辺に

l駁く堆粕 してし、た。この悩は人為的なJり！め）及 しと．息オ）1しるが、これより I・.部の},,'りは1・1然Jjf:柏と、思わ

れる。

床面は偵褐色粘質 I・.と.'.I.¥)火色 I・.のil-もじった硬し、 I・が l・.1f1iに')}父かれ、 I" ?illには焦色 I・.や茶褐色粘収

tが敷かれていた。1t1(1iは北束隅部が 段 閥 ＜、いわゆ るベッ ド；IXのテラ スをつく っている（） ナラ

ス部分の利t1-. は），'i)IJIIO)}米1(1iに比べてiりオした 1・．を使 ’ 
窯＼．＼＼・

川してい る。また、J米J(Jj(})!I況際）｛訓 lには貼J木村I/挽後

に幅 7Cllli前後の煎溝を巡らせ ているが、敗1(1iにはこ

の壁溝にか↓｝て締 り(})なしヽ ｝火．＇．い色 I・.が縦位i:JH•fl't 

してる。収休(})名残と、思われる J米1r11I・. には多J,t・{/)

弥；!::I::. こI.閑怜べ）イ;閲片、 ;;~ ィヒ材＇力{-)'J'lI・. と共に残{(してし、t..::'

こうした辿物はIt1(1i O) 11¥ I・. から 出 1ー． しており • 枯

性が高いも(})と杓えらiしる。これらは、11:1,,:が廃絶

した後に｝火悩処J用として投菓されたのではなく、 何

らかのqi為ゃ11.iliO) ・:'Illをそのよま 情めたも のと

思われる，/11 IJK!i!tもあA>せてI:メlぷ してしヽるが、こ

のうちが'./・ぶ1ft・,:位とそ(/);i:1 (J. 曲A1lI繁(/)/~-: 1(1i 1 : ・!1,1: ぇ/・J

まの状態でii'i(( し 、 tjt•J(部分では悩台：l fl/,11小かよ｝＇

まって1'111I・. してJjり、あ{Jし、（より）！風1・JjJ1,,,・,ALI・(/)

かも知オしなし¥'J/・、未!YI11/片i¥l¥iJi:くでは）＇）祢り (/)・，:':r

を頸部で，1fljり、II料部をfj-1)iiりさせ/・状態(/)も(/)か、）（，

んで 2個休1111I・. してし、る 、この他甕や・,:':1(,・ ・JQ破砕

し た後に よ と めて ii'i し 、 ／• 状況かtjt火:I!り‘，がり で求め

られた。尚、炭化材や焼 I・・(J.広範訓に,;くか<vか、 ljI 

に は」 •． 悩）11・o> I・. 1!11しこ炭イじ+,iか残イfして、jjり、 I會．悩/ff

の廃梨とともに、かなりの焚火が1iわhた）杉跡があ

る。こ うしに11111-AK1mtJ. ~ 地、1,'.t:O)S('O!i!こ近し‘、> 11'1 

土追物 の印よノ<ン I;-ス10箱い也ぇに,I・.(, 片ゃm 1・.

等を除去 した Jt 1fli からはよず、中央付近に）~ i跡が位

置し、径().(11111ili後のiQし叶・11:鉢；!kをなす ，4妥するH-:

面は赤変 していた。よた、IY・i煎際の中央部には);{1J、1

土堀 (D I)が掘り 込ま れていた。」もさ 1.15111、

幅0.7mの屎1リ）Iうに近い形状で貶哨iiは樅1(1iに・n1:す

る。 深さは0.3111程と浅い 0 Ai, 汲1(1iイlillに作菜台として
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JIJしヽ られた化悩i'i;・o){国かii'i:かれたままであった。埋上中から弥'i-:I沿怜(/)他イ漁lj(J)/成片が出,._した。

'YJ I跡とこの）；罰J1-.J/悔を糾ぶ線はfHりの1!1Jli!li線となるが、この中軸線の炉跡と北りr:(/) 11IJから浅い I)}爵

(I) 2)か検出でぎ/・ )ii J, 叶の};{根を支える杜穴は確実なものはなし、か、，t/I跡を4火ん!'未11りでp

・2 Id'{(... t::C ¥ており、

II~C 深 こ は 1ぷ 1/11 から 0.filll 、

これが i:柱穴となる可能性が考えられる

p
 

j) , 1.J:.rfo. 1111,Hi1t:o)J~ 111 

2は径が0.25mと小さく深さは0.15111と戊し、 ll IIIJ、jiJ、u糸り 2 111 t','. 
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1fliまでは約0.3mの深さを測る。住居の埋土は細かなプロック土が複雑に堆梢しており人為的に埋

め戻されたものである。床而上には炭と焼土が広範囲にわたって広がっているのが確認できた。状

況から見て住居が火災にあったというより住）苫の廃梨時に火を燃やして片づけたものと息われる。

J,1-: 而は黒色士と黄褐色ブロ ック士を固く張っ照える。中央部の歎際で炉跡を検出した。炉跡は 1汀(ii

に炭層が川粕 し、上部は黄褐色＿ートで毅われていた。l和iiiI・. からはイ：u,,;. の主杜穴と考え られる ピット

を検出していない。 りJ~ J木を除去する と l柘府が検出できた 。 ill/,\ 15cm-, 前後、深さは10cmに滴たないもの

c 、 ~r.1fllHま隈際に 沿し‘、 1対側は弧状に樅から離れて延びている。土陪断面では床面に掘り込んでい

ることから、イu,,;-内のI/IHI:切りのために設けらiしたものか。辿物は抑土中から弥生土樅がわずかの

lit出土 したのみですべてJ!llI・. 中からであった。

溝状追構 （第39・~8 · ~9l'J.I. 図版22・23)

SD08 発掘IX:の束北部で検出した111;,iの狭い弧状に仲びる構，＇:状辿構:0発抑！似．の北収から 南西にイqi

び緩やかに）又転 して束1hh向に向う。枯'1'状辿HI/.Sl)09Aと接する 部分で収束する 。1j11,¥Q.:lm1前後、深

さO.lm、1-1:さは2Gmを・確認した。JI!!.!・. ii Iからダ1JI:.I'. 器が I.'.'.i: /I', I・. したのみである＞

発掘いの北 111.j惰11で検出 した ｀， 近年 まで使オ ） ~ L て V ヽ I-.:

Aは東北から1h11り）j向に1i'(線的にイq,びる 多条溝，， J乏さ:1:JIllを検出しに，， 1111,¥は4、 Gmで、

SD09A・B・C -j屯0)If(I I I 1KU・ 各的り:,,SI)09 

7本作の

小溝が平1iして走る。北束収から約10111程の地.'.'!:で1位• も束jl[ljO)i/れ以外の多くの小溝が 11. 途切~L 、

これよ り先は底1(1iが111Ii'りをなしてしヽる。り府のJllll・.は黒色 I・.・I火．＇．［＼色 f-_O)lj'i. 純Jj凶'iをなしてし'!...:.. s 

D09Bは北11昇:11からSI)09/¥に向って走り、 11'Uりi..:.1Jr iして二、SI)09/¥と.,r(複して走る。llli,¥ I 111 1ii/後、深

さは0.5mと深く、北束部では I:り~lcSK31 · 35 を掘り込んで構築さ れてい る 。 S l)09 CはSU09/¥から

直角に悴j束）il11JへfJilびる溝，、 辿結部から 19mの長さで梢滅する。1111,¥I m Tlり後で、深 さは0.2mと浅

し＼。埋十．はII行，'F褐色 l・.O)lj'i. 純JtHiであっに ）令ての溝が掘りi1Tされてお り本来はJ!!M0.5m1l1i後のり',','

であった ようだ，， JIil.1・.i11から弥牛 、けdt(})1-.r. 怜疇近代の陶磁悩が1111I・．してしヽる。視在の）：Ill J也1/phjと

は合致していないので、l11llJ-J)if,外iii以前の水路施設と どえられる．
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SD10A• B 発掘区の北半で検出した区画溝。相対する 2本の溝からなり、共に直角に折れて

北と東西に延びており、 2つの空間を区画する溝のコーナ一部分を確認したことになる。西側をS

DlOA、束側の溝をSDlOBと呼称する。ともに上端は多少の出入りがあるもののほぽ直線的に走っ

ている。計画方位は北に対して 4゚ 前後西に振れている。

SDlOAはコーナーから西へ約 7mの長さで発掘区の外に延びてゆく。北側は8.5m延びたところ

でSD09Bに切り込まれるが、これより先では連続する溝を検出していないので、この付近で収束

するものと思われる。溝の幅は北側が0.7m、西側が0.9m前後で、深さも北側が0.2mと浅く、西側

は0.4mである。横断而は逆台形をなしている。埋土は黒色土が下層に、黒褐色土が上階に単純堆

梢している。底而はコーナ一部が最も低くなっている。

SDlOBの方はコーナーから東に13.5mの長さで発掘区外に延びている。北側へは約13m延びた

ところで立ち上がっている。溝の幅は北側が0.6m前後で、東側は lm前後をi)IIJる。断面形は逆台

形をなしているが、北側の溝底面は凹凸が著しい。底面のレベルを見るとSD!OAと同様にコーナー

付近が最も深く、北溝と東溝では北溝の方が15cm程一段下がる。埋土は最下而に黄褐色土と黒色土

のプロックが簿＜堆積し、その上層には腐植土層であろうか黒色土が10cm堆積している。埋没は自

然堆梢と思われる。 SDlOA・Bの北側溝間は心心で約4.50mのfill隔がある。両溝IIりは道路として

利用された可能性が高いが溝間では路盤やその下部の投生などは検出していないが、北1JII)ではこの

延長上で道路状遺構SXO!が検出できている。また、両区圃の内側で掘立建物等は検出していない。

SD11 発掘区中央やや北寄りで検出した溝状逍構。南北方向に伸びたもので長さ約13mを検出

した。幅0.6m前後、深さは0.2-0.4mを測る。南側は弥生期の溝SD22を切っている。底而は緩や

かに南へと降る。溝の方位は呉北に対して 8゚ 東に振れる。北側はSD!OAのコーナー付近で収束

しており、これも 8D10~1] を通過する道路の側溝かもしれない。出土逍物はない。

SD12 8D11の束側に並行して走る南北方向の小溝。長さ3.6m、幅0.35m前後、深さは5cm程と

非常に浅い。埋土は黒色土の単純堆梢で、出土逍物はない。溝の方位は呉北から10゚ 束に振れる。

SD13A~D SD12の東に約 2m離れて並行する南北方向の小溝群である。途中途切れているた

め南溝から A・B・C・Dと呼称する。 Aは長さ3.5m、幅 3m前後、深さはO.lmと浅く、南側が

一段深くなる。 Bは長さ2.5m、幅と深さはAに等しい。 CはBから 5mの間隔を骰いてきたに位

置する。長さ1.8m、幅0.45m前後、底面まで0.2mであるが中央部は更に一段落ち込んでいる。 D

はさらに 3m北側に位慨し、長さ2.5mを検出。北端は溝SD21に切られている。埋土は黒色土の単

純堆積で、出土遺物はない。溝は真北からやや東に振れている。

SD14 8D13の東側を並行して走る南北方向の小溝。 8D13と同規模で近接した位憫にある。長

さ7.8m、幅0.35m前後、深さO.lm。この溝も黒色土の単純堆積であり、弥生土器と土師器が出土。

SD15A·B• C 発掘区の中央やや西寄りで検出した連続する東西方向の小溝。 Aは西溝で長

さl.lm、幅0.2m深さは0.lm。Bは長さ3.3m、幅は0.3-0.6mと出入りがある。底面も凹凸が著し

く深さは0.1-0.3mとばらつく。 Cは長さ0.8m、幅0.25m、深さはO.lmである。本来は途切れてい

ない可能性があり、その場合総長は6.5mとなる。埋土は黒色土の単純堆積、出土遺物はない。

SD16A・B・C 8D15の南に並行して走る連続する小溝。長さはそれぞれ1.5-2.4m。Cが土

壊SK44と切り合っているためプランが確定できなかったため総長は6m前後となる。幅は0.3m前

後、深さはO.lmと浅い。埋土は黒色土の単純堆積。出土遺物はない。
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8D17 SD16の南側 7m離れた位置で並行して走

る小溝。長さ3.2m、幅0.2m、深さは 5cm前後と浅

い。埋土は黒褐色土で、出土遺物はない。

8D18 発掘区の中央寄りを東西に走る溝状遣

'構。長さ14mを検出した。僅かに蛇行しながら西か

ら束へと伸び、溝SD23付近で消失する。西側から

徐々に幅を広げ途中でさらにもう 1本が合流する。

最大幅は1.3mを測る。深さは0.2m前後と浅い。埋

I・. は黒色土の単純堆税。埋土中から弥生土器が小袋

1つ出土しているが流れ込みと思われる。

SD19A• B 発掘区の中央寄りにあってSD18の

附側を平行して走る溝状逍構。 A溝はSD20A付近

から始り東に 7mの地点でB溝と合流してさらに

東へ向い、発掘区外に伸びてゆく。 Aの111;:は0.1m

前後、深さはO.lm前後、 Bは1[11;:o.Sm前後、深さは

0.15m前後。共に横断而は浅いU字形をなし、埋土

は黒色土であった。埋土中から弥生土器や土師器片

が出土しているが）耕滅が著しい。

SD20A~C 発掘区の中央寄りで検出した南北

)i向の連続した小溝状逍構群。長さは0.17-3.lm

とばらつき幅は0.35m前後。総延長は9.1mである。

q, 央のBは底面が更に一段落込むが、この部分には

貨褐色土と黒色土が堆梢していた。それ以外は全て

IA¥色土であり、底面のl!.'I凸を一且埋めて平坦に幣え

たものと思われる。出土遺物はない。

8D21 発掘区の北西部にあって北jl_qから南束)j

1111に連続して並ぶ小溝状逍構群。方位は呉北から西

に対して約45゚ 西に傾く。それぞれの長さは1.4-2,

2mと小規模である。幅は0.3m前後で総延長は17,3 

mを確認した。深さは0.2-0.4mとばらつきを見せ

る。このうち B溝はSB06の柱穴を切っている。ま

た、 CとDの1lllにはSD09Aが走っておりこの部分

にもさらにもう 1つ存在していた可能性が商い。

8D22 発掘区の中央付近にあって西北から南束

に向って伸びる溝状逍構。西壁からその始りを確認

し、 24m南西に走った地点で消失している。溝の両

端は僅かに出入りが認められるがほぼ直線的に走っ

ている。溝幅は南東に行くに従い徐々に幅広くなり、
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平均0.8m程である。西北部でSDlOAやSD09に切られている。重複した遺構の中では最も古い。溝

の南半は底面にかなりの凹凸があり一部は土城状に掘り込まれている。埋土中からパンケース 8箱

ほどの多祉の弥生土器が出土している。溝の方位は北に対して27゚ 前後西に振れる。

SD23A• B 発掘区の中央付近にあって一部はSD22の束側を平行して走る溝状迪構。北側はS

DlO付近から始り弧状に曲りながら南東に向う。その後更に南に伸びて一旦はSD19で消失し、 1 

mのIMJ隔を骰いてまた始っている。そのため北溝をA、南溝を Bとした。 A溝は長さ約26mを確認、

幅は北側が0.3mと狭く、南側の一部で0.8mと幅広くなる個所がある。底面の深さも北側はO.lm前

後と浅いが徐々にその深さを増し南側の幅広い個所は深さも0.35mと最も深くなる。そして消失す

る南端付近はまたO.lmと浅くなっている。 B溝は1.2m南の下ったところで直角に反転し東へ向い、

その後は発掘区外に伸ぴて行く。両溝で特異なのはA溝が幅や方向を変える地点と、 B溝が直焦に

反11伝する地点にはそれぞれSX04A・Bとしたピットが掘り込まれていることであろう。共に径が0.

4mの円形で、深さは0.9~1.0mと非常に深い。このピットがどのような役割を果したのか不明だ

が、柱を据えるための穴とも考えられる。溝の埋土からはピニール 3袋の弥生土器が出土している。

尚、溝の111r.1や溝の方向から見ると、北側のSD08と述続するものとも考えられ、あるいは弥生期の

集落内を区画する溝であったかも知れない。

S024 発掘区の中央付近にあって東西に走る溝状遺構。西側はSD22付近から始り束へ4.5mの地

点で消失する。溝の両端は出入りが激しく、溝幅は0.3~0.Bmを測る。底部は平坦で10cmに満たな

い。埋土は黒色土で、出土遺物はない。

土壌（第50~52國，図版24~27)

SK32 発掘区の北西部にあって西壁際で検出した土城。上面の規模は長軸長1.45m、短軸長0.8

mの規模の・1乏円形をなす土城。底而までは約0.5mの深さで北側は途中に段がつく。長軸の方位は

北に対して30゚ 近く Pりに傾く。埋土は底而に15cmほどの黙色土と黄褐色土が混じった土が堆梢し、

この上部に駄色土が単ーで埋梢していた。下1面の堆税土は、土城廃梨時のものではなく掘削後に底

而を腋えるために敷かれたものと思われる。したがって本来の土城底面はこの下隔土の上而となる。

黒色土の中から器台や甕等の弥生土器の破片が投梨された状態で出土した。

SK33 発掘区の北西部にあってSK32の7m南側で検出した弥生時代の土城。検出したのは土城

の束半分だけで西半は調査区の外に位骰する。南北長1.98m、南側に一段テラスを設け更に深く掘

り込む。底面までの深さは0.55mを測り、底面は凹凸が認められる。南側のテラスから底面にかけ

て暗茶色土と淡黄褐色土を薄く敷いて壁面と底面を整える。上部には黒色土系の土暦が3暦埋租す

る。この層中から弥生土器の破片が図に示した状態で出土している。

SK34 発掘区の北西部にあって溝SD09Bの南岸で検出した土城。長軸は溝の方向とほぽ等しく

北半は溝によって削られている。長軸長1.8m、短軸長0.6m以上の長円形をなすものと思われる。

底面までは0.45mの深さで壁面も直線的に整えられている。横断面は逆台形となろう。埋土中から

弥生土器がビニール袋 1袋ほど出土した。長軸の方位は真北に対して40゚ 前後西に振れる。

SK35 発掘区の北西部にあってSK34のすぐ北東部に位置する。同じように溝SD09Bによって

その南半を削られている。長軸長1.8m、短軸長0.95mの長円形の平面形状をなし、深さは0.8mを

測る。長軸の方位は真北に対し46゚ 西へ振れる。出土遺物はない。

SK36 発掘区の北東隅部で検出した落ち込み。径 3m前後の不整形に広がるもので、底面には
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別の土城SK38が北束部に穿たれる。底面までは5cm程度の浅い掘り込みであるが、壁際の 3個所で

皿状に落ち込んでいる。この落ち込みは底面から0.2m程の深さを測る。埋土は黒色土の単純堆積

である。弥生土器が少抵出土した。

SK37 発掘区の中央付近にあってSD22に接して位置する土城。長軸長1.45m、短軸長1.05mの

不整形をなす。北束部が2段堀され深くなる。底面まではO.lm、最下面は0.55mの深さである。埋

土中から弥生土器が少益出土した。長軸の方位は真北から40゚ 東に傾く。

SK38 発掘区の北束隅部にあってSK36の底面で検出した小土城。長軸1.05m、短ili1II0.85m程の

長円形をなす。底面までは0.65mの深さで、断面は裁頭円錐状に近い。土城の上部から弥生土器が

出土した。

SK39 発掘区の北東部にあって検出した貯蔵穴。現状で上面は不整形をなしているがこれは崩

落によるものであり本来の形状を留めてはいない。復元すると径 lm前後の円形になるものと思わ

れる。通常あるフラスコ形にはならず、内部は八つ手状に横穴を掘り込んでいる。底面の最大長は

2.lm。内部には黄褐色土と黒色土が互層に堆積していた。廃棄にあたっては人為的に埋め戻され

ていた。出土遺物はない。

SK40 発掘区の北東部にあってSK39の約 3m南西部に位骰する。長軸長1.5m、短軸長1.3mの

楕円形に近い平面形状をなす。長軸は呉北に対して59゚ 傾く。底而までは0.35m、断面形は U字が

開いた形となる。底面から上面までの1/2は賀褐色土とII飢lヽ＼褐色土が堆積し、その上部には黒色土

が埋積する。黒色土中から弥生土器が少批/JI土している。

SK41 発掘区の北半部西猥際で検出した小土城。溝SD09Aの東溝j-J;Jで検/11した。長軸は溝の方

向とちょうど合致している。 1.3m、短軸長0.6mの規模が残されており、平而形は長円に近い。底

而までは0.6mJ)lJ後で横断而が逆台形をなしている。長軸の方位は37゚ 東に傾く。埋土は黒色土が

上部に堆梢し、下部は茶褐色土であた。埋土中からパンケース1/2程の弥生土器が出土した。

SK42 発掘区の北半束墜際で検出した不撒形な落ち込み。東側は発掘区外にあたる。また、東

南部を住居跡SC09に掘り込まれている。中央部分が浅く周囲が一段深くなるなど周溝状になって

いる。南北長2.5m、短軸長1.8m前後の規模で、）昔l溝状の落ち込みは幅が0.5-lmまで出入りが激

しい。深さもO.lmと非'Ii¥'に浅い。埋土は黙色土の単純堆梢であった。埋土中から弥生土器が少批

出土した。

SK43 発掘区の中央部束寄りの地点で検出した土城。西側の上部を溝SD23Aが通過する。両者

の時期的な前後関係は土陥断面でも判断できなかったが、 SK43から出土した土器群はこの溝の部

分からは出土しなかったので土城が古いと判断した。長軸長2.7m、短軸長1.5m、南側の壁面は途

中にテラスを作って底面に至る。底面までは約0.5mの深さを測り、底面は凹状に浅く窪んでいる。

底面に黄褐色土や暗茶褐色土のプロック土を敷いて整える。この上部には黒色土が3層水平に近く

堆積していた。上部の 2層から弥生土器がパンケース 2箱程出土している。長軸の方位はほぼ真北

に向いてる。

SK44 発掘区の中央西寄りで検出した小土城。溝SD16Cに北側を掘り込まれる。長径0.9m、短

径0.75mの長円形に近い形状をなす。深さは0.65m程で内部に黒色土が堆積していた。埋土中から

弥生土器片が4点出土したのみである。

SK45 発掘区南半の西寄りで検出した弥生時代の土城。弥生時代の住居跡SC13と大型掘立柱建
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物8B08の間に位置する。平面形は上端で長軸長2.6m、短軸長1.35mの不整な長円形に近い形状を

なす。北側上面に約 lm程の浅いテラスが連続して接する。南側が最も深く掘形底面までは0.35m

を測る。北側は前述のテラスから階段掘りで南側の底面に至る。北側テラスは底面の凹凸が著しい。

土城の最下部には暗褐色のプロック土を10cm程敷いて底面を整える。この上部は淡黒色土・黒色土

が堆和する。この黒色土内から丹塗り土器を含む弥生土器がパンケース 1箱出土した。長軸の方位

は呉北に対して16゚ 西に振れる。また、この東には 1条の溝が柵SAO!Aの柱穴まで延びている。

発掘区の南半中央よりに位置する弥生時代の土城。掘立柱建物8B08と柵SAO!Aに挟まれ

た場所にあり、柵の柱穴が土城の南端を僅かに切っている。平面形は上端で長軸長1.8m、短軸長1.

lmの規模からなる長円形に近いもので、北端は浅いテラスが掘り込まれている。そのため掘形底

SK46 

7・OOm 
1、黒色土（黄褐色粒子混入）
2. 黒色土
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第52図 土城SK45-47実測図 (1/40) 
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面までその部分のみ階段掘りとなっている。掘形の底面までは0.3mと浅い。土城内の最下部には

よく締った黒茶土（黄褐色ブロック土含む）が敷かれて底面を整える。上部の黒色土からパンケー

ス 1箱の丹塗り土器を含む弥生土器が出土した。長軸の方位は真北に対して12゚ 西に振れる。

SK47 発掘区の南半東寄りで検出した弥生時代の土壊。柵SAOlBの東側に位置している。平面

形は上端で長軸長1.22m、短軸長0.88mの楕円形に近い形状をなす。南東側の壁面に一段テラスが

認められる。底面までは深さ0.5mを測る。最下部に淡黒灰色土（黄褐色ブロック土混入）を敷い

て低面を整え、上部には黒色土が堆積していた。この黒色土中から丹塗り土器を含む弥生土器がパ

ンケース 1箱出土した。長軸の方位は稟北に対して約45゚ 西に振れる。このような丹塗り土器を含

む土城は祭祀土城と考えられる。

陥し穴状遺構（第53・54図，図版28-30)

SK48 発掘区の北部にあってSD09Aの底而で検出した。上端面は長軸1.2m、郷[11110.75mの[1/ll丸

長方形に近い形状をなす。長軸の方位は典北に対して約55゚ 束へ振れる。上而を溝が通過している

ので残りは良くない。残りの良いところで底而まで0.8mの深さが認められる。整而はほぽ直線的

に整えられ、底面は中央に向かって緩く凹而をなす。底面の中央に杭固定のピットが窃たれている。

上面径0.2m前後の長円形に近い平而形を呈し、 0.45m掘り込まれる。土＃廣内は黒色土系統の土層

が埋梢し、杭ピットには淡黄灰色粘土が充瑣されていた。この土腋の掘削は必ずローム下部の粘質

土まで達して底而を作り、一旦ピットを穿った後に掘り上げた粘質土を利HJして杭の固定を針って

いる。こうした方法は北側の栗崎遺跡で明らかとなっている。そのため、底而状では平而的に杭ピッ

トを精究しても検111できないことが多く、あたりを付けてその部分を半裁して初めてl!J-J瞭になる。

尚、埋土上層から土師器片が5点出土している。後の混入であろう。

SK49 発掘Ii.の北部にあって、 SK/48から南束 6mの位置で検出した。西側を8B07の柱穴に掘り

込まれ上部を失う。また、上部の1/2は墜而が崩落し本来よりも広がっていた。残存する部分で上

端而は長i[ilhl.lm、短1[111;0.75mの隅丸此方形に近い形状をなす。長i[i;hの方位は典北に対して42゚ 西

へ振れる。猥而はほぼ直線的に．幣えられ、底而は平坦而をなす。底而の中央に枕固定のピットが穿

たれている。上ffii径0.2m前後の長円形に近い平而形を呈し、 0.15m掘り込まれる。：Iこ城内は黒色

土系統の土踊が埋積し、杭ピットには淡黄灰色粘土が充瑣されていた。この土城の底面もローム下

部の粘質土まで達しており、 SK48と同様である。また、規模と形状もほとんど等しい。

SK50 発掘区の北東部にあって、先のSK19からは!Om程南東に離れて位樅する。上部は墜面が

崩落し、 Jill状に落ち込む。残存する部分で上靖面は長l[¥h0.9m、短軸0.62mの端正な[I/J.I丸長方形を

なす。長軸の方位は典北に対して直角に振れる。墜面はほぽ直線的に垂直近く掘り込まれ、底而は

平坦面をなす。底面の中央に杭固定のピットが穿たれている。上面径O.lm前後の円形に近い小規

模なもので、 0.28m掘り込まれる。平而ではこの杭ピットからは 2本の杭痕跡を確認した。深さ25

cm、径2cm。下部が先細りとなっている。粘土を充填した後に杭を強く打ち込んだものと思われる。

土城内は黒色土系統の土語が埋積し、杭ピットには淡黄灰色粘土が充填されていた。この土城の底

面もローム下部の粘質土まで達していた。

SK51 発掘区の中央付近にあって、 SK50から南側に12m離れた位館で検出した。周囲は南西に

向かって傾斜しており、先の 3基とは標高で lm程低い位慨に配置されている。この土城も上部は

壁面が崩落し、皿状に広がって落ち込む。残存する部分で上端面は長軸1.04m、短軸0.65mのやや
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不整な隅丸長方形をなす。長軸の方位は真北に対して80゚ 程西に振れる。壁面はほぼ直線的に垂直

近く掘り込まれ、底面は僅かに凹面をなす。底面の中央に杭固定のピットが穿たれている。上面径

0.2m前後の円形に近いもので、深さは0.12mと非常に浅い。杭痕跡は検出していない。この杭ピッ

トは上部から落ち込んだ黒色土が最上層に認められ、下層は粘質土を充填する。

SK52 発掘区の中央部にあってSK51から南に11m離れた位罷で検出した。周囲はこの調査区内

では最も落ち込んだ位懺にあり、周辺の標高は15.8m前後である。この土猥も上面が皿状に落ち込

んでおり、下部の上端面もかなり出入りが著しい。残存する部分で上端面は長軸1.15m、短軸〇.83

mの不整な隅丸長方形をなす。長軸の方位は奥北に対して直角近く振れる。壁面は剥落し、一部内

湾するところもあるが概して傾斜は急ではない。底面は平坦面に整えられ、中央に杭固定のビット

が穿たれている。上面径0.2m前後の円形に近いもので、 0.2mの深さがある。この内部は粘質土が

充填され、杭痕跡が4本確認できた。深さ13cm、径 1cm前後の細いもので、下部先端を尖らせている。

SK53 発掘区の南半にあって土城SK47に隣接した位憫で検出した。上部は墜面が朋落し、皿状

に落ち込む。残存する部分で上端而は長i/i/J0.88m、短軸0.66mの隅丸長方形に近い形状をなす。長

軸の方位は奥北に対して44゚ 西に振れる。壁而はほぽ直線的に垂匝近く掘り込まれ、底而は平坦而

をなす。底而までは約0.8m。底而の中央に杭固定のビットが穿たれている。上面径0.3m前後の円

形に近いもので、 0.3m掘り込まれる。杭痕跡は一段下げたところで 6本を確認した。杭痕跡はピッ

トの底而まで述し、径は 2-4 cmとばらつきを見せる。下部先端は先細lりである。

SK54 発掘区の南半にあってSK53の西側 8mの位箇で検出した。北側上而は弥生時代の掘立柱

建物8B08の柱穴によって掘り込まれる。平面形は上端部で長軸0.88m、短illh0.78mと、これまで説
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明 してきた1(((1しグくに比べると111,,・;i.Lくの隅丸長）j形をなす。認抽の）jf: 立は兵北に対して36゚ 1Jりに傾く 。

A1,t lfljはほぽII忙線的に恥1'(近く掘り込まれ、底而は平坦「(Jiをなす。底lfliまでは約0.65mと浅い。底面

の中央付近に杭!,'il:,i.:'.の ピッ トが穿たれている 。 上面径0 .25ml前後の 1 り形に近いもので 、 0.~ 5 m掘り

込まれる 。杭：jj,£ 跡 は 段 1-・げた ところで 5本を確認した。杭痕跡の径は 2~ 5 ('Illとばらつきを兄せ

る。陥 し穴のJ'I!.I・. はl'J..Iにぷしたように上部1/2に黒色土がiH'梢し、これより 1--部は中央付近に111]かっ

で沿ち込むように、'.I.!:色 I・.に近い各種の土陪が堆粕している。ただしその変化は漸移的である。底1(1j

は），','JI川の松ぶ,;:jが似jいためか貨褐色ロームで掘削が終わっている。そのため杭ピット内はリ_!,色卜と貨

褐色11ームがiJもじった1、Vi質 tで允填されている。

SK55 発拙1べの北'1"-1J認りにあってs[; 戸ごtぇ
f'・ 

I)09の 1:f11Sで検出 した。 I・.部は溝によっ lぶ

や北窃りに杭l,';J定の ピットが穿たれてし‘

"'マ：’

写:兵30 SD09、SK55検出状況

る。 , .」 (ti径0.25111 1iii後の 1リ形に近しヽもので 、 0 . ~ 5111掘り込まれる 。 杭痕跡は確詔できて V ヽなしヽが 、

+Aピッ ト1J、j(よ貨1火色の粘n,-.が允Jr£さ1してしヽた。

庶倒木根鉢土i廣 （図版:i1-:l2)

SK56 発拍似の1中j'1"-111央付近で検出 した。径2.5ml前後の小将な1リ）,iをなす 1・.1(1jにfllijSAOIO)村穴

が穿にhる，， 約0.2111利掘り ドげたがその根鉢プランを1リlィi'{i;にし得なかった。'j''.1(1iでは貨褐色 1-.の

Jjくがりのij1に北側‘がりに茶褐色,-.のJ!t梢が如(tiに観察できたがこオしは深さ0.2111で終わったのみで

ある。例木）il11Jは北から怜j}j向に復）じでき る。

SK57 発掘Iメ．．の1hl-'11央‘がり にあってSf<56の東側に9111離れた位附で検出した。認1ii113.lm、短

庫1112.0mの 馴l形を星する 。認li1l1は良北から25°・末に振れる。断而は半円状に窪み、中央部で1.2m

の深さを測る。上而では周縁に茶褐色土がめぐり、内部に黄褐色土が広範囲に）ムがっていた。断而

の土層観察では周縁にあった茶褐色土がそのまま壁而に沿って最下部まで一部途切れるものの繋がっ

ている。周囲の地山は上部に茶褐色土、下部に黄褐色土であるが、この士堀内では逆転した椎梢と

なっている。茶褐色土の堆積は南側に多いことから倒木方向はSK56j;;J梯に北から南への方血が復

-; じできる。

その他の遠構 （第551公I,図版32)

SX01 発掘区の北端にあって南北方1,1Jに延びる追路辿椛。約15mの長さを確認した。北側は発

掘区外にあたり、南側は構：S D09Aによ って削半されている。幅はJ.5~2.0mと両側は多少の出入

りが認められる。横断而は浅い皿状に窪み、深さは最深部で0.25m。基底而は凹凸が著 しい。断面

の土層観察では最上層に疱 く黒色土が被り、この下部に 5cmほどの厚さで黄褐色土が、更に10cm程

黒灰色土が敷かれている。また、最下部は淡茶色土を附いて碁底而の凹凸を平坦に均している。最
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上層の黒色土を除く埋積土は非常によく締っ

て固いものである。特に最下層の淡茶色土

は発掘で使用する鍬の歯が立たないほどで

あった。この遺構はまず、地面を皿状に浅

く掘り窪め、その凹部に粘質土を敷き詰め

上から人為的に強くたたき締めて硬化面を

作ったものと思われる。両側に側溝を伴わ

ないが、道路の路盤と判断できる。中軸線

の計画方位は奥北に対して 5゚ 程西に振れ、

この方向は区画溝SDlOA・B間の延長線上

に位梱しており、両者が密接な関係にある

のは間述いない。

SX02 発掘区の北半束壁近くで検出した

埋甕遺構。長軸5.5m、短軸0.25mの平而形

が長円形に近い小土城を掘り込み、内部に

土師器甕を水平近くに埋骰したもの。上部

はすでに欠損し、下部を残すのみである。

僅かに残された甕内の埋土中には微批の焼

骨が混入していた。主軸の方位は口縁部が

北に対して120゚ 西（南西）に振れている。

SX03 発掘区の南端中央部で検出した木

棺幕。掘形の平而形は此軸2.lm、短illih0.65

m前後の11/ij丸長方形をなす。主軸の方位は2

2゚ 西に振れる。検出時に上面を梢究したが

変化がなかったので10cm近く掘り下げて＊

棺のプラン検出を試みたが確認できなかっ

た。そのため中央部に土J盈観察の畦を 1本

横方向に残して掘り下げてみた。土隔を精

査したところ上部に被る黒色土の下溜で縦

方向に分踊できたため木棺と判断できた。

木棺と周囲との巡いはほとんど不明で僅か

に堅く締っているのみである。木棺募の幅

は35cm。長さは1.8m前後である。掘形底而

はこれより 15cmほど下がり、凹凸が激しい。

ただし、最下部は土城掘削で掘り崩した土

を敷いて、木棺底面を平坦に均している。

SX04A• B 弥生時代の溝SD23に伴うビッ

ト。柱穴の可能性が高い。溝SD23の項で説
第55図 その他の遺構SX0!-03実測図 (1/10,1/30, /40) 

る）

1m 

,. 17.6m 

60畑

／
 

楓形平i!il
SX03 

16.6m 

-93-



明した。

SX05 発掘区の南端西寄りで検出した道路痕跡。幅 2m前後、長さ17mにわたって凹凸が著し

い範囲である。深さは0.1-0.2mを測る。埋土は灰青色の水田耕作土と思われる締まりのない土が

黒色土と共に詰まっていた。路盤の硬化面を検出したわけではない。ただし、 SXOl・SDlOの南側

延長線上に位骰することから、道路遺構と直接関係するのか不明であるが、往来による![次弱化が原

因でこうした凹凸が出来たとも考えられるので一応道路痕跡として揚げておく。

SAOl 出土遺物

柵・掘立柱建物

SA01・S808出土土器（第561区1・図版

49) 

1・2はSAOlのA列柱穴から出土し、

3はSB08のP-9から出土した。

弥生土器

壺 (1) 丹塗り広口壺の口縁部破片

で、口径33.0cm前後に復元される。口縁

部は外傾する鋤先口縁をなす。口縁の内

への突出が強く、外端部は強いナデによ

り而をなし、凹線状に中央がくぽむ部分

SB08 

。 '°" 

もある。 1-2 mmの長石、石英粒をわり

に多く含む胎土で橙褐色を呈する。

甕 (2・3) 2は甕口縁部から胴部

,, 3 上半にかけての破片で、口径31.0cm前後

に復元される。やや外傾する鋤先口縁を

なし、口縁部の内への突出は弱い。胴部
第56図 SAOl・SB08出土土器実測図 (1/4)

上半はやや張りをもつ。口縁部上面には

一部黒斑が観察される。 3も甕の胴上部以上の破片である。口縁は逆L字に外反し、上面が若干＜

ぼむ。口縁端部はやや厚くなり、丸くおさめるところもあれば部分的に強いナデにより面をなす部

分もある。外面全面に煤が付着している。復元口径31.0cm前後、茶褐色を呈する。

$B12出土土器（第57図）

弥生土器

鵬瓢l 戸
[

三 -=-r 
,, 2 

20畑

第57図 SB12出土土器実測図 (1/4)
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壺 (1) 復元口径13.6cm。口縁部は鋤先状に肥厚し、上面を水平に整える。内外面ともヨコナ

デを施す。

甕 (2・3) 2は25.6cm、3は35.6cmに復元できる。ともに L字口縁をなし強く内面にも突出

する。胴部には張りがない。胴部外面にタテハケ、内面にナデ、口縁部はヨコナデを施す。 2は赤

褐色のスリップを施す。 3の内面は焦げた形跡がある。

竪穴住居跡

SC08出土土器（第58図，図版49)

土師器

皿 (1・2) 1は復元口径16.5cm。体部と底

部に境が丸味を帯びるもの。外底部は手持ちヘラ

ケズリ、口縁部はヨコナデ、内底部はナデを施す。

2は口縁部から底部に至るまで明瞭な屈曲部を持

たない。盤の可能性も高い。外底部に回転ヘラケ

ズリ、口縁部付近はヨコナデ。復元口径26.0cm。

SC10出土土器（第59胤 l~IJ版19)

弥生土器

ロニロニニ］
ミ一ーー"1 =~ ジ『

0 "'" I-'―, ,-'↑ -- - I 

第581以ISC08/1¥土土器実ililll以I(1/3) 

壺 (1・2) 1はほぽ完形でLI径16.3cm、器il'li15.lcm、底径7.8cmを測る無頸壺である。 1-1緑部

は強く屈訓して外）又し、）Jli! 部最大径がやや下にある。 LI縁部には 2孔 1舟llからなる穿孔を 2ケ所に

施している。孔径0.5cm前後で、焼成前にLI縁部」；而から下に向かって穿孔している。内外而はIf'!

滅する部分が多いが、基本的にはナデにより仕上げられており、内而底部近くには微かな指頭I王痕、

口縁部上而にはハケメが観察される。胎土は砂粒をほとんど含まず精良であり、白黄褐色を呈する。

黒斑は観察されない。 2は丹旅りの広l二I'd氏である。屑の強く張った胴部に長く外反する lコ頚部がつ

き、鋤先に1緑をなす。頸部から3.5cm程」この1.. 1頻部外而に断而M字状の突幣が貼付される。内外と

も磨滅する部分が多いが、 )lllj部最大径近くの内面には斜め方向のハケメがよく残っている。）lf1J: に

は砂粒が多く含まれ、明褐／火色を星する。 !Jli<J部最大径付近に 3X 7 cmほどの黒斑が残っている。

鉢 (3) ほぼ完形の鉢である。 U径17.3cm、器店10.6cmlll/後、 1底径7.3cmをiJIIJる。大ぶりな平底

から内湾する1二1縁部がのぴ、端部はナデにより角張ったj(ijをなす。外而底部近くにタテハケを残し、

内面はナデでfl:上げる。黄褐色を呈し、底部から)Iii<]部下位に黒斑が見られる。

甕 (4-7) 4・5はくの字に1緑のものである。 4は復元IJ径27.0cmであり、 Ill猜黄褐色を星す

る；胴部はやや張りをもち、強く外反する 1-1緑をなす。 LI縁端部はやや跳ね上げ気味である。 u緑

部上面には放射状の文様をなしたと思われるハケメ工具の小lこ1による刺突が見られる。胴部内而か

ら口縁部にかけてナデで仕上げ、胴部外而にはタテハケを残す。また、口縁部ヨコナデと胴部ハケ

メ境界に、ヨコナデに付随してできたと思われる沈線がめぐる。 5は口縁端部が丸みを哨iび、阪い。

口縁部上面には 4と同様に放射状の文様を構成したと思われる線刻がある。また、口縁部上而には

黒斑が見られる。白黄褐色を呈する。

6・7は鋤先口縁の甕である。 6は口縁部と胴部中位の破片に分離しているが、いずれも屋内土

城から出土しており、同一個体と考えられる。口緑部は強く外傾する鋤先口縁をなす。口縁部内面

は強く突出し、外端は面をなしやや跳ね上げ気味である。外端而にはハケメ工具の小口による密な
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刻み目が見られる。胴部はやや張りがあり、口縁下と胴部やや中位に断面M字状の突帯がある。さ

らに突帯間に10条を 1単位とする分割暗文を施す。胴部内面はナデで仕上げ、口縁下には突帯貼付

に伴う指頭圧痕が帯状にめぐる。胴部外面の上半はヨコミガキで仕上げ、下半にはタテハケが残る。

外面から口縁部内面まで丹塗りし、胴部内面にも丹の滴がたれている。口径34.6cmを測り、黄褐色

を呈する。 7は口径39.2cmを測る比較的大形の甕口縁部である。口縁部は外側が屈曲して垂れてお

り、内への突出が弱い。口縁下の胴部には断面三角形の突帯が貼付され、胴部は若干の張りを持っ

ている。外而に粗いタテハケを残す。砂粒を多く含み、淡黄橙色を呈する。

底部破片 (8-10) 8は壺底部と思われ、外面の一部に丹旅りが残る。 9は甕の底部と思われ、

若干、上げ底を呈する。外面には粗いタテハケを残す。砂粒を多く含む胎土で、暗黄褐色を呈する。

外底部に黙斑が見られる。外而が二次加熱を受けており、そのためか内面の剥離も著しい。 10は壺

底部破片であろう。上げ底状を呈し、大きく 1/fJいて胴部下半にいたる。わずかに外面の丹旅りが残っ

ており、生地は橙褐色を呈する。

鉢把手破片 (11) 全面丹塗りの土器片である。税存必7.9cm、1/q,13.0-3.6cm、原さ0.9-1.7cmで

ある。全体的に平坦な板状を呈するが、 1図示した上下表衷に準じて述べれば、上部は厚く、下部は

屈曲し幅広くなり、上部より薄くなっている。下端は而取りするようにナデを施し、 fりが丸くなる。

全面をナデイ：I: 上げし、表は特に丁寧にナデを施している。鉢の把手ではないか考えているが、どの

ように取り付けたかは不明である。

SC11出土土器（第59図，図版49)

弥生土器

高杯 (12) l~I示できるのは 12の高杯口縁部破片 1 点のみである。復元口径24.1cm、杯深5.3cm を

測る。杯部はボウル状で、やや外傾する鋤先lコ縁がつく。口縁部上面に幅0.5cm、4本前後を 1単

位とするllff文を0.5cm程の1111隔で放射状に施文する。内而はヨコミガキで仕上げ、外面には細かな

タテハケが観察される。精良な!lfi:I:.をIllい、 tit橙色を呈する。

SC12出土土器（第60-661以I,I必II版50-53)

SC12からはほぽli!<ffij近くから、一括で多数の土器がIll土した。

蓋 (1) ほぼ完形の盗で、 f_f径18.2cm、器tli4.9cmを測る。頂部は・'V・らで傘状にIIりいて,_,縁部に

いたる。 /J縁端部は面をなしている。焼成前の段階でLI緑部近くに径0.8cmほどの 2孔 1糾からな

る穿孔が2ケ所に施されている。内外ともナデで什：上げ、ハケメ静止痕らしき放射状の線条がl勾而

上部に観察される。 1こl縁部 1/ 4)i11]程黒斑が見られる。 JI釦!:.は砂粒をほとんど含まず、 1とl黄褐色を

呈する。

壺 (2-15) 2 は 1 を被せた状態で出土した無顕壷である。 l~I径 17.1cm 、器高 16.9cm を測るほ

ぽ完形品である。 l二1縁部はくの字に外反し、 1こ1縁端部は而をなす。 II屑1部は大きく膨らみ、最大径が

ほぽ中位にある。底部は大きく、安定した感じを与える。口縁部には径0.7cm前後、 2孔 1組から

なる穿孔が2ケ所に施されている。穿孔は焼成前に上方から下方に向けて行われている。内而はナ

デで仕上げ、外而の調整は磨滅のため不明である。底部外面全体から胴部下半にかけて大きな黒斑

が1ケ所にあり、 1の蓋の黒斑の位世と対応するようでもある。孔の位世も 1と一致しており、セッ

トと考えて問題はないが、口径は 1よりも若干小さい。

3・4は無頸壺の口縁部破片で、いずれも口縁部に焼成前の穿孔が残る。 3は口緑部が短く、強
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＜胴曲して外反する。これに対して 4は口縁部上面が平坦面をなし、内側に若干、突出しており、

鋤先口縁を意識している。 3は胴上部外面に横方向のミガキが観察され、内面はナデで仕上げる。

外面から口縁部内面にかけて丹塗りを施している。復元口径10.2cmを測り、白黄色を呈する。 4は

内外面とも磨滅のため調整不明で、口径16.6c~に復元され、白黄橙色を呈する。

5 -11は中形の広口壺とその口頸部破片である。いずれも強く屈曲して外反する口頸部に鋤先口

緑がつく。 8はほぽ完形品で口径31.6cm、器高29.8cmを測る。 5は胴部で上下に分離して接合しな

いが、図面上で復元すると口径29.0cm、器高31.0cm前後になる。他の口縁部のみのものもほぼ同様

の法量になるだろう。 5・8を見ると胴部は最大径が高く、屑が張り、底部が小さい。口縁部が大

きく広がることもあり、不安定な印象を与える器形をなす。鋤先口縁は 5、11を除いていずれも上

面がやや外傾している。 5は口縁部上而が内傾しているが、口縁部が一部しか残らず器形の歪みに

よって本来の形態を示さない可能性もあろう。 11は口縁部上而がほぼ水平になる。 1こl縁部はいずれ

も内側に強く突出しており、 9・11の破断而に観察される接合痕から、まずラッパ状に外反する lこI

頸部をつくり、その端部からやや内側に粘土紐をめぐらすことにより l」縁内側の突ILi部を成形した

ものと推測される。 10の口縁部内面に観察される粘土接合痕も同様の接合法を示唆する。 u緑端郁

は角張った面をなすものが多く、 8・9は端面がやや下方を向いている。 5・7・8・10は顕部屈

曲部よりやや上に断而三角形の突帯を貼付している。 7に観察される接合痕、およぴ10の内而に観

察される＜ぽみから、突帯が口頸部の粘土板接合工程の区切りの位性に）1, り付されたのではないかと

推測される。

外面はいずれもミガキ、タテハケなどが観察されず、ナデ仕上げのものが多いようである。 [;/;J[(ij

は頸部から上方にナデ上げた様子が5でうかがわれる。 10は口頸部内面を板状のエ具で擦過したよ

うな痕跡が観察され、 7は突幣部分の内而に指頭圧痕が巡っている。 5は胴上部の内面に指頭圧痕

が巡り、頸部近くに 2条の粘土紐接合痕が残る。 IHJ様の接合痕は 10においても見られる。 8の胴

上部内而の指頭圧痕はこの部分の粘土の密沿を弥湘lにするためであろう。

5-11の迎はいずれも梢製器種と考えられ、 5・6・7・9・11では外而から LI縁部内ffiiにかけ

て丹塗りが施される。また、 10は外而からLI縁部内面にかけて馬旅りの可能性がある。ただ、 6で

は口頸部の上半内面に幣状の炭化物の付滸が認められ、 1-1 頸部外而には．—.次カII熱の痕跡があり、器

表が剥落したり赤変している。したがって、煮沸に川いることもあったと椎測される。 1-1頻部外而、

胴部外而の複数箇所に黙斑の観察されるイl!I体が多い。加えて 5は底部外而に、 7はLI縁部」:.f(iiによ＼＼

斑があり注意を引く。 5、灰黄褐色、 6・7、明黄褐色、 8-10、黄褐色、 11、II附褐色を呈する。

12-15は大形の広lコ壺とその破片である。 14はほぼ完形でIJ径37.7cm、器商54.9cmを測る。 LI顕

部は大きく外反して鋤先l二1縁にいたる。 IJ縁は外條し、内側への突出が強く、上而が若干くぼんで

いる。端部は丸みを幣びる。胴部は中央よりやや上に最大径があり、なで府である。底部近くの器

壁がかなり厚く、底部外而がやや上げ底状になる。顕部に三角突幣、胴部上半に 2条の断而コの字

形突帯が貼付されている。最下の突帯は強いナデにより上方に跳ね上げ気味になっている。 )Jlfj部外

面は磨滅し、底部近くにのみタテハケの痕跡が認められる。内面はナデで仕上げられ、顕部内面に

指頭圧痕がめぐっている。黄褐色を呈し、胴部のほぽ正対する位骰に 2ケ所の大きな黒斑が見られ

る。 12・13は鋤先口縁をなす口縁部破片で、 12は口径38.2cm、13は口径40.8cmに復元される。 14と

ほぽ同様の器形の広口壺の口縁部と思われる。ただ、 12• 13は口縁端部に密な刻み目を施しており、
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14とは異なる。いずれもナデ仕上げで、

外面から口縁部内面にかけて丹旅り

を施している。 12は口縁部上而が外傾

し、内に強く突出している。白黄褐色

を呈する。 13は口縁部上面が外傾し、

端部近くを上方に強く跳ね上げてい

る。暗灰褐色を呈し、全体的に焼成が

悪い。 15は胴部上半から頸部にかけて

の破片で、頸部に三角突幣、胴部上半

に頂部の丸くなった三角突幣を貼付

している。破片であるが、突幣の位骰

から 14と同様の器形をなすものと考

えられよう。内外ともナデで仕上げ

ており、灰黄褐色を呈する。

16は大形壺の胴部破片である。胴部

中位よりやや上に最大径が位骰し、

なでJj;/である。 111,1部外而の大部分を

ョコミガキで1:1:上げ、底部近くにタ

テミガキが見られる。内而はナデで

仕上げるが、板ナデらしき痕跡も一

部に観察される。外而は丹旅りであ

る。焼成後、）~I部に径 4 cmJllJ後の内か

らの穿孔、底部に径4.5cm程度の穿孔

を行っている。外而は灰黄褐色～褐

色を呈し、内面は暗褐色～灰黄色を

呈す。現存高51.0cm、胴部最大径53.4

cmを測る。 14よりも大形で突楷も見ら

れないことから、 14とは若干、器形が

異なるのではないかと考えられる。

なお、遺物取り上げ時には11と同一個

体と認識していたが、接合せず、両者

から復元される器形も不自然なもの

であるので、現時点では別個体とす

る方が良いと考えている。

鉢 (17~22) 17~20は素口縁のも

ので口縁部が内湾してほぼ直立する

端部にいたる。 17ぱ18~20に比べて深

く、口縁端部が面をなす。口径13.6cm、
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茶橙色を呈する。 18は全而をナデで仕上げるが、外而底部近くに板状のエ具によるナデあるいはケ

ズリの痕跡が見られる。口径13.9cm、器商5.7cm前後、黄橙色を呈する。内而が黒変し、外而は部分

的に二次加熱により赤変している。 19は口径15.0cmを測り、内外に丹挽りを施す。明褐色を呈する。

20は底部と口縁部の破片に分離し、図上での復元から18と類似した形態となる。内外而に一部、ヨ

コミガキが残り、外面底部近くには、板状工具によるナデかケズリの痕跡が残る。内而上半から外

面にかけて丹塗りを施し、外底而にも丹塗りが及ぶ。 21は逆L字口緑をなす口緑部破片である。ロ
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径25.0cm前後に復元され、白黄褐色を呈する。磨滅のため調整は不明である。 22は鋤先口縁をなす

鉢であり、ほぽ完存する。口径27.2cm、器高16.2cmを測る。口縁部は外傾し内への突出が強い反面、

外側への拡張は小さい。胴部は底部から内湾しながら立ち上がる。外面の底部近くにタテハケ、内

面の底部近くに指頭圧痕が見られる。底部近くと口縁部から胴部上半にかけての 2ケ所に黒斑があ

り、胴部上半外面は帯状に二次加熱を受けている。内面中位にはコゲも付滸している。暗灰褐色を

呈し、胎土には多くの砂粒が含まれる。

高杯 (23) 杯部は口径28.9cmを測り、体部が浅いボウル状で、鋤先口縁をなす。鋤先口縁はや

や外傾し、外端部が厚くなる。内への突出はかなり強く、先端がシャープである。内面を放射状に

分割してヨコミガキを施し、外面の脚との接合部近くにヨコミガキが残る。特に脚との境界近くは

強いヨコミガキのため、沈線状の区画のような効果を生じている。脚部は長く延び、端部を欠損す

る。外而をタテミガキで仕上げ、内面は上半に絞り痕を残し、裾近くに横方向のハケメが見られる。

杯部と脚部の接合部は欠損しているが、剥離面の形態から見て脚筒上端に粘土を充填したものと考

えられる。

器台 (24-27) 24-26は鼓形の器台である。 24は口径15.3cm、器高19.5cm、裾径16.4cmを測る。

25は口径14.9cm、器高20.6cm、裾径17.2cmを測る。いずれもくびれ部が中位よりやや上にあり、同

形同大である。調整も酷似しており、胴部外面は粗いタテハケを残し、胴部内面は裾近くにヨコハ

ケを施した後、上下に分割して縦方向のナデ上げを行う。感覚的な比較によるが、ハケメ条痕も類

似しており同ーエ具を用いて作った可能性が高い。 5甜いて両者の違いを挙げるとすれば、 25が口縁、

裾の端部を拡張していることくらいである。いずれも灰黄褐色を呈する。焼成においては24の内面

下半が黒斑状に暗褐灰色に変色しているが、 25にはみられない。 26は裾径14.6cmを測る鼓形器台の

下半部破片である。外面には細かなハケメを施し、脚裾内而のかなり広範囲にヨコハケを残し、そ

の上をナデ上げている。調整法、ハケメ工具から見て、 24・25とは別人の手になるものと考えられ

る。黄褐色を呈する。これらの器台はいずれも外器表が二次加熱により赤変したり、剥離している。

赤変は特に裾外面に顕著である。ちなみに、これら 3個体の器台はちょうど三角形をなすように配

骰された状態で床面から出土している。したがって、 3個 1組で上に載せる土器を支えていた可能

性を考える必要もあるだろう。

27は丹塗り筒形器台の裾部破片である。スカート状に開き、裾端部が内外に拡張している。外面

はタテミガキで仕上げ、端部から内面にかけてナデを施す。外面の脚端直上まで丹塗りを施す。復

元裾径42.0cmを測り、橙色を呈する。

甕 (28-50) 28-34はくの字、逆L字口縁の甕とそれに伴う底部の破片である。 29と底部破片

30は出土状況から同一個体と考えられる。胴部はやや張りを持ち、外折した逆L字状口縁にいたる。

口縁部上面はほぽ水平で、端部は丸みをもつ。底部は大きな平底である。薄い器壁が特徴的であり、

胴部中位では厚さ0.3cm前後である。外面にはタテハケが残り、内面はナデで仕上げ、底部近くに

指頭圧痕が残る。外面に赤色顔料の付着する部分があるものの、全面を丹塗りしたかは定かではな

い。口径29.0cmを測り、黄褐色を呈する。 28は口縁部と底部が接合せず、復元的に図示した。胴上

部がやや張りをもち、中位よりやや上に断面三角形の突帯を貼付する。突帯部分の内面器壁が膨ら

んでおり、胴部成形工程の区切りと一致するのではないかと思われる。口縁部は屈曲しながら外反

し、丸い端部にいたる。底部は平底で、縁よりやや中央よりに輪状のくぽみがめぐる。外面にタテ
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ハケを残し、内面はナデで仕上げる。

口径29.4cmを測り、灰黄褐色を呈する。

31と32もやはり同一個体と考えられる。

口縁部はくの字状をなし、屈曲して

外反する。口縁直下の胴部器壁が厚

いことが特徴的である。底部は平底

で、胴部下半の内湾が強い。砂粒をほ

とんど含まない精良な胎土で、丹塗

り土器のそれと類似している。本来、

丹塗りされていた可能性もあるが、

磨滅のため確認できない。調撒も不

明である。口径30.0cm前後に復元され、

黄褐色を呈する。 33は口縁部がくの字

状に外反し、端部がかなり厚くなる。

口径32.0cm前後に復元され、灰黄褐色

を呈する。 34は白黄褐色を呈する口縁

部の小片である。口縁部は弛く屈曲

して外反し、内外ともナデにより仕

上げる。

35-48は鋤先口縁をもつ甕である。

35は口縁部上面が内傾している。内側

への突出は弱く、外端部は下方に向

いた面を意識したかのようである。

外面の一部にハケを残すが、基本的

にはナデで仕上げる。口径27.0cm前後

に復元され、茶褐色を呈する。 36は図

上で完形に復元できた。口縁部はや

や内傾し、内側への突出は弱く、端部

が丸い。胴部は上半が強く内傾し、中

位に三角突帯を貼付する。底部は不

安定な感がある。外面調整は突帯上

にヨコミガキ、底部近くに縦方向の

板状工具によるナデの稜が残る。内

面はナデ仕上げで、底部近くに指頭

圧痕が残る。胴部の 2/3が残存し

ているが、黒斑、付着物等は観察され

ない。口径28.5cm、器高34.5cm前後に

復元され、外面白黄褐色、内面茶褐色
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を呈する。 37は口縁部上面が外傾し、内側への突出が弱い。口径30.6cm、白黄褐色を呈する。 38は

口径32.0cm前後、暗灰褐色を呈する。上面が内傾する口縁部は若干内へ突出し、端部が丸い。 39は

口縁部上面が内傾し、内へ強く突出している。胴部上半はやや内傾し、強く屈曲して口縁部にいた

る。なお、 37-39は磨滅のため調整が不明である。 40は完形の丹塗り甕である。口縁部は強く外傾

し、内側への突出が明瞭である。外端部は角張った面をなし、他の甕の口縁部にない特徴である。

胴部は若干の張りをもち、下半の器壁がやや犀い。突帯の下と胴部中位に断面M字状の突帯を貼付

している。口縁部上面には幅1.0cm前後、 3-4本を 1単位とする暗文を0.6cm前後の間隔で施し、

口縁部とその下の突帯との間に右上がり斜線、あるいはハの字を呈する暗文をめぐらす。さらにロ

縁端部には密な刻み目を施す。胴部外面は大部分にヨコミガキを施し、底部近くにはタテミガキも

見られる。内面はナデで仕上げ、胴部中位に指顕圧痕が観察される。口径32.1cm、器窃32.5cmを測

り、黄橙色を呈する。 41は胴部、口縁部の 2/3が残存する。口縁部はやや内傾し、上面が丸みを

帯びる。内への突出は弱く、突出部上面がくぼんでいる。胴部は中位から下半にかけての張りが少

なく、上半が内領するため腰商である。内而をナデで仕上げ、外面i下半にはタテハケが観察される。

口径33.0cm、器窃35.5cmをiJIIIり、外而灰黄褐色、内而Ill初）火褐色を昂する。 42は41とほぼ[ii]様のLI縁

部をなし、外端がやや垂れ気味である。内面はナデでイI:上げ、タテハケを残す。復元LI径31.2cm、

灰黄褐色を呈する。 43はLL縁部上面が外傾している。内への突出が強く、外端は下方を向いた而を

なすかのようである。破断面に観察される接合痕から、いったんくの字LI縁を作ってから内側突出

部の粘土を貼付し、鋤先口縁を作出したものと考えられる。日縁部上面のくぽみも内1llll突III部の粘

土貼付に対応したものであろう。内面はナデ仕上げ、外面には粗いタテハケを残す。復元LI径33.2

cmを測り、黄褐色を呈する。 44は口縁部上面が丸みを帯び、内面に大きく突出するが、やや甘い。

胴部は若干の張りをもつ。内而ナデti:上げ、外面タテハケを残す。 45は口縁部の内側への突/J¥が強

く、外端部が丸い。）粒滅のため軋，¥1閉桁不明。復元l」径35.0cmlllf後で黄褐色を呈す。細砂粒を多址に含

んでおり、焼成は悪い。 46は復元l」径35.0cm))ff後で黄褐色を凩する。 LI緑部」:.ffiiがやや内傾し、内

側への突出が1すい。 43と[ii]様の接介痕が観察される。内j(Jjはナデイ.I:上げ、外而は1ft1滅する。 47はl」

縁部上面がやや内傾し、外側がやや亜れている。内への突/IIは小さいながらlリJ瞭である。 l」緑部下

の胴部に断而：：：：角形の突幣が貼付され、残存する胴部の形態は次に述べる48のものと類似する。復

元口径38.6cm、黄褐色を呈する。 48はほぽ完形品でLI径38.5cm、器泊i44.6cmllff後をmuる。'-'縁部は

やや内傾し、 43と同様の上而のくぼみが見られる。内への突II.Iは強く、外端部がやや垂れ気味であ

る。胴部は最大形がやや上方に位骰し、上部がやや内傾している。 Ill圃部下半は底部からやや外1又気

味に立ち上がり、張りは小さい。 47と[ii]様の位骰に三角突幣がJI,り付されている。胴部外而は米1lいタ

テハケが残り、内面は口縁部直下にナナメハケ、底部近くにエ具のあたりが見られる他はナデでti:

上げている。焼きむらのため、暗黄褐色を呈する部分と橙褐色を呈する部分がある。

49、50は胴部上半が強く内傾して鋤先口縁をなす大形の甕破片であり、いわゆる丸みを幣びた甕

棺をやや小さくしたような器形をなすものと思われる。いずれも内外面をナデで仕上げた丁寧なっ

くりのものである。 49は口縁部上面が内傾する。内側への突出は甘く、外端部が凹而をなす。復元

口径43.0cm前後を測り、橙褐色を呈す。 50は口縁部上面がやや内傾し、外端近くがやや屈曲しなが

ら下に垂れる。口縁部は内に大きく突出するものの、下方の稜は明瞭でない。また、突出部の先端

が丸みをもつ。外端は凹而をなす。破断面に観察される接合痕から考えて、強く屈曲するくの字口
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縁を作った後、屈曲部

の上下に粘土を貼付し

て鋤先口縁を成形した

ものと推測される。胴

部は中位が大きく張り、

上半が強く内傾する。

口縁部直下に低い断面

三角形突帯を 1条、胴

部最大径の位骰よりや

や下に 2条の商い断面

三角形突哨を貼付する。

口径43.0cm前後、胴部最

大型59.5cm前後に復元さ

れ、黄褐色を呈する。

以上の甕について補

足すると、 30は底外而、

32は胴下部から底部の

半分ほどにかけて、 38は

口縁部上而に黒斑があ

る。 40は胴部突梢付近の

2ケ所に大きな黒斑が

あり、外表のみならず

内而にも及んでいる。 50

の胴部外面の黒斑は 1

/4周ほどをしめる大

きなものである。 30は突

帯付近、 33は口縁部内面、

42は胴部内面に二次加

熱が見られる。 37は外面

に薄く煤が付着し、 35は

胴部内面にコゲが認め

られる。 41は高さ11.0cm

前後のところまでの外

器表 1/ 4程度が二次

加熱をうけ、その上、高

さ28cm前後のところま

での全面にうっすらと

煤が付着する。 43は外面
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のかなりの部分が二次）Ill熱を受けており、口縁部上而には一部にコゲが付滸している。 48は外而全

面に煤が付浙し、口縁部上面にはコゲも見られる。

底部破片 (51-62) 51-54は壺のものと思われる。 51・53はほぽ同様の形態、調腋である。底

部はやや上げ底気味である。内外ともナデで1:1:上げ、外而底部近くに板状工具によるナデの稜が残

る。また、内面に丹の滴が見られる点でも両者は一致している。 51は窃さ4cm以上の内而が二次加

熱のため赤変し、器表の剥離も著しい。灰黄褐色を呈する。 53は底部外面のほぽ全面に黒斑が残り、

黄橙色を呈する。 52は底部が厚く、やや上げ底気味で、内而ナデ、外面タテハケをナデにより消し

ている。底部近くの胴部外面をケズリの後、ナデを施している点が注意される。胎土には砂粒が多

く含まれ、黄橙色を呈する。外面に一部黒斑がある。 54は平底で、底部外縁からやや内側に輪状に
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くぼみがめぐる。底部近くの胴部器壁が厚く、やや外反する。外面はヨコミガキを施し、内面はナ

デで仕上げ、底部近くに指頭圧痕が残る。内外面、 1/ 4周ほどの黒斑があり、黄褐色を呈する。

なお、外面丹塗りの可能性もあるが、磨滅しているため図示しなかった。

55・56は甕底部と思われる。 55は底部が薄く、外面タテハケ、内面ナデである。砂粒を胎土に多

く含み、外面黄灰色、内面黄橙色を呈するが、底部外面は焼成のためか黒変する。 56は胴最下部の

器壁が厚く、底部外面に輪状のくぽみがあり、そこに接合痕が観察されることから、底部中央の粘

土円盤の外側に胴下部の粘土を接合したと思われる。外面には粗いタテハケが残り、内面をナデで

仕上げる。灰黄褐色を呈する。 57・58は壺底部の可能性が高い。 57は底部が簿い平底をなす。内面

には指頭圧痰を多く残し、外面の調整は不明である。外面に丹塗りを施し、内外面の大部分が二次

加熱により赤変する。砂粒を多く含み、白黄褐色を呈する。 58は器壁が厚く、胴部破断而に内傾の

接合痕が観察される。内外とも磨滅が顕著であり、白黄褐色を呈する。焼成は良くない。 59は壺か

甕か判断に苦しむ破片である。底部は若干上げ底気味で、胴下部の張りは小さい、外面は底部近く

をタテミガキし、その後、胴部中位のヨコミガキを施す。内面は水平方向にめぐる凹凸が見られ、

あるいはタタキ当て具痕かも知れない。外面に丹塗りを施し、内面にも丹の滴がたれている。胎土

に砂粒を含まず、外面灰黄褐色、内面橙褐色を呈する。 60-62は甍の胴部下半から底部にかけての

破片である。 60は小さな平底をなし、胴部の張りは小さい。底部外面にみられる＜ぼみと接合痕か

ら、 56と同様の成形方法が推測される。内面ナデで仕上げ、外面にタテハケを残す。内面下半が焼

成のためか黒変し、外面には所々、煤が付着している。胎土には砂粒が多く含まれ、外而黄褐色、

内面暗褐灰色を呈する。 61は底部外面中央がくぽみ、外縁が踏ん張り気味になる。外面には細かな

ハケメ痕、内面にはナデ上げの痕跡が残る。向さ16cm付近から上の内面にコゲが付滸し、胴下部か

ら底部にかけて一部、二次加熱のため赤変する。灰賀褐色を呈する。 62は61とほぽ同様の形態をな

す。外面はタテハケを残し、内而の底部近くに板状工具によると考えられる縦方向の線条が観察さ

れ、一部にハケメが残る。胴部に半周ほどをしめるかなり大きな黒斑がある。灰黄褐色を呈する。

SC13出土土器（第67園）

弥生土器

鉢 (1) 類例を知らない器形の土器である。一応、鉢形土器の口縁部破片として説明を行うこ

とにしたい。口径26.4cmに復元され、口縁は内傾する。口縁端部は角張った面をなす。さらに焼成

前、端部にほぼ 1cmくらいの間隔で幅1.3cm前後、深さ0.2cm程の逆台形の浅い切り込みをめぐらす。

口縁部直下にはコの字形突帯が貼付される。外面は突帯下にタテハケを残し、内面には板状工具の

擦痕が観察できる。残存部分から、本来の器形は胴部に突帯をもつ壺を突帯上下で水平方向に分割

したようなものが想像され、それと符合するように口縁上面に切取りにより生じたかのような擦痕

が見られる。内面には煤状の黒色物が付着し、暗褐色を呈する。

甕 (2-12) 2はくの字口縁をなす甕口縁部であり、復元口径27.8cmを測る。口縁部は屈曲し

て外反し、端部は面をなす。胴部はやや張りをもつ。胴部外面にはタテハケ、口縁部上面にはナナ

メハケが観察され、内面はナデである。灰黄褐色を呈する。

3-11は鋤先口縁をなすものである。 3は復元口径31.8cm、暗褐色を呈する。口縁部上面がやや

丸く、内側へ強く突出している。内外とも磨滅が顕著である。 4は口縁部上面が内傾し、内への突

出は甘い。胴上部は内傾し、張りがない。胴部外面にハケメが残り、内面はナデである。復元口径
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32.2cmをiJII!り、黄橙色を呈する。 5は4とほぼ類似する器形、調幣をなす。 1-1径32.4cmに復元され、

黄褐色を呈する。 6はl二1縁部上而がわずかながら丸みをもち、内への突出が甘い。口縁部より少し、

下がったところに断而三角形の突帯が貼付される。胴部外面にはタテハケが残り、他はナデで仕上

げる。口径37.4cmに復元され、黄褐色を呈する。 7は胴部上半が強く内傾し、丸みをもった胴部に

鋤先口縁が付く大形の甕である。復元口径40.5cm程を測る。口縁部は上面がほぽ水平をなし、内へ

の突出が強く、外端部は角張った而をなす。胴部には断而M字状の突帯が貼付される。外面黄灰色、

内面明褐色を呈する。 8は口縁部の小片で、 6と同様に断面三角形突帯をめぐらしている。口縁部

の内への突出は甘く、内外ともナデ仕上げである。茶褐色を呈する。 9は口縁部上面が丸く、やや

厚い端部が下に垂れ気味である。外面にタテハケ、口縁部上面にナナメハケが残り、内面はナデで

ある。
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なお、 3は口縁部下面と上面に、 5、6は胴部外面から口縁部下面にかけて、煤が付着する。

底部破片 (10) 底部は平底をなし、外面タテハケ、内面指頭圧痕を残す。底部は焼成前に穿孔

を施し、甑として用いたようである。灰黄褐色を呈し、砂粒を多く含んだ胎土を用いている。

SC14出土土器（第67図，図版54)

弥生土器

甕 (11・12) 貼床内から出土した 2点の甕口縁部を図化した。口縁部はいずれも鋤先口縁を呈

する。 11は口縁部上面が水平で、内へ強く突出する。内面、破断面には内側突出部に粘土を貼付し

た接合痕が見られる。胴部の張りはなく、内外ともナデ仕上げである。復元口径34.0cm前後、茶褐

色を呈す。 12は口縁部上面がわずかに外傾し、胴部に張りがある。内外ともナデで仕上げ、砂粒を

多く含む粘土を用い、灰黄褐色を呈する。復元口径31.0cm前後。

溝状遺構

8D09出土土器（第65図）

弥生土器

壺 (1) 壺の底部付近を残すのみである。調整は磨滅し不明。復元底径5.8cm。

土師器

皿 (2) 底径3.4cm。外底部は糸切りのままである。内底部にヨコナデ・ナデを施す。近枇。

須恵器
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甕 (3) 外面に叩き、内面に青海波の当て具痕を有す。器面の磨滅が著しい。

瓦質士器

鉢 (4) 擢鉢の口縁部付近。口端部が突出する。内外面にヨコナデを施す。外面のロクロ目が

顕著である。在地系

土師質土器

鉢 (5・6・7) 5は4と同じく播鉢の口縁部付近で、口端部は玉縁状に肥厚し、上端は突出

する。 外面ヨコナデ、内面にハケメが入る。 6は口縁部が内側に突出し、上面を水平にしたもの。

外面に連続円文をスタンプする。 7は器肉の厚い底部で灰白色を呈す。外面に強いナデ、内面に粗

い削りを施す。

SD10出土土器（第68図，図版49)

弥生土器

蓋 (8) 笠状に体部が開くもので、摘みは厚く上面を窪ませる。外面にタテハケ、内而にナデ

を施す。

甕 (9) 底径9.2cm。底部の器肉は菊＜胴部は膨らみながら上部へと至る。外而にタテハケ、

内面もタテハケ後にナデを加える。内底部に指頭による強いナデを施す。

土師器

杯 (10) 復元に1径16.1cm。口縁部から体部が丸味を幣びるもので、イ本部下半に手持ちのヘラケ

ズリを施す。それ以外はヨコナデ。淡橙褐色のスリップを施す。

甕 (11) に1径13.2cm。小型の甕で胴部に張りがなく、口縁部は短く反転して終わる。 /)If!部外面

にタテハケ、内而ヘラケズリ、口縁部はヨコナデ。内外面は火熱で黒色化する。

SD11出土土器（第68図， I図版49)

弥生土器

甕 (12) 12は復元lこ1径33.1cm。口縁部がL字状になるもので下部は強いヨコナデによって緩い

段が巡る。 I)屑部外面はタテハケ後ナデ、内面はナデ、 1こ1縁部はヨコナデを施す。

SD18出土土器（第681送I)

土師器

甕 (13) Iコ縁部は胴部から肥原しながら反転する。 l::J端部上而は強いヨコナデで段を有す。胴

部外面にタテハケ、内而はヘラケズリを施す。

SD22出土土器（第69・70図，図版55)

弥生土器

蓋 (1) 蓋頂部破片である。頂部上面は平らで、外縁が張り出し、外反しながら口縁部にいた

る。内面はナデ、外而はタテハケ、頂部外面は板状工具によるナデをさらに丁寧にナデで消してい

る。砂粒をやや多く含み、淡黄灰色を呈する。

壺 (2・3) 2は無頸壺である。口径14.9cm、器高14.9cmに復元される。口縁部は幅の小さい

鋤先口縁をなし、焼成前の穿孔を施す。口縁の内への突出は甘く、外側はやや垂れている。穿孔は

径0.6cm前後、 2孔 1組で 2ケ所に施されており、上面の中央から、口縁直下の器壁まで及んでい

る。胴部は腰が低く、上半部が内傾している。底部はやや上げ底気味である。内外ともナデで、胴

下半部内面にはナデ上げの痕跡が残る。胴下部に 1ケ所黒斑があり、白黄褐色を呈する。
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3は鋤先口縁をなす広口壺の口頸部破片である。口縁上面はほぽ水平をなし、内への突出が強く、

外端部は面をなす。口頸部は大きく外反しているようである。口頸部内面に断面三角突帯が部分的

に貼付されている。残存部分から考えて、断続的であり、やや斜めに貼付されたものと思われるが、

全容は不明である。内外に丹塗りを施している。口径28.0cm、橙褐色を呈する。

高杯 (4-7) 4・5は高杯の杯部破片である。 4は口径18.2cmを測り、やや小形のものであ

る。口縁部が外折した逆L字状をなす点も一般の高杯とは異なる特徴である。そのため高杯以外の

器種であった可能性も否定できないが、内外全而に丹塗りを施し、内面を丁寧にヨコミガキするこ

とから高杯と考えた。口縁部上面は外端がやや垂れ、面をなしている。生地は黄橙色を呈する。 5

は鋤先口縁をなす高杯杯部破片である。口縁部の内への突出はやや甘く、外端が面をなす。杯部は

若干、内湾し、破片の剥離痕跡から考えて、脚部上面の外側に杯部の粘土を貼付して成形したもの

と思われる。本来、丹旅りであった可能性が高いが、磨滅のためにその痕跡は観察できない。調整

も不明である。口径24.2cmを測り、黄橙色を呈する。

6・7は脚筒部の破片である。いずれも脚端部が失われているが、大きく淵くようであり、 6に

比べ 7は脚が長い。外面を丁寧にタテミガキし、内面の上部は絞り痕を残し、下部はナデである。

7は上部の剥離形態から 5と同様の接合技法が推測される。 6は黄橙色、 7は橙褐色を呈する。

鉢 (8) ミニチュアの鉢である。復元口径3.2cm、器窃2.1cmを測る。索9こ9縁をなし、底部は小

さな平底である。灰褐色を呈する。

甕 (9-24) 9-14は口縁部がくの字状、逆L字状をなすものである。 9は口縁部がくの字状

をなし、端部は而をなす。胴部は最大径が低いところに位置し、通有の甕と比べると特異な器形を

なす。甕以外の器種の可能性も考える必要があろう。内外ともナデで仕上げ、頸部屈曲部外面には

細かなしわが見られ、内而には指頭圧痕を多く残す。口径20.4cmを測り、白黄褐色～黄橙色を呈す

る。 10-13は1二1縁部が逆L字状をなしている。 10-12は胴部の張りが小さく、外面タテハケを残し、

内面はナデで仕上げるという共通点がある。また、 10と11は口縁部上面にナナメハケが残り、 11と

12は口縁部上而中央に粘土接合によりできたと思われる細いくぼみがめぐり、口縁端部が面をなす。

10は口径25.0cmに復元され、一般の甕と比べやや小さい。淡橙褐色～暗褐色を呈する。 11は口径31.

0cm、灰黄褐色を呈し、焼成が甘い。 12は口径32.0cm、淡橙褐色を呈する。 13は1こ1縁端部がやや跳

ね上げ気味で凹而をなし、胴部も張りをもつ点が10-12とは異なる。残存部分は内外ともナデでt.l:

上げる。口径33.6cmに復元され、白黄褐色を呈する。 14は1こl縁部がくの字状をなし、やや厚い。 JIii)

部は張りをもち、外面に断面三角形突帯を貼付している。胴部外面はタテハケを残し、他はナデで

仕上げている。口径36.8cmに復元され、白黄褐色を呈する。

15-24は鋤先lコ縁をなすものである。 15は口縁部上面がやや内傾し、外端部が面をなす。内への

突出は弱いが、下部に強いナデを施すため明瞭である。胴部外面に断面三角形突帯を貼付し、 JI阿部

の張りがかなり強い。内外ともナデで仕上げるが、胴部外面突帯上に細かなタテハケが残る。口緑

部内面から外面にかけて丹塗りを施す。口径29.6cmに復元され、外面黄白褐色、内而黄橙色を呈す

る。 16は口縁部上而がやや内傾する。内側への突出が甘く、外端部は丸く仕上げている。胴部はか

なりの張りをもっ。復元口径30.0cmで橙褐色～灰黄褐色を呈する。 17は口径32.0cm前後に復元され、

淡黄褐色～暗黄褐色を呈する。口縁部上面が丸く、内側への突出が強い。外端部は線刻によると推

測される密な刻み目を施している。胴部外面には細かなタテハケを残し、他はナデである。 18はロ
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径35.0cm前後に復元され、白黄褐色を呈する。口縁部上面がやや丸みを帯び、内側に小さく突出す

る。 17、18とも胴部はやや張りをもち、胴部外面に細かなタテハケを施す他はナデで仕上げる。 19

は口縁部上面が内傾し、他に比べ厚い。内への突出は小さいながらも明瞭であり、外端部が下方を

向いた面をなす。復元口径37.0cm前後、淡橙色を呈する。 20・22・24はそれぞれ別個体と考えられ

るが、形態が類似している。口縁部上面は若干ながら丸みをもち、外端部が丸く垂れ気味である。

内面の突出はいずれも甘い。胴部はやや張りをもち、口縁よりやや下に断面三角形突帯を貼付する。

20は胴部外面突帯上、 22は胴部外面突帯上と胴部内面、 24は胴部外面突帯下にそれぞれハケメを残

す他はナデである。また、 24は口縁部下面に顕著な指頭圧痕が残る。 20は復元口径37.0cm前後、茶

褐色を呈する。 22は復元口径41.3cm前後、黄橙色～暗褐色を呈する。 24は復元口径46.0cm前後、淡

黄褐色～白黄褐色を呈する。 21は胴部上半が強く内傾し、器壁も1.2cm前後と厚いことから、かな

り大形の甕口縁破片と思われる。口縁上面はほぼ水平をなし、内への突出は大きく、厚い。外端部

は角張った面をなしている。破浙面に見える接合痕から、まず内傾する胴部上而に粘土を貼付し、

外反するくの字口縁を作った後、その上而に内側突出部の粘土を貼付したものと思われる。内外と

も丁寧なナデで仕上げ、砂粒も少ない精製品である。復元に1径38.0cm前後を測り、白黄褐色を呈す

る。 23は口縁部上面が大きく内傾するという他とは異なる特徴をもち、新しい傾向を示すものと思

われる。口縁部の内への突出は明瞭で、上面の中央がかなり＜ぽんでいる。 1こl縁端部は丸い。 /J屑部

は張りをもち、口縁の下に断面三角形のやや高い突帯が貼付されている。胴部外而に円弧状の線刻

があり、外而突幣下にハケメが残る以外はナデで仕上げている。復元口径46.0cm前後、白黄褐色を

呈する。

以上の甕のうち、 17・20は口縁部下面から胴部外面にかけて、 18・24は口縁部下面に煤が付藩し

ている。また、 13は内而からに1縁部上面にかけて二次加熱により赤変し、 22は胴部内面から口縁部

上面にかけてコゲの付浙が観察される。

底部破片 (25-35) 25・27-29・35は甕底部、 26・30・32-34は壺底部と考えられる。また、

31は小形の鉢のような器種に伴うものではないか思われる。甕の底部と考えられるものはいずれも

外面にタテハケを残し、内而はナデか25・28・29のように指頭圧痕を残している。いずれもしつか

りした平底で、胴部は外反しながら立ち上がるものが多い。 28は胴部にやや張りがある。 25・35は

破断面および外底面に接合痕が観察され、底部中央の粘土円盤の外側に胴部の粘土を接合したもの

と思われる。 25·27• 29は灰黄褐色、 28は橙褐色、 35は黄褐色～暗灰褐色を呈する

壺の底部と考えられるものは外面にハケメを残すものがなく、ほとんどが内外ともナデで仕上げ

る。また30は外而を幅0.3cmほどのヨコミガキで仕上げ、 32は板状工具によるナデの稜が残ってい

る。 32・33は内面に指頭圧痕、ナデ上げの痕跡が観察される。 26・30・32はやや上げ底気味である。

26は胴部外面を丹旅りし、底部内面には丹の滴が垂れている。 30は胴部外而のみならず、胴部内面

から底部内面にかけても丹塗りを施している。 26・32・34は橙褐色、 30は黄白褐色、 33は外而淡橙

褐色、内面暗黄褐色を呈する。

31は底径が5.0cmと小さく、胴部内面にタテハケを残す点が他の底部と異なることから、甕、壺

以外の器種の底部と考えられる。小形の鉢の底部ではなかろうか。胴部外面はナデで仕上げる。

以上の底部のうち、 25は胴下部から底部外面の一部に、 27は胴下部から底部外面の全面におよぶ

黒斑がある。 27は焼成のため断面の内側半分が黒変している。煤の付瘤は35の胴部外面、 31の胴部

-115-



外面～底部外面に観察され、 29は高さ4.0cmから上の内面にコゲが付藩している。

S023出土土器（第70図，図版55)

弥生土器

壺 (36) 無頸壺の口縁部である。し口縁部は逆L字状に外反して、上部が水平な面をなしている。

胴部はかなり強く内低する。胴部外面に細いミガキが見られ、他はナデで仕上げている。外面から

口縁内面にかけて黒漆のような黒褐色塗料を塗布する。復元口径16.0cm前後で、焼成不良のためも

ろくなった部分がある。黄橙色～暗茶褐色を呈する。

高杯 (37) 杯部破片である。口縁部はわずかに外傾する鋤先口縁をなし、杯部は浅い。内外に

強い二次カII熱をうけており、器表が磨滅している。そのため調整、丹塗りの有無は不明である。ロ

径26.8cm、杯深5.2cmを測り、二次加熱のため赤褐色を呈する。

器台 (38) 外面に丹塗りを施し、復元すると12ケ所に 5本を 1単位とする幅1.5cm前後の縦方

向の分割II惰文をめぐらしている精製土器の破片である。また、内面に大きな剥離痕が認められ、そ

の外側に而をなす端部がある。このような特徴から考えて、丹途り筒形器台の鍔上部の破片として

圏化した。鍔部下面とした部分の剥離痕から考えて、鍔部は外反する擬lコ縁を作り、その上面に鍔

端部から上方の粘土を継ぎ足し、さらに内面の屈曲部に接合を強化するための粘土を貼付したもの

と推測される。外面は丹塗りであるが、わずかに残存する鍔の下而には丹旅りが及んでいない。内

面はナデで仕上げる。鍔部径23.0cm前後に復元され、演橙色～白黄褐色を呈する。

甕 (39) 鋤先口縁をなす甕lコ緑部破片である。 1:::1縁部上面はやや丸みを幣ぴ、内への突出は弱

い。胴部はわずかに張りを持ち、口縁部のやや下に断而三角形の突幣を貼付する。口径36.2cmに復

元され、胴部の器璧が原く 1.0cm前後を測る。白黄褐色を呈する。

土壌

SK32出土土器（第71・721送I,図版56・57)

弥生土器

壺 (1) 1は口縁部を欠損するものの、無頸引iと思われる胴部の破片である。胴部は而いとこ

ろに最大径が位骰し、上半が強く内傾する。胴部外面には板状工具によるナデの痕跡が残り、内面

はナデで仕上げ、下部に指頭圧痕が観察できる。底部は簿い平底である。胴部下半の一部から底部

外面の全体に及ぶ黒斑がある。砂粒を含まない精良な粘土を用い、白黄褐色を呈する。

器台 (2) ほぽ完形の鼓形器台である。口径10.6cm、裾形13.0cm、器高16.4cmを測り、黄褐色

～灰褐色を呈する。口縁、裾端部は面をなし、外側につまみ出す。外面は口縁、裾近くをナデで仕

上げる以外はタテハケが全面に残る。内面は口縁近くにナデを施し、裾近くはヨコハケを残す。ロ

縁からやや下、裾からやや上に指頭圧痕がめぐる。中間部の内面はタテハケである。下半部の一部

に黒斑が見られる。外面には煤が付着し、裾近くが弱い二次加熱を受ける。

鉢 (3) 完形品で、口径13.5cm前後、器高7.2cmを測る。素口縁をなし、底部は平底である。外

面は高さ6cm程のところに沈線を 5/4周程めぐらし、下部にタテハケが残る。内面は上部にヨコ

ハケが残り、底部近くには指頭圧痕が認められる。灰黄褐色を呈し、黒斑は観察されない。

高杯 (4) 外面丹塗りの高杯脚裾部破片である。脚部は外反が強く、端部が面をなす。外面は

タテミガキ、内面はナデで仕上げる。脚裾径19.0cm前後に復元され、白黄色を呈す。

甕 (5-15) 5 -7はくの字口縁を呈する甕口縁部破片である。いずれも口縁が外折し、端部

-116-



は面を意識している。胴部はわずかな

がら張りをもつ。 5・6は胴部外面に

クテハケが残り、 7は磨滅している。

6・7は内面にナナメハケが認めら ＼ 

れ、 5はナデで仕上げている。 5のロ

緑部上面には幅3.3cm、 7本を 1単位

とする放射状の線刻が認められる。 5

は復元口径32.6cmを測り、黄茶褐色を

呈す。 6は復元口径32.4cmを測り、灰

黄褐色を呈す。 7は復元口径32.4cmを

測り、暗黄褐色を呈す。

8 -13は鋤先口縁のものである。 8. 

13は口縁部上面が内傾するものであり、

口縁部内而が小さく突出し、外端部が

丸い。いずれも胴部外面にタテハケを

残し、口縁部、胴部内面はナデで仕上

げている。 13に比べ 8は胴部上半が内

傾し、張りが強い。 8は復元口径29.6

cmを測り、白黄褐色を呈する。 13は復

元口径38.0cmを測り、 J火黄褐色を呈す

る。 9・10は1-l縁部上面がほぽ水平で、

中央がややくぽみをもつ。内面に大き

く突出しており、外端部は丸い。 9は

残存部分の内外をナデで仕上げ、 10は

外面にハケメを残し、内而はナデであ

る。 9は復元lこ1径31.0cm、10は復元lこl

径32.0cmであり、いずれもJ:/(黄褐色を

呈する。 11・12はいずれも IJ緑部上面

が丸みをもつものである。 11は口縁部

の内側への突出が大きく、明瞭である。

12は上而が11よりも内頷し、内への突

出は小さい。 11・12ともII屑l部がやや張

りをもち、外而にハケメを残している。

他はナデ調整である。 11は口径35.6cm

を測り、茶褐色を呈し、胴部器墜がか

なり薄い。 12は復元口径36.4cm、灰黄

褐色を呈する。

14は胴部上半が強く内傾し、内に大
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きく突出した鋤先口縁をなすものである。口縁部上面は水平で、外端部は面をなす。破断面に見ら

れる接合痕からくの字口縁の内側に粘土を貼付して口縁部を成形したと思われる。口縁部よりやや

下の胴部に 1条の頂部が丸くなった三角突帯を貼付する。内外ともナデで仕上げ、胴部内面の口縁

部直下には指頭圧痕がめぐる。口径39.0cm前後に復元される。砂粒は少ない精良な粘土を用い、茶

褐色を呈する。 15は大形の甕胴部破片である。口縁部は残存しないが、 14に類似したものと推測さ

れる。胴部の張りが強く、中央に断面三角形突帯 2条が貼付される。最大径59.5cm前後に復元され、

淡橙褐色～白黄褐色を呈する。外面丹塗りの可能性もあるが、断定には至っていない。

以上の甕のうち、 10は口縁部上面の 1/3周大の黒斑、 14は胴部突帯より下に大きな黒斑がある。

また、 6・10・11は胴部外面、 15は胴部外面の一部、 7は口縁部下而から胴部外面にかけて、 13は

口縁部上面から胴部外面にかけて煤が付着する。

底部 (16) 甕の底部破片と思われる。外面タテハケ、内面ナデである。胴部外面に黒斑があり、

内面にはコゲが付き、底部近くで特に厚い。外面暗褐灰色、内而褐色を呈する。

SK33出土土器（第72固）

弥生土器

器台 (17・18) 17は丹塗り筒形器台の筒部破片、 18は筒形器台の裾部破片であり、 Jr;J一個体の

可能性が考えられる。 17は筒部の透かし間の破片である。水平方向の断而から透かしは1J1f,i3-4cm

で4方向に空けられたものと推測される。 18は裾部が大きく開き、端部が面をなす。復元裾径38.7

Clllを測る。 17・18とも外面はタテミガキ、内面はナデで仕上げ、黄褐色を呈する。

甕 (19) Iこ1縁はくの字状を呈し、上面が丸く屈曲している。胴部はやや張りをもち、内外とも

ナデで仕上げる。後元J_j径30.5cm、白褐色を呈する。

SK34出土土器（第721労I,li!I/版57)

弥生土器

器台 (20) 7'J旅り箭形器台の裾部破片である。裾は大きく外反し、端部は而をなしてやや下方

に拡張する。外而タテミガキ、内而ナデである。裾径38.5cmliil後に復元でき、橙色を呈する。

甕 (21) )llfij」こi¥11からI.I緑にかけての破片である。 J_J緑部はくの字状に外折し、端部は而をなす。

胴部は張りが強く、外而タテハケ、内而ナデ潤幣である。 II『l部外而に源＜煤が付滸する。

SK42出土土器（第731凶I)

土師器

皿 (1・2) 1はJ_J径13.0cm、器窃1.5cm。2はJ_J径15cm、器裔1.9cm。 1の外底部は不明だが、

2は回転ヘラ削りを施す。器形は新しいが、 IV!構をは古い。 8批紀中頃か。

杯 (3) 復元,~,径12.8cm、器泊13.2cm。体部に丸味を有す。外底部はケズリの痕跡が倣かにうか

がえる。 8枇紀中頃。

弥生土器

壺 (4) 無頸壺の口縁部破片。内外に赤色頻料を旅布する。
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第73図 SK42出土土器実測図 (1/3,1/4) 
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SK38出土土器（第74図，図版57)

弥生土器

壺 (1) 広口壺の口頸部破片である。口縁部は鋤先口縁をなし、上面はほぽ水平である。内側

への突出は小さく、外端部が面をなす。外面の口縁下には強いヨコナデによるくぼみがめぐり、内

外ともナデで仕上げる。復元口径29.6cm、白黄色を呈する。

鉢 (2) 完形品で口径13.2cm、器高4.8cm前後を測る。底部は小さく、口縁は内湾して立ち上が

り、素口縁をなす。黒斑はみられず、黄白色を呈する。

SK40出土土器（第74図）

弥生土器

壺 (3) 広口壺の頸部破片である。残存部分からlコ頸部は大きく外反し、胴部はやや屑が張る

ものと誰測される。胴部外而はヨコミガキ、口頸部外面はナデ瀾腋であり、 LI頸部外而に分割暗文

が施される。 II紆文は幅 1cm弱、 5-6本を 1単位として、 32ケ所前後に施されたものと復元できる。

内面はLI顕部がヨコミガキ、胴部はナデで閥幣する。励m褐色を呈する。

甕 (1-7) いずれも鋤先口縁をなす甕の口緑部破片である。 4はLI緑部上而が丸く、内への

突出がかなり強い。胴部はやや張りをもつようである。内外ともナデで1-1:上げる。復元1-1径34.6cm、

淡黄橙色を昆する。 5-7は口縁部上面がわずかながら外傾し、 J]lij部の張りはほとんどない。 5• 

7は口縁部内側の突出が弱いのに対して、 6は胴最上部が内傾し、内側への突/11が明瞭である。 5

は内外ともナデでイ：I: 上げ、復元に1径34.6cm、淡黄橙色を呈する。 6は胴部外面にタテハケを残す以

外はナデ瀾撒であり、復元LI径31.8cm、白黄褐色を呈する。 7は胴部外面にタテハケ、内而にナナ

メハケが残り、復）凶l」径36.0cm、1':1黄褐色を呈する。

底部 (8) 甕と息われるJIM部破）rと底部破片である。両者は接合しないが同一個体と思われ、

いずれも外面に）'j旅りを施す。 Ill叫部中央に断TM::角形の突・幣を）1, り付し、胴部下半はやや張りをもつ。

内外ともナデでf:1:1・.げ、 1人fl(ijJ妓部近くには指頭）l:i/{が~ii―粁である。黄橙色を昆する。なお、出土 II寺

には 1と6を[li)--11!1体と認識していたが、そうするとif,自然な形態が復元され、色瀾、焼）必からも

別個体と考えられる。

SK43出土土器（第71・751):(1,I以1版57)

弥生土器

壺 (9・10) 9は無頸敵である。日緑部は逆L字状をなし、上面がわずかに外傾する。 LI緑部

は1/ 2 J,1/)ijりが残存し、 1ケ所に径0.3cmほど、 2孔 l糸llの焼成前穿孔がある。 IIIAJ部」：・半は張りが

なく内領し、最大径が低い位骰にある。外j(ijはヨコミガキで、胴部内面にはナデ上げの痕跡が残る。

胴部外而から1-1緑部内面に-J'J・旅りを施している。復元IJ径12.6cm、内外とも黄白褐色を呈する。

10は広1-1壺のものと思われる鋤先u緑破片である。口縁部上面が外傾し、内への突111が強く、外

端部は角張った而をなす。厚さからかなり大形の逝の口縁と思われる。内外ともナデでf:I:上げ、外

面からLI緑部上而にかけて）1旅りを施す。 1-1縁端部が焼成不良のため黒変する他は、黄白色を呈し、

粘土も精良である。

器台 (11・12) 丹旅り筒形器台の破片である。 11は鍔部破片で、復元鍔径25.8cmを測る。外面

は丹塗りで、内外とも磨滅が顕著なため、調整は不詳である。橙褐色を呈する。 12は裾部小片で、

裾端部が面をなす。外面はタテミガキ、端部から内面にかけてはヨコナデで仕上げている。また、
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外面はタテミガキを切るように 1条の浅い沈線がめぐる。裾端部の上まで丹塗りを施し、生地は黄

褐色を呈する。また、端部から内面にかけて黒斑がある。

鉢 (13) 類例の少ない器形であるが、ひとまず大形鉢の口縁部として報告する。口縁は直立

し、端部が角張る。口緑端部より 1cm程下に、高い断面コの字突帯を貼付する点が特徴的である。

外面はタテハケが残り、内而はナデである。復元口径27.0cm前後で暗褐色を呈する。

高杯 (14) 杯部、脚柱部、裾部の 3片に分かれて接合しないが、他に裔杯破片のないことから

[;1J-111il1本と，思われる。杯部は口径26.6cmに復元される。やや外傾する鋤先口級をなし、内へ強く突

出し、外端部は而をなす。磨滅のため調整は不明であり、内外全面に丹旅りを施している。脚部は

裾が大きく IJfJき、端部が角張った面をなす。復元裾径19.2cmを測る。外而は縦方向のヘラミガキで

ィ：I: 上げ、内面は上部に絞り痕が認められ、下部はナデである。外而に)'J旅りを施す。 1こ1緑部」．．．而の

大部分と据外而の 1/8周程に黒斑が見られ、杯部黄灰褐色、脚部lリJ黄褐色を呈する。

甕 (15-22) 15はくの字口縁を呈し、上面が丸く屈JIiiする。内而の頸部）IT!JIIJ部下に強いナデを

施すため、鋤先口縁に近い形態となる。胴部はかなりの張りをもつ。内外をナデでイ：I: 上げ、 1こ1級下

2 cm程のところから口縁部内面にかけて丹旅りを施している。

16-22は鋤先口縁をなすものである。 16・19・20は）JI肘部がやや張りをもち、¥_¥緑下に断rm三角形

の突帯を貼付している。いずれも外而にタテハケを残し、 I~\緑部から \-J;Jj(ij にかけてはナデ調幣であ

る。 16は口縁部上面が水平で、内への突II.Iが強い。内面には¥_¥緑突1111¥I「ドとJW1J部内而に接合痕が観

察できる。復元口径31.0cm]llJ後、 II惰黄褐色を星する。 19・20はl」級部」:.!面がやや外傾し、内への突

-~-\_ r~-\,, 
II 18 

『； /ノ

~ 
,/11/ifi//lW1 !1¥¥11 

¥¥ ,'21 
15畑

I 

第75図 SK43出土土器実測図 (1/4)
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出が小さい。 19は口縁外端部が面をなしている。復元口径37.3cm、明黄褐色～灰黄褐色を呈する。

20は口縁外端部が丸く、復元口径38.4cm、橙褐色を呈する。 17・18は丹塗り甕の口縁部であり、形

態、調整が類似している。口縁部上面は丸みを帯び、内への突出は小さいながら明瞭であり、外端

部が面をなす。胴部は若干の張りをもち、口縁下に断面M字状の突帯が貼付される。いずれも突帯

下の外面にヨコミガキを施し、他はナデで仕上げる。形態、調整は酷似しているが、施文には違い

がある。 17は口縁部上面に幅0.5cm、4本前後を 1単位とする放射状分割暗文を0.5cm前後の間隔で

めぐらし、口縁端部にはハケメ工具の小口刺突によると思われる刻み目を施す。 18は口縁部上而に

幅2cm余り、 10本前後を 1単位とする放射状分割暗文を1.0cm前後の間隔で施し、口縁部と M字状

突帯の間に密な波状の暗文を施している。また口縁端部には17より密な刻み目を施す。 17は復元口

径34.6cm、砂粒をほとんど含まない精良な粘土を）IIい、黄白褐色を呈する。 18は復元l二l径35.9cm、

黄白褐色を呈する。 21は口縁部上面が大きく内傾する。内而への突出は甘く、外端部は丸い。 II月部

は内傾し、口縁部下に高い断面三角形突帯を貼付している。 II月部外面、突幣下はタテハケが残り、

他はナデで仕上げる。復元口径40.0cm前後、灰黄褐色を星する。 22は上而がほぽ水平の鋤先l且1緑を

なす。内への突出が弱く、外端部は丸い。口縁部上面には 2 条の浅い l~I線がみられ、一定の 1/IJI悩で

施文されていた可能性があろう。胴部外面タテハケ、他はナデ閥腋で、明黄褐色を呈する。

以上の売のうち、 16は胴部外面から口縁部上面にかけて、 20は胴部外面に煤が付滸している。ま

た、 19は1-1緑端部が二次加熱により赤変している。

底部破片 (23・24) いずれも甕のもの思われる。底部は平底で、胴下部の張りは小さい。 23の

底部外'jffjには接合痕が観察される。両者とも外面タテハケ、内面ナデ調整が基本である。さらに24

の内底部には指頭／玉痕が残っている。

23は外[(1i全[(iiに煤が付滸し、外ffiiの

高さ3cm程のところまで．．．次）JII熱によ

り赤変する。内lfliは泊jさ5cm程のと

ころまでコゲが付滸している。 23は

暗褐色、 24は貨茶褐色を_!j!_する。

SK45出土土器（第761以I,I以II版58)

弥生土器

甕 (I-5) lはくの字LI級を

呈し、剖』部が角張り、 1浮くなる。 llli!

部の張りは小さい。外而タテハケが

観察され、内而をナデでt.l:上げる。

復元1-1径27.0cmJllJ後を測り、白賀褐色

を呈する。

2 -5は鋤先IJ縁の甍である。 2

は外面から Cl縁部内面に丹旅りを施

したものである。口縁部上而がわず

かながら外傾し、内への突出が強く、

外端部が角張る。胴部はやや張りを

I I 

' ． 
i 
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第76図 SK45出土土器実測図 (1/4,1/6) 
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もち、口縁の下に断面M字状の突帯が貼付される。突帯下の外面にヨコミガキを施し、他はナデで

仕上げる。口縁部上而には幅1.0cm、5本前後を 1単位とする放射状分割暗文を1.0cmの間隔で施し

ている。また、口縁端部には密な刻み目を施している。口径32.8cmを測り、黄白褐色を呈する。 3. 

4は口縁部上面がやや内傾する鋤先口縁の甕である。いずれも内への突出が強く、外端部は丸い。

胴部はわずかながら張りをもつ。 3は胴部外面にハケメを残し、内而はナデである。復元l二1径35.0

cm前後、黄褐色を呈する。 llfiil部外面に厚く煤が付着している。 4はナデでti:上げ、復元に1径35.6cm

を測り、貿褐色を呈する。 nfiil部外面は薄く煤が付着し、一部に二次!JII熱を受ける。 5は1二1縁部が強

く内傾する鋤先口縁をなす。口縁の内への突出は小さいが、下部に接合痕を残すため明瞭である。

外端部は面をなしている。口縁下の胴部は内傾し、外面に断面三角形の突幣が貼付される。外而は

ハケメを残し、他はナデ調整である。復元口径44.8センチ、明黄褐色を呈し、 II刊部外而から 1:1縁下

面にかけて原＜煤が付着している。

SK46出土土器（第77図，図版58)

弥生土器

壺 (1) 無頸壺で口縁部はくの字に外反し、胴上部の張りが強い。内外とも）耕滅が署しく、瀾

整は不明である。図示していないが、外面は一部、丹旅りが残る。復元l~I径14.2cm、黄橙色を呈す

る。

甕 (2-8) いずれも鋤先口縁の甕である。 2は口縁部の破片で、上fliiがやや外傾する。 1-l縁

内側の突出は強く、明瞭であり、外端部は丸い。外面と内面の口縁突出部下にタテハケが残る他は

ナデで仕上げる。復元口径29.6cmを測り、内面黄褐色、外面黄茶褐色を呈する。 3は完形に復元さ

れる甕で、口径36.0cm前後、器窃37.2cmを測る。底部を焼成後穿孔し、甑として用いたようである。

口縁部は上面がほぽ平坦な鋤先口縁をなし、内側への突出が弱い。口縁外側は厚く、端部が丸い。

胴部はやや張りを持ち、下部は外反しながら立ち上がる。底部は平底で、外縁から 1.0cm程内側に

輪状のくぼみがめぐる。 Jj[iij部外而には米JIいタテハケが残り、内面底部近くには指頭圧痕が見られる。

他はナデ1欄整である。に1縁 1/2、JJ[iij部2/3程残存するが、駄斑は観察されず、淡橙褐色～灰黄

褐色を呈する。 4は丹旅りの甕の胴上部から口縁にかけての破片である。口縁部上而はやや丸みを

おぴ、内への突出は明瞭で、外端部は而をなす。胴上部はやや張りをもち、口縁下に断而M字状の

突帯が貼付されている。突帯下の胴部外面はミガキを施し、内面口縁直下に指頭圧痕がめぐる以外

はナデ仕上げである。口縁部上而には幅3.0cmあまりの分割暗文を10ケ所前後に施すものと復元さ

れる。口縁と突帯の間には密な波状の暗文を施す。暗文は 1/12周前後毎に区切りがあり、右から

左に施されたようである。丹塗りは外面から口縁内面に及んでいる。復元口径31.0cmを測り、胎土

は精良で黄褐色を呈する。 5-8は鋤先口縁をなし、いずれも胴部がわずかに張りをもつ。胴部外

面にタテハケを残し、内面をナデで仕上げる点も共通している。 5は口縁部上面が内傾し、内への

突出が強い。口縁部上面にはナナメハケも見られる。復元口径32.0cm前後、黄褐色を呈する。 6は

口縁部がほぼ水平で、内への突出は弱い。復元口径32.1cmを測り、暗灰黄褐色を呈する。 7は復元

口径34.8cmを測り、暗灰褐色～暗褐色を呈する。口縁部上面がやや丸みをもち、内へ大きく突出す

る。胴部は口縁部近くで強く屈曲して外反する。 8は口縁部上面が外傾し、内への突出は小さい。

口縁下の胴部に断面三角形の突帯が貼付され、外面のハケメは突帯下と口縁下に停止痕が観察され

る。復元口径36.1cmを測り、黄褐色を呈する。
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第77図 SK46出土土器実測図 (1/4) 

3・7は胴部外面、 5は口縁部下而、 6は口縁部下面から胴部外面に煤が付滸している。また、

6は口縁より 3cm程下の胴部外面が二次加熱のため赤変し、一部が剥離する。 3は内面の一部、 7

は口縁部内側上而にコゲの付藩が観察される。

底部破片 (9) 甕のものと思われる。底部は平底で、胴下部の張りはほとんどない。外面はタ

テハケを残し、内面ナデである。砂粒を多是に含み、黄褐色を呈する。胴部外面は全面に煤が付滸

し、底部近くは二次加熱のため赤変する。内面は高さ 5cm程のところまで黒変している。

SK47出土土器（第78図，図版58)
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弥生土器

高杯 (1) 全面丹旅りの府杯

杯部破片である。に1縁部は上而

が水平の鋤先I]緑をなし、内へ

大きく突/11する。杯部は内洲し
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＼二＼ ている。杯部内面はヨコミガキ

一〗土が残り、他は~滅のため'"幣が

ilil:1::¥l¥¥jl 不明である。復元口径27.8cmを測

II 7 り、内外とも lとl黄褐色を星する。

器台 (2・3) 外fffi-J'l旅りの

筒形器台破片である。 2は筒部

の透かし間の破片である。水平

断miから考えて、透かしは ~)i

向にあけられ、 1J1J,l2. 0cm lll/後に復

元される。外而タテミガキ、内而

府llいタテハケ，Ul,J腋である。 3は

裾部の破片で復元径37.6cmをiJIIJる。

裾部は大きく !Jflき、角張った而

をなす端部にいたる。外i(Jjはタ

＇ヽト
＼
 

言言胃

ー） 
り
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第78図 SK47出土土器実測図 (1/4)

テミガキ、内!Iiiは大部分をナデ

で仕上げる。内面の上部に指頭

圧痕、タテハケが残り、タテハケ

は2のものと一致するので、同

-1個体であることはIll)述いない。

2・3とも明黄褐色を呈し、砂

粒の少ない精良な粘土をHIいる。

甕 (4-7) 4 は丹•旅り甍の

胴上部から口縁部にかけての破

片である。口縁部は上面がやや

外傾する鋤先口縁をなし、口縁

内面の突出が強く、外端は面を

なす。胴部はやや張りをもち、ロ

縁下と胴部中央にそれぞれ 1条

の断面M字状突帯が貼付される。

胴部にヨコミガキを施す他はナ

デで仕上げる。口縁部上面には

幅0.5cm、3本を 1単位とする分

割暗文を0.5cm間隔で施し、口縁
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部下にも斜行する暗文をめぐらしている。丹塗りは外面から口縁部内面におよぶ。口径32.3cmに復

元され、橙褐色を呈する。 5・6は鋤先口縁をなし、胴部外面にタテハケが観察され、内面をナデ

で仕上げる。 5は口縁部上面が水平、 6はやや外傾し、いずれも内への突出が弱く、外端部が丸い。

6の胴部内面には指頭圧痕、ナデ上げ痕跡が認められる。 5・6とも口縁部下面から胴部外面にか

けて煤が付滸し、 6の胴部内面には一部に黒色物の付瘤が観察される。 5は復元口径33.0cm前後、

茶褐色を呈し、 6は復元口径34.0cm、灰黄褐色を呈する。 7は口縁部外側を欠損するが、鋤先口縁

をなすと推測される。胴部外而にはタテハケを残し、他はナデである。口縁部上面はハケメ工具小

口の刺突による文様が施され、胴部内面にも文様をなすか不明の線刻がみられる。黄褐色を呈し、

口縁部内側は二次加熱を受ける。

道路状遺構

SX01出土土器（第791送I, l~I版59)

須恵器

蓋 (2) U径15.0cm、器高2.2cm。低い

天井部に低い摘みを付す。外天井部はヘラ

切り未調腋。 1-1端部の突出も退化する。 8

世紀中頃～後半。

SX02出土土器（第79図，図版59)

土師器

甕 (1) 焼骨を収めていた埋甕。口径

29.0cm、器泊i30cm前後。下膨れの胴部に、

肥厚し於1/< I又11恥する1-1緑部を備える。胴部

外而にタテハケ、内'iftiにヘラケズリ、 u縁

部はヨコナデを施す。形態は 7-/11:紀代のも

のである。

ピット出土土器（第80・811以I,I火1版59)

弥生土器

蓋 (l) 盗頂部破｝ヤでm部中央がくぽ

み、外rmタテハケ、 i/..Jffiiナデである。明賀

褐色を呈す。

＼＼ 

0 "" !,-・,・・, rr・・I  

'°" 
第791以ISXOI・02血I:.贖砂雑IIJI火I(1/3, 1//4) 

壺 (2) 広Ui:':1の1-1頸部破片である。外傾する鋤先l」縁をなし、内への突Illが強く、外端部は

面をなす。 1~,縁部下面に強いナデにより段が生じる。ほぽ全面をナデでf.l:上げ、内外にJ')-旅りを施

す。復元に1径38.0cmlitr後で、砂粒を多く含んだ粘土を用い、暗褐色～明黄褐色を呈する。

鉢 (3・4) 3は復元LI径14.0cm前後、索LI縁をなし、外面タテハケ、内而ナデWI,)撒である。

橙褐色を呈する。 4は逆L字状l直1縁をなし、外面タテハケ、内面ナデ調撒である。外而に黒斑が見

られる。復元 1~,径21.6cm、灰黄色を呈する。

甕 (5-15) 5は鋤先口縁をなし、復元口径27.0cm前後である。淡褐色を呈し、内外に煤が付

着する。 6・7は丹塗りの甕口縁である。いずれも胴部の口縁直下に断面M字状突帯を貼付する。

6は口縁端部に先端の尖ったエ具による線刻の刻み目を施す。 7は口緑部上而に幅4.5cm、18本を
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第BOIS!I ピット出土土器実iJ!lll器J(l)(1/4) 

1単位とする分割暗文を2.5cm程の間隔で施す。 lコ縁部とM字状突帯の間には20本前後を 1単位と

する暗文を2.0cm程の間隔で施し、突帯下にも一部、縦方向の暗文が見える。 6は復元口径30.0cm

前後、白褐色を呈する。 7は口径31.8cmに復元され、精良な粘土を用い、黄白褐色を呈する。 8-

15は口縁部小片である。 8は逆L字状口縁をなし、 9はくの字口縁をなす。 10-15は鋤先口縁のも

のである。

底部破片 (16・17) いずれも甕と思われる。 16は外面をタテミガキ、内面をナデで仕上げる。

外面には丹塗りを施し、生地は黄橙色を呈する。 17は外面にハケメを残す粗製のものである。内面

最下部と高さ 4cmのところから上にコゲが付着する。灰黄色を呈する。

土師器

杯 (1-4) 1は口径11.7cm、器高3.8cm。2は復元口径13.4cm、3は14.0cm、4は14.0cm、器高

3.cm。1・2は平底から体部が僅かに内湾しながら立ち上がるもの。 1の外底部はヘラ切り後ナデ

を施す。共に口縁部・体部はヨコナデ。 3・4は体部が直線的に開くもの。 4の外底部は回転ヘラ
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第81図 ピット出土土器実測圏(2)(1/4) 

削りを施す。また、口縁部外面に一部黒色化した個所が認められる。

須恵器

"" 

蓋 (5・6) 1は口径15.0cm、器高1.8cm。 2は復元口径15.5cm。 1はかなり歪みが激しい。 LI

端部は嘴状に突出する。 6の口端部は丸味を帯びる。いづれも調腋は外天井部は回転ヘラ削り、そ

れ以外はヨコナデ・ナデ。

杯 (7) 外底部の周縁部に低い高台を貼付する。外底部はナデ、体部はヨコナデ。高台径6.7cm。

皿 (8・9) 8は甜台を貼付したもの。外底部は回転ヘラ削りを施す。内面は青褐色、外面は

茶褐色を呈す。 9は口縁部が大きく IJfJく。外底部は回転ヘラ削り。二次的火熱を受ける。復元口径

15.0cm。

陶磁器

椀 (10) 復元口径9.4cm、器両4.3cm。底の深い有窃台のもの。白灰色の胎土に白宵色の釉を施

す。高台僅付のみ露胎となす。外而に宵で花文を施す。

出土土製品、石器（第801忍I,I送1版59)

有孔円盤 (1) SK43から出土した弥生土器片転）Hの有孔円盤である。径3.2cm前後で、中央に

表裏からドリル状のエ具で穿孔を施す。孔径0.7-0.2cmである。

投弾 (2-10) いずれもラグビーボール状を呈する土製の投弾である。長さ5.2-4.5cm、太さ

2.5-2.7cmを測る。 2はSB13、3・4はSC12から出土した。他はピット出土のものである。

石鏃 (11・12) SD09出土の石鏃である。 11は三角形を呈し、袂りが大きい。表而には索材剥

片の面が残っている。挟りは細かな剥離によるものである。長さ1.9cm、幅1.7cmに復元される。 12

は表衷とも丁寧に調整し、素材剥片の面は残っていない。扶りは11に比べて小さいが、大きな剥離

により成形している。現存長2.3cm、復元長3.0cm、幅1.6cmを測る。いずれも黒曜石製で11は漆馬の

黒曜石を用い、 12は姫島産のものである。

剥片 (13・14) いずれも黒曜石の剥片である。打面を成形していることから旧石器の可能性が

考えられる。 13はわりに横長の剥片で幅2.6cm、長さ2.1cmを測る。表裏の剥離の方向が異なってい

る。 14は縦長の剥片で長さ2.8cm、幅1.4cmを測る。側面に微細な剥離が認められる。 14はSClOの覆
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土、 13は表土から出土した。

磨製石剣 (15) SC12から出

土した磨製の石剣の切先破片で

ある。幅3.8cm、現存長11.3cm、

厚さ0.5cmを測る。先端から 1.0cm

ほどは刃が甘くなっている。

砥石 (17-19) 図示した而を

砥面として使用している。 17がS

C09出土、 18がSD09上陥出土、 19

は表土出土である。

台石 (20・21) I就I示した而を

使用している。 21は使用而側に

火を受けた痕跡が認められる。

ある。小形の20はSK34出土のも

のである。大形の21はSC12の屋

内土城から111土した。 ゜1,,,,, r- ＇ヤ

第83図 出土石器実測 [~1(2) (1//4) 
小結

5地点の調究の納果、縄文時代から古代にかけての各種の遺構を検出した。時代別に概要を継め

たい。

縄文時代 11((1し穴状遺構 8基を検111。111土逍物が無く時期を限定できない。形態的に全て同種の

もので、長さが 1ml前後の長）j形プランを布し、底部に杭ビットを 1孔穿つ。杭固定の充禎材には、

下部の粘質土まで掘削し、これを使Illしている。これらの配樅はランダムにではなく、一定の削梱i

性に基づいて配脱されている。特にSK/48~53は6~19m (多くは11m)の[IIJ隔で弧状となる 1本

の帯状に配列され、この延低には 4地点で検111したSK29・30も位冊しており、今1川の調究で総延

長約100mの[/((1し穴状遺構幣を確認できたことになる。北側がどこまで延ぴてゆくのか定かではな

いが、このIIIJだけでも 8基が配1悦されており、その掘削やf:I:掛けの労力だけでも膨大である。 [l((iし

穴といえば獲物が掛かるのを待てばよいようだが、これだけの計ii!il性はすでに一・fl!!人の労力を越え

ている。陥し穴を利片］した追い込み猟が集団のlh/,[Hj作業による大がかりなものだということが実感

できよう。

弥生時代 竪穴住1~:- 5 軒、柵列 1 対、掘立柱建物 9 棟、溝状逍構 3 条、土城10翡し、 It!'蔵穴 I),~ 、

木棺幕 1~を検出した。本格的にこの地が開発されたのがこの時代である。注目すべきはまず、殆

どの遺構が中期後半（須玖11式古段階）の土器型式に収まっていることであろう。確認した各種の

遺構が同時期に存在したとは考えられないが、それでも切り合いは極端に少ない。このことは集落

の展開が、一時期に限定された小規模なものであったことを物語っている。いかなる理由でこの地

が選ばれ、また、突然集落が維持されなくなったのか、宝満/II左岸の台地での集落展Iiりを考える上

で今後の課題となる。
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ところで集落の居住域は南半に向い密度で集中する。竪穴住居と掘立柱建物からなる今回のまと

まりは、微地形によって占地された集団の単位を示しているが、それ以上にそれらの性格や機能も

重要である。限られた面積ではあるが、特異な柱構造をなす大型竪穴住居と大型掘立柱建物を中心

にして）i11)辺に竪穴住居が営まれ、さらにその空Ill)内に、掘立柱建物が配骰されている。掘立柱建物

も多くは利床倉Jill.と考えられるが、 8B10のように極めて規模の小さなものの性格についてはよく

解らない。大型の竪穴住）~:·は柱構造以外、ペッドや中央炉、）盈内土城等一般の）苫宅が備える住居施

股と内容的な旅異はない。したがって集l,J:IO)共1,;J建物ではなく、優位性を持った家族の居宅と考え

て淡し支えない。大隈のfill立柱建物8B08は張り出しを有し、その東洒に塀SAO!を股けた特異なも

のである。あるいはSAO!と81308は身舎部分に回り縁を 3方にともなった窃床建物の可能性も考え

られる。 .ljl.に!'Ill滞の所布した建物であるのか、あるいは枇帯を越えた梨団の施股であるのか定か

でない。建物構造も含めて次年度に検討したい。

古代 iUldftlli内では 2条の対となる L字区画溝、道路状逍構 1条、竪穴住屈跡 211q:、こI:.城 l基、

各種の溝状逍構を検/11した。 4地点の進構の配骰状況とあわせて考えた時、両i闊究区の溝SDQ,1~07、

SDIOJ¥・Bはii'l:接には辿続していないが、計画方位と存続時期は呼しいことが注目され、南北の道

路状逍構SXO!をはさんだ複郭の区画溝が想定される。この1x:w,1溝は南北52mの此さが得られ、半

IIIJ企 J11_1jのプロックが意識されているとみて良い。東Vりの延・↓もについては大）J洗llfJ教弁委貝会がIJH発

に伴う試掘閻査で、 SD!OAの延・此は確ii忍している。ただし、全形は;,i;iリJであり、 )j格地¥111]りかど

うかは定かでない。また、この1xi11,1内では！股火1:1:);,:・をそれぞれ 11111:確認している。このうち束郭内

の竪穴住屈-SC06は小鍛治」；IJ} の 'ii]能性が裔く、 ill個的なプロック ~i!I性の性格を示すものとも考え

られる。また、真北)ii―i1]!/)rll'ii!ij')jjむが北）jの梨崎遺跡検出の住／面を含めて採JUされるなど、単なる

n然発ti'.的な農村集落とは考えがたい。 l•N)Jの官術城とどのような関わりと機能を持つものか今後

の課題である。
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第 5節 6地、1灯の追桃と辿物

5地点南側の段落ちから、

東西方向の水路までの延長13

Omを対象とした。池lff.lJ/:l始

前は北側は耕地、 ,i,央の現県

道との間には店舗がおか~ L 、

南側は水Illであった。令域に

ついて試枷漏＇位 を実施したと

ころ主に南側で辿構か検出で

きたが、北側は I・取りのため

か辿構は失 ~>il 、 • 部で社';・状

遺梢を確認．しただけであった()

特に中央付近 は 如）り方向の小

谷が解析さiL辿構はイ(在しな

い。そのため北側の溝状辿fi'li

周辺を II/ 、 IY•ifl!IJを11Iメとし

て訓1f.を -~1血した 。 』,',)1f.終 (

面和は約1,000m'である （）

介
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第81図 6地、,,'_,:調査1メ位1i'i:l'J..I(I/ 2,000) 

'1/↓'£:ll GJ也、i_1_i:I I人:~'!:l; し（＇ノH蔽）

I区検出迫構

逍f/1/.iftiまでは 2m程のIt,柑1・.を除）：した。微地形は南に向かって傾斜し、北錨部は,.. 11'・1の1-'i'i質 I・.が

現れており、 I・. 部の紺掲色ロ ーム11'・1は失われている。i1'1'i'状辿構と ビッ トを検Ii',。
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第85図 6地点 I区遺構配置図 (1/200)

溝状遺構（第85固）

S025 発掘区の中央付近を北西から南東に向けて延びる素堀の溝。幅0.7m前後、延長24mを確

認した。両端は僅かに蛇行するがほぼ直線的に延びている。底面までは深さ0.4mをはかる。試掘

の段階で弥生土器が周辺で採集できたため、弥生期の溝として調査を着手したが、近年まで使われ

ていた水路であることが判明した。

II区検出遺構

発掘区内の地形は西から東に向かって徐々に傾斜するが、水田耕作に伴う地下げで北側は一段下

げられ平坦となっている。標高は14m前後。南部には無数のビットが穿たれている。このうち建物

としてまとまったのは 2棟である。

掘立柱建物（第87図）

SB15 発掘区の南側で検出した建物。規模は 1X 2間の南北棟。計画方位は北に対して10゚ 東
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IOm I 
囀

第86[凶I 6地点IIIi. 逍構配骰［以I(1/200) 

へ振れる。柱 IIり寸法は梁111)11尺 (330cm) 、桁行5.5)~等11¥J(330cm)に復元でき、方形プランとなる。

掘立柱建物の中央部に土城SK62が位骰する。柱穴は径0.3m前後の不腋形で、深さは0.4mである。

内部は馬色土の単純埋土で、柱痕跡は確認できていない。柱穴内から弥生土器が出土した。

SB16 発掘区の南西部にあってSB15と煎複した位樅で検出した建物。規模は 1X 211¥Jの東西棟。

計画方位は奥北に対して16゚ 束に振れる。柱ll!J寸法は梁IHJll尺 (330cm)、桁行 6尺等[HJ(360cm) 

に復元できる。柱穴は0.4m前後の深さで全て一段階段掘りして掘削する。埋土は黙色土の単純埋

土で、柱痕跡は確認できていない。柱穴内から弥生土器が出土した。

溝状遺構（第86図）

S026 発掘区の西側にあって耕地造作に伴って巡らされた溝状遺構。 L字状に延ぴる。
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第87図掘立柱建物SB15・16実測図 (1/60)

土塘（第87図，図版35)

SK62 発掘区の南西部にあって掘立

柱建物SD15の内側に位置する浅い落ち

込み。平面形は1.7-2.0mの不整形をな

し、深さは 3-6cmと非常に浅い。底面

は凹凸が著しく痘痕状になっている。黒

色土が被っていたが、この中から 3合程

の炭化米が広がって出土した。位骰関係

から見ると掘立柱建物と関連しているよ

うであるが、遺構検出時にすでに炭水米

の広がりは露出しており、確実とは言い

がたい。仮に伴うとすれば、高床倉庫が

破燕されたときに地而に落ちてきたもの

か、あるいは床下での作業時に広がった

ままであったのかも知れない。

陥し穴状遺構（第881乱図l版34・35)

SK58 発掘区の中央寄りで検出した。

上端而は長軸1.21m、短ili1h0.98mの小判

形に近い形状をなす。長軸の方位はほほ

真北の方向に向いている。底面は上面形

とは違って長方形に近い平面形で、平坦

に整える。深さは約0.85m。底而いは 6

個所で小ピットを検出した。径は10-20

cm、深さは15cm。このピットの周囲は茶

褐色粘質土が全体に充狼されていた。し

たがって土城を掘削後底面全体に茶褐色

粘土を敷き、これに杭を直接差し込んだ

ものと思われる。小ピットは杭の抜き取

り痕か。

SK59 発掘区の南西部にあって溝SD

26と重複する位置で検出した。上部は溝

によって一部が失われる。壁面も崩落し、

皿状に落ち込む。残存する部分で上端面は長軸0.85m、短軸0.53mのやや歪んだ長方形をなす。長

軸の方位は真北に対して67゚ 西に振れる。壁面の傾斜は急である。底面は中央に向かって凹面をな

す。深さは約0.75m。底面で 4つのピットを検出した。周辺のピットは内側に傾斜する。杭固定の

ピットと思われ、上面径10-15cm前後の円形に近いもので、 15cm掘り込まれる。杭痕跡は確認でき

ていないが、杭ピット内は黄灰色の粘質土が充填されていた。

SK60 発掘区の西寄りにあって溝SD26と重複する位置で検出した。上端面は長軸1.05m、短軸0.
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85mの長さの長円形をなす。長

軸の方位は真北に対して 7゚ 東

に振れる。壁面は直線的に垂直

近く掘り込まれる。底面までは0.

8mの深さで僅かに凹面をなす。

中央付近に杭固定のピットが穿

たれる。径20cm、前後、深さ15cm。

土猥には上部に黒色土、下部に

茶褐色土が漸移的に変化しなが

ら堆積する。

SK6.1 発掘区の北側で検出し

た。上部は墜面が削落し、皿状

に落ち込む。残存する部分で上

端面は長軸1.13m、短ilirh0.68mの

均整のとれた長方形をなす。 l-1:

軸の方位は其北に対して50゚ 西

に振れる。墜而の領斜は垂匝近

く掘り込まれる。底而は平坦面

をなす。深さは約0.80m。底面の

3個所でピットが穿たれている。

上面径0.15m前後の円形に近いも

ので、 0.25m掘り込まれる。周囲

には黄褐色粘質土が認められて

おり、 SK58IH]様に底而全体を粘

土で充収し、杭を差し込んだも

のか。

出土遺物

掘立柱建物（第89llil,I労1版60)

S815出土土器

弥生土器

—+~ 

LI Q 
＼＼ 

SK58 

13,BOm 

0 Im 

I " " , I 

＼
 

13.80m 

14.0m 

第881区I11(6し穴状逍構SK58-61実測llll(1/30) 

甕 (1~ 5) 1-3は発達した L字口縁をなすもので、外緑は俯かに肥厚する。に1縁部の内外

面にヨコナデを施す。 4・5は器肉の簿い平底をなし、 5は甑として利用され底部中央に 1孔焼成

前の穿孔が認められる。 4は復元底径7.8cm、5は7.6cm。5は器而の磨滅が著しい。

溝状遺構（第89図）

SD25出土土器 弥生土器の他、現代の陶磁器も出土。

甕 (6) 外底部の中央が倣かに窪み、胴部の最下部が僅かに外反する。これまでの調査地点で

出土したものより古い。底径8.0cm。胴部外面にタテハケ、その他にナデを施す。
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第89図 6地点出土土器・石器実測図 (1/2,1/4) 

土壊

SK62出土炭化米（第 2表，図版60)

'" 

S025出土石器

未製品 (7)

灰黒色粘板岩系統

の石材で、一方の

端部を欠損する。

厚さ0.7cm、残存

長8.9cm。表衷面

は良く研磨される

が、側辺部は表裏

而から打ち欠きさ

れる。石剣の未製

品か。

士城埋土から出土したもので、出土容械は 3合程度である。籾の外殻、胚芽は剥落している。出

土炭化米のうち大から小までを任意に10粒選んで粒の長・幅を計測した。長／幅比は1.23から1.65、

平均1.47である。短粒米である。

第 2表 出土炭化米計測表

番号 1;'. ! /:i. ! >.~; ! ・. 4 . ! 5 6 : 7 , s V 9. : 10 i、ヽ＇＇・

哀艮さ 3.2 i 3.4 i 3.7 i 4.2 ! 4.2 ! 4.3 i 4.3 j 4.5 i 4.6 ! 4.8 

＇幅 2.4 j 2.5 i 2.5 l 2.8 [ 2.7 ! 2.6 ! 2.7 l 3.0 [ 3.0 j 3.9 

1哀／幅比 1.30 i 1.36 ! 1.48 ! 1.50 : 1.56 ! 1.65 : 1.59 ! 1.50 ! 1.53 i 1.23 

小結
6地点の調査では陥し穴状逍構 4基、弥生時代の掘立柱建物 2棟、土城 1基を検出したのみであ

る。陥し穴状逍構は形態規模ともすべて同じではない

このうち掘立柱建物SB15の内側で検出した炭化米出土の土城SK62は、位置関係から密接な関係が

あるものと考えられるが、残念ながら土堀からは土器片もなく確実とは言いがたい。

この他多数のピット群を検出したが、形状や深さにばらつきがあり内部もかなり凹凸が認められ

た。掘立柱建物の柱穴ではないにしても、何故これほど密集するのか疑問である。
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第6節 7地点の調査概要

馬屋元遺跡では最も南側に

位置する。 6地点との境とし

た農道から約220m南に下っ

た1日道との連結地点までを 7

地点の調査対象とした。この

7地点だけは他の地点のよう

なバイパス工事ではなく現道

の拡幅工事である。したがっ

て現道の両側約 7m前後が対

象となった。前述したように

当初の試掘時点では家屋や店

舗の立退きが進んでいなかっ

たために限られた地点でしか

試掘が実施できなかった。こ

の時の試掘では逍構は検出し

ておらず、工事藩エ寸前に再

度試掘調査を行ったところ今

同の掘立柱建物や濠等が検出

できた。調査は工事日程と調

整しながら実施。結果的にエ

事を延期していただいた。ま

た、土木事務所との協隈で現

道の下部についても仮股道路

による迂回路を股けて本閻査

/
」
-

,_ --------_:・ こ一ーニー-a---

I 

x+42 100 

100m 

を実施することになった。 第901図 7地点調査区位冊図 (1/2,000)

遺跡は標高13m前後。地点内の北側は表土下部で砂礫／盈が露出。中央付近にも谷状の凹部が東西

に入り込む。遺構は凹部の北側と、調査区の南側で掘立柱建物、土城、北側と南側で東西方向の大

溝等を検出した。

検出遺構

昨年度と今年度に検出した遺構には弥生時代の竪穴住居跡、掘立柱建物、各種の土城があり、古

代の掘立柱建物、濠、溝状遺構、土城がある。先日、調査が終了したところであり、整理に藩手し

たばかりである。今後の周辺調査に便宜を計るため遺構配憫図については全体を掲載し、古代の掘

立柱建物群の概要と南北の濠についてのみ説明する。
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掘立柱建物

7地点の北端と南端で検出した東西方向の北大溝と南大溝が官衝域の外郭北限と南限と考えられ

る。現在大刀洗町教育委貝会が範囲確定の調査を実施しているが、この成果によれば官術域は約17

Om (1.5町）の方形区画が想定され、当地は官街域内の東側に位置することになる。官術域内につ

いての網羅的な調査は今後の課題であり、現在どのような建物群の配髄をなすのかその全体像は判

明していない。今同の調査で確認した建物群については方形区画内の東側に位骰するのは間違いな

いようであるからここでは東方官術と呼称する。この東方官術とした建物群は南北の大溝との位阻

I掲係からすると中央部分と南端付近の 2ケ所にまとまっている。今回の建物群以外にも各所に配偲

されていたのは1111述いなく、北大溝付近にも新たな一群の建物配置が予想されることから、ここで

は大きく中央地区と南地区と仮称して概要を記すことにする。

東方官衡中央地区掘立柱建物群（第95圏，図版38-40) 建物群はA・B・Cの3つの地点で検

出した。

掘立柱建物A群 7地点 I区の中央部で検出した。路線内に設定した発掘区の東側に広がっていた

ことから地権者の了解を得た後に拡張して調査を行った。掘立柱建物は南北棟を主体とした側柱構

造の建物。 j;;)ー地点での建替えは 6回行われており、官術存続期間中は恒常的に股骰されていた重

要な場所であったことを物語っている。柱穴は柱の抜取りも頻繁であることから 1棟を構成する柱

穴群の確定が非常に困難であった。それぞれの掘立柱建物については第 3表にその規模を記してい

るが、重複関係で最も古いものは梁間 2Ill]の東西棟である。この後は全て南北棟に変更され、併せ

て梁間も 3fillとなっている。また、最も新しい建物には東側に一而の庇を付股する。全て桁行が5

間以上と建物規模も大きく、床而積は不明なものを除いて全て100m'を越えている。柱IHJ寸法も桁

第3表 馬｝盈元逍跡東方官術掘立柱建物一罠表

建物番号1棟方向 1建物方位 1規模（梁X桁） 1梁間（柱間寸法）I桁行（柱間寸法） 1床面積I柱掘形（平均）

A-1 束西棟 N5.5'E

~:?:[ifi北棟[:~ii:V~
A-3 l+i北棟 N6.0'E

形
蒻
匹
形

方
玉
タ
カ

m

m

m
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．
 

8
"
l
i
 

,
．
,
．
,
 

．
．
 

o
i
!
l
 

．
．
 

五
叫
m

匝
07

.
1
.
l
 

．
．
 

．
．
 

•• 
．
．
 

即0
"
 

"
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．
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ふ
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冨
盃

¢;7" 
旦
15

．
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．
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•• 
．
．
 

,
9
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1
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1
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言
訳

(
•
'
し
．
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．
．
 

．
．
 

．
．
 

m

m
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．
．
 

•• 2
"
5
"
8
 

6
；
岳
65

．
．
 

•• •• 
．
．
 

•• 
．
．
 

．
．
 

•• •• •• •• 
,

.

 

•• 
;！
5
 

•• 
x~x~x 

2
i
3
ふ
5

A-4 l1'i北棟 N7.0°E 3 X 5 6.6 m (7尺） 16.7m (11尺） 110m'0.8 m方形.................................................................................................................................................................................................. .. 
A-5 削北棟 N4.5°E (3)X 6 7.9 m (9尺） 19.4m (11尺） 153m'1.0 m方形...................................................................................................................................................................................................... 
A-6 南北棟 N4.5°E (3)X5 (8or9尺） 15.3m (10尺） 120m'0.6 m方形............................................................................................................................................................................................................... 
A-7 南北棟 N8.5°E 4 X 5庇付 6.2 m (7尺） 13.3m (9尺） 102m'0.6 m方形

B 南北棟 N6.5°E 3 X 5 . 

C 東西棟 N5.0°E 3 X(4) 

D-1 東西棟 Nl.O'E X 5以上
..................................................................... 

D-2 東西棟 N2.0'E 2 X 

6.1 m (7尺） 14.8m (10・11尺） 90m' 1.0 m方形

4.4 m (5尺） (8.3 m) (7尺） 37m' 0.6 m方形

7.5 m 15m以上 (11尺） 1.0 m長方形
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． .................................. ........... ....................... 

6.0 m (10尺） 1.0 m長方形

7.2 m (8尺） 18.0m (lo尺） 130m' 0.7 m方形D-3 南北棟 N2.0°E 3 X 6 

・I + + 1 『『|D-4 南北棟 N7.5°E 3 X 7 6.3 m (7尺） 21.0m (10尺） 132m2 1.0 m方形

D-5 I南北棟『Niぽ EI3 x 6 

臣□乞：I圭圭圭：［芸巨巨I豆三巨I旦言巨:[吾［言ii苔渥巨fl:含目ti言旦芸I旦旦巨言呈巴／長方形
E-3 I南北棟IN6.0°E I 3 X 5 le:ii ;;-; (s尺）『iXi;;-;(iii尺） 『99叫;:o;;-;方・長方形

※建物番号は古期から順に付けている。
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行は 7尺-11尺と長く、 1棟を除いて等間となっている。柱穴は官街特有の規模の大きな方形プラ

ンをなすもので、一辺0.6-1.lmである。

掘立柱建物B A群の西に平行して設けられた南北棟建物である。側柱構造の 3X 5間の規模を

有す。棟方位は北に対して6.5゚ 東に振れる。一時期A群のうちの 1棟と並列して配置されていた

と考えられる。この建物の西側には 5mの間隔を開けて目隠し塀となる柵が 1条、同一方位で設け

られている。この他、重複して南北方向の柵が 1条確認できている。 A群建物の目隠し塀として設

けられたものであろう。

掘立柱建物C B棟の 8m南側に位櫃する束西棟である。 ll-P区で梁問 3問を確認した。桁行

の柱穴はNTT光ケープル設置下部にあたり追求できなかった。ただし、東側の I区では柱穴を確

認していないので建物の東側柱列は I区までは延ぴないことになる。柱間寸法が7尺とした場合に

は桁行 4「/JJが想定される。 7地点で検出した掘立柱建物の中では最も規模が小さいものである。束

に2m離れた位罷に南北方向に平行に走る 1条の柵を伴っている。

東方官街南地区掘立柱建物群（第96121,I図版39・40)

掘立柱建物D群 ll-E• I・Q区で検出した。南大溝の内側に近接して1姐itする。東西棟と南

北棟の側柱建物がlf;Jー場所に頻繋な建枠えが認めらる。建粋えの1川数はA群と 11,jじ61廿1である。建

物の棟方l旬は最初期に造営された 2期のみ東西棟で、その後は全て南北棟に変更されている。この

転換も A群と 111)じ変遷過程をたどっている。併せて、建物規模も東西棟は梁111)2111) であるが、 l❖J北

棟は全て梁Ill)3 llfJが採／中）されている。柱111)寸法は桁行が10・111心とL乏いスパンが採mされている。

建物の床而積を比較すると、 3-6期で安定して最も規模が大きくなり、その後は縮小して行く傾

向が見て取れる。柱穴は0.7-1.0mの長方形、方形プランをなし、柱材の抜取りが顕著なため璽複

個所でのIHJ一建物の柱穴同定が非常に困難であった。

掘立柱建物 E群 I区の南端寄りにあって、南大溝に近接した位置で検出。 D群の東側に並列す

る。建物全体の規模が確認できたものはないが、梁間 3間、桁行は 4・5間の建物 3棟が想定され

る。全て側柱構造の南北棟建物で、ほぼ同規模（床面積100吋前後）の建物が同一場所で建替えら

れている。建物の計画方位は北に対して 5゚ 前後東に振れ、僅かであるが新しいものほど、振れが

大きくなる傾向にある。柱穴は規模の大きな方形の掘形を有している。なお、これらの建物に先立っ

て、南北方向の柵が 1条認められる。

溝状遺構

北大溝 発掘区の北端で検出した東両方向の索掘り大溝。官栃城北限の外郭線をなす。狭小な発

掘区内で延長約22mを確認した。上部に小ビットが著しく認められ、本来の上端線は明瞭に残され

ていない。溝上端幅は3.2-4.lmが現状で計測できる。壁面の自然崩壊を考慮すると当初は輻 3m

程であったと思われる。溝は全て掘削されてはおらず一部掘り残しされた陸橋部が認められる。こ

の陸橋部は発掘区中央の西寄りに幅 7mの間隔があけられている。陸橋部の上面もピットによる撹

乱が著しいが、南側は幅 lmで東西方向に溝状の落込みが認められる。この溝状逍構は大溝の断而

には現れていないので、大溝掘削以前に設けられた外郭溝の名残と思われる。溝の横断面は逆台形

をなし、底面までの深さは1.3-1.5m。底面は平坦に整えられている。束壁際で幅広く掘削されて

いるが、これは掘削時の作業単位の違いが現れたものか。埋土は最下部にプロック土が堆穂してい

るが、上部は自然堆積によるものである。溝の計画方位は北に対して 6゚ 束に振れる。遺物は弥生
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第97図北大溝・小溝実測図 (1/60,1/200) 

土器や土師器・須恵器が少批出土。鉄鏃も 1点出土した。

北小溝 北大溝の南側に並行して走る素掘りの小溝。溝の計画方位は大溝と同じ振れを示す。上

端幅O.Sm、上端は出入りが激しく蛇行している。溝は途中で途切れて走り、この途切れた個所は

大溝の陸橋部東側の端部に対応した位置関係にある。深さは0.3m前後で、底面は凹凸が認められ

る。埋土は下部に黒色土と黄褐色のブロック土が西方に厚く埋積し、上部から東方には黒色士が堆

積していた。溝の西方は人為的な埋め戻しか。調査にあたっては柵の布掘りである可能性もあった

ことから、上面を一段下げて精査、更に長軸方向にも半際して柱痕跡の確認した。この結果、溝は

柵の掘形である可能性はなく、大溝と対となった区画溝と判断される。
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第98図 南大溝・小溝・古期溝実測圏 (1/30,1/200) 

北古期溝 北大溝の陸橋部で検出した東西方向の溝状遺構。幅Um前後、深さ0.3m前後、長さ

は3.5mを確認できた。南側岸は北大溝の南側岸と連続している。この溝を新たに掘り直して北大

溝が掘削されたと思われる。そのため陸橋部でのみ残存していたのであろう。

南大溝 I区の南端で検出した後、四側の II-A・K・L区で延長を確認できた。今回は I区と

II-A区についてのみ惚l示した。北大溝と IHJじく掘り残して出入l二［となる陸橋部が認められる。こ

の陸橋部は I区の西側と II-A区の西側で 2個所確認し、両西端の立ち上がりの11IJ隔は16m程であ

る。陸橋部がどの程度の幅であったのかはNTTケープル下部を調査していないので不明である。

溝幅は 3m前後、断而形はU字形をなし、深さは1.l-1.2m。掘削はローム陪から砂質土！習に達し

ており、帯水することはなかったようである。埋土は束側の溝と陸橋部西側の溝では様相を異にし、

西溝ではある程度自然堆稽で埋精した後に黄褐色土の人為的な埋め戻しが行われている。この上而

には僅かに腐植陥が堆積した。更に上部は茶褐色土が埋梢する。東溝は大きく 3陪に分けることが

可能で、下隔から黒色土系統、茶褐色土系統、黒色土系統が埋積する。最下隔には壁の朋落土が堆

積している。溝の計画方位は北に対して 6゚ 束振れる

南小溝 南大溝の北側で同一方向に並行して走る。両溝は北側の大溝と小溝と同じく 2条で一対

をなす。心心距離で 6m、溝内側で 3mの間隔を測る。溝は幅0.6m前後、深さは最も残りの良い

ところで0.5mを測り、断面形はU字形をなす II-A区では幅約1.2mの陸橋部が設けられ、その東
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側端部は大溝陸橋部の端部と同一の延長上に位慨する。埋土は下部に黒色土と黄褐色土のブロック

土が埋積し、上部に黒色土が認められた。この溝も塀の可能性が考えられたため長軸方向に半裁し

て断面を観察したが、柱穴等は検出できていない。また、完掘後の底面は凹凸が著しいことから下

部のブロック土は底面を平坦に整えるためのものと思われる。

南古期溝 北側で確認できたようにこの南側でも大溝が掘削される以前の溝が部分的に確認できた。

I区の陸橋部で大溝内側の延長上で幅0.9m、深さ0.4m前後を測る。 II-A区でも大溝に南半分を

掘り込まれた状態で検出できた。注意されるのはこの更に西側は延びておらず、大溝と同じくこの

位骰に陸橋部が股けられていた可能性が高い。そうなると大溝に掘り直された時点で、新たに I区

の陸橋部が追加されたことになる。埋土を見ても大溝の陸橋部では古期溝は黒褐色土と黄褐色土ブ

ロックの単一／器が認められており、埋め戻されていることがわかる。尚、南大溝は北大溝と同じよ

うに古期溝の外側を拡張して掘削している。

溝出土遺物

今回は南北の両大溝出土土器についてのみ掲載する。

北大溝（第99図、図版60)

弥生土器

高杯 (1) 脚部の一部が残存。器面の残存状況が悪く器面調整に不明な点が多い。外面に縦方

向のヘラミガキが僅かに認められる。

甕 (2) 復元口径42.0cm。口縁部をすぼませ鋤先状につくる。上端は平坦面を作る。

土師器

杯 (3) に1縁部を欠損する平底の杯。体部内外面はヨコナデ、内底部にナデを施す。外底部は

ヘラ切り離しのままで板状圧痕を有す。復元底径7.2cm。

椀 (4・5) 外底部に高台を備えたもの。 5は高台が高く、底部から体部にかけてはわずかに丸

味を持っている。 5の内底部は擦痕を有す。 4は器面の磨滅が著しい。 4は復元高台径7.6cm、 5 

は9.2cm。

黒色土器A

椀 (6) 口縁部と高台端を欠損する。体部が丸味を帯びたもので、内外面に横位のヘラミガキ

を分割して施す。内面は良く照される。

須恵器

高台付杯 (7・8) 平底から体部は直線的に延びる。外底部外縁のやや内側に低い高台を貼付

する。調整はイ本部内外面にヨコナデ、内底部にナデ、外底部はヘラ切り後ナデを加える。 7は復元

高台径9.3cm、8は下層から出土し、口径11.4cm、器高3.6cm、高台径8.0cm。

壺 (9) 長頸壺の肩部・体部のみが残る。肩部と体部の境は明瞭に屈曲し、稜線を巡らせる。

体部下半にヘラケズリを施す他は、ヨコナデ調整である。外面に一部煤が付着する。

北小溝（第99園、図版60)

須恵器

壺 (10) 9と同じく長頸壺で体部の下半を欠損する。口縁部はラッパ状に広がり口端部を折り

曲げて外に引き出す。外面中央に 2条の凹線を巡らせる。調整は内外面ヨコナデ、口縁部に絞り痕

が認められる。また、器面に焼成時の灰が付着する。口径12.5cm。

-148-



北大溝

'°"" 2 ＼ ヽ

二ごJ.

I ＼ヽ 6

北小溝

ヽ ’’’ 10 

、三ク

二，
南大溝

＼＇言 ¥1111111

L~~'' 

'1-三戸＇

~15 

／
 

/
.
h
 

'三1

~ 
'\-:--i~it 

'1 

／竺ニョニ=~、 13

~:7. 
0 10暉

I≫,  ≫ I  

第99図溝出土土器実測図 (1/3,1/ 4) 

南大溝（第991図、図版60)

弥生土器

壺 (11) 底径6.6cm。底部付近を残す。器肉の薄い平底をなす。胴部外面にヘラミガキを施す。

黒色土器A

椀 (12) 底部付近の破片。内底部に密なヘラミガキを施し黒色に煽す。外面はヘラケズリの後

にヨコナデを施す。

須恵器

蓋 (13) 天井部と体部との境が明瞭で、口縁部は僅かに肥厚する。外天

井部に回転ヘラケズリを施しそれ以外にはヨコナデを施す。復元口径14.0cm、

器高1.9cm。

杯 (14・15) 体部・ロ縁部が直線的に開くもの。外底部にはヘラ切り後、

ナデを施す。 14は復元口径13.6cm、器高3.3cm。

北大溝出土鉄器（第100図，図版60)

鉄鏃頭部が三角形をなす有茎のもの。茎は中途で折損する。返りの先端

左
↑ ,''i 

第100脳北大溝出土

鉄器実測図 (1/2)
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は尖らず水平に整える。刃部福4.3cm、厚さ 3mm。

小結

7地点では掘立柱建物を中心にした各種の遺構が検出できた。掘立柱建物はそのほとんどが大規

模なもので、しかも計画的に整然と配骰されている。同ー場所を占地して長期間にわたって繰り返

し建て替えられるなど、かなり狙要な施股であったことが想像される。建て替えにあたっては構造

や配骰にあまり大きな改変が加えられていないことから見て、施設の性格も大きく変わることはな

かったと見て良い。倉となる総柱高床建物を伴っていないことも、この一圃の施設の性格を検討す

る際の一助となる。

この建物群は検出した溝によって周囲とを区画されていた。区画溝は東西方向の大溝・小溝、そ

れに古期溝を南北で検出しているが、大溝と小溝は 2条が同時期に並行して周囲を区画していたの

は1111巡いない。芯心距離や溝内側が完数尺を採用しているのも、造営にあたっての企画性を指摘で

きる。両溝の間の空白地帯からは築地遣構の痕跡を見いだせず、また溝の埋土からも同様に第地の

Jol落を確認していない。ただし、掘削された残土が溝間に土塁状に積み上げられていた可能性は考

えて良いかもしれない。

なお、大溝は古期溝を掘り直して整備されたものであるが、何故このような規模の大きな空壕に

変更されたのかは良く解らない。

さて、この官術の存続時期については、細かな検討は行っていないが、掘立柱建物柱穴からは、

8世紀半ば～末頃の土器が催かに出土している。官術の造営は 81仕紀前半に遡る可能性もある。ま

た、大溝の埋土からは図示したように 9枇紀中頃～後半の土師器や黒色土器が出土しており、これ

が廃絶時期を示すものと見てIll]述いなかろう。いずれにせよ発掘区内でも極めて少抵の逍物しか出

土しておらず、建物の変遥を含めて来年度の課題としたい。

おわりに

馬屋元遺跡の調査は試掘段階では予想もしなかった煎要な知見を数多く得ることができた。今回

ほど試掘調査の頼りなさを実感したことはない。その分土木事務所をはじめとする関係者の方々に

はご迷惑をおかけすることになった。また、現場での調査が12月中旬にやっと終了し、直ちに報告

密に向けて本格的な作業をIJIJ始したが、明けた新年の 1月13日には図版も含めて全てを終えなけれ

ぱならないと、侮年のことながら過密スケジュールで作業を終えた。そのため、各地点を概観した

まとめや各時期の諸問題まで踏込むことができていない。また、 7地点については現在大刀洗教育

委員会による周辺の確認調査が着手されており、様々な場での論議に供するために遺構配慨図を掲

載し、掘立柱建物と外郭溝についての最低限のデータは記すことで終っている。掘立柱建物の詳細

な時期の検討や他の遺構については、全地点をまとめた考察を含めて来年度に掲載することにした

Vヽ

゜
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第 4表馬屋元遺構番号表 (1)

調査地点 遺構種別 遺構番号 遺物取上げ番号 出土土器・ 陶磁器 その他の遺物

3地点 溝状遺構 SDOl 溝 1 土師器4点

3地点 溝状遺構 SD02 

3地点 溝状遺構 SD03 

3地点 風倒木根鉢土城 SKOl 

3地点 風倒木根鉢土城 SK02 

3地点 風倒木根鉢土城 SK03 

3地点 風倒木根鉢土城 SK04 

3地点 風倒木根鉢土城 SK05 

3地点 風倒木根鉢土城 SK06 

3地点 風倒木根鉢土城 SK07 

3地点 風倒木根鉢土城 SK08 

3地点 風倒木根鉢土城 SK09 

3地点 風倒木根鉢土城 SKlO 

3地点 風倒木根鉢土壊 SKll 

3地点 風倒木根鉢土城 SK12 

3地点 風倒木根鉢土城 SK13 

3地点 風倒木根鉢土城 SK14 

3地点 風倒木根鉢土城 SK15 

3地点 風倒木根鉢土城 SK16 

3地点 風倒木根鉢土か炭 SK17 

3地点 土城 SK18 S-7 土師器少量

3地点 土城 SK19 S-2 土師器少量

3地点 土城 SK20 S-5 

3地点 陥し穴状遺構 SK21 S-3 

3地点 陥し穴状遺構 SK22 S-4 

3地点 陥し穴状遺構 SK23 S-1 土師器細片 2点

3地点

3地点

4地点 掘立柱建物 8B01 S-33 土師器・須恵器少母

4地点 掘立柱建物 SB02 S-40 土師器・弥生土器少批

4地点 掘立柱建物 SB03 

4地点 掘立柱建物 SB04 

4地点 掘立柱建物 SB05 

4地点 溝状遺構 SD04 S-6 土師器 1点

4地点 溝状遺構 SD05 S-9 弥生土器・土師器微批

4地点 溝状遺構 SD06 S-2 弥生土器・土師器 2点

4地点 溝状遺構 SD07 S-4 
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第 4表馬屋元遺構番号表 (2)

調査地点 遣構種別 遺構番号 遣物取上げ番号 出土土器・陶磁器 その他の遺物

4地点 土城 SK25 S -31 

4地点 土城 SK26 S-32 

4地点 土城 SK27 

4地点 土城 SK28 S -21 

4地点 陥し穴状逍構 SK29 S-29 

4地点 陥し穴状辿構 SK30 S -15 

4地点 土城 SK31 S-20 

4地点 竪穴住居跡 SCOl S-30 土師器・須恵器 1箱

4地点 竪穴住居跡 SC02 S~35 弥生土器・土師器少批

4地点 竪穴住居跡 SC03 S-28 土師器少量

4地点 竪穴住居跡 SC04 S-26 弥生土器・土師器微批

4地点 竪穴住居跡 SC05 S-25 弥生土器8箱

4地点 竪穴住居跡 SC06 S-5 土師器・須恵器少量 鉄器 2点

4地点 竪穴遺構 SC07 S -10 弥生土器 1箱

5地点 柵 S AOl S -54,56,58 弥生土器少抵

5地点 掘立柱建物 SB06 S -103 弥生土器少品

5地点 掘立柱建物 8B07 S -132,137 弥生土器少批

5地点 掘立柱建物 8B08 S-60 弥生土器少批

5地点 掘立柱建物 8B09 S-71 弥生土器少抵

5地点 掘立柱建物 8B10 S-136 

5地点 掘立柱建物 8B11 S-72 弥生土器少抵

5地点 掘立柱建物 8B12 S-73 弥生土器少迅

5地点 掘立柱建物 8B13 S-74 弥生土器少批

5地点 掘立柱建物 8B14 S-134 弥生土器少曲

5地点 竪穴住居跡 seas S -100 弥生土器・土師器少抵

5地点 竪穴住居跡 SC09 S -115 弥生土器少母

5地点 竪穴住居跡 SClO S-70 弥生土器 2箱

5地点 竪穴住居跡 SC11 S-67 弥生土器 1点

5地点 竪穴住居跡 SC12 S-75 弥生土器 7箱 石包丁・石剣

5地点 竪穴住居跡 SC13 S-50 弥生土器 1箱

5地点 竪穴住居跡 SC14 S-65 弥生土器少量

5地点 溝状遺構 SD08 S-96 弥生土器 1点

5地点 溝状遺構 SD09 S -85,86,87 弥生土器・土師器・近世陶器

5地点 溝状遺構 SDlO S -101,102 弥生土器・土師器少量

5地点 溝状遺構 SDll S-109 土師器少量

5地点 溝状遺構 SD12 

5地点 溝状遺構 SD13 S-130 
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第 4表馬屋元遣構番号表 (3)

調査地点 遺構種別 遺構番号 遺物取上げ番号 出土土器・陶磁器 その他の遺物

5地点 溝状遺構 SD14 S-111 弥生土器・土師器少量

5地点 溝状遺構 SD15 S -125,127 

5地点 溝状遺構 SD16 

5地点 溝状逍構 SD17 

5地点 溝状逍構 SD18 S -119 弥生土器微量：

5地点 溝状遺構 SD19 S -118 弥生土器・土師器少量

5地点 溝状逍構 8D20 S -125 

5地点 溝状逍構 SD21 S -96 

5地点 溝状逍構 SD22 S -106,126, 133 弥生土器 5箱
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5地点 溝状逍構 8D21 
----- -- -
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・-- . ● 一 ，ー.. -．．ー..........-----・・・・-. -

5地点 土城 SK35 S -105 
- -・ ・-------- . -
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5地点 11((, し穴状遺構 SK18 S -91 土師器細片 5点
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下しもた高か橋はし馬ま屋や元もと
福岡県大刀洗 40503 33° 135' 19951012- 8,850 リiし迎建股
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